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第1章 序  論   

害虫とその天敵昆虫との関係は，捕食あるいは寄生という天敵の作用形態を区別しないまま，「食うものと食わ  

れるものの関係．としてまとめて扱われることが多い．これは被食者一掃食者関係と寄主一番生者関係のいずれに  

おいて：も，害虫と天敵昆虫の両者間に．は，相互作用的な関係が共通に存在するという理解に・よるものと考えられ  

る… しかしながら，伊藤（1963）の指摘に．もみられるとおり，1個体の捕食者（またほ寄生者）が一座の間に・たお  

す被食者（または寄主）の個体数や，捕食者が被食者（または寄主）に到達する過程ほ，被食者鵬捕食者関係と寄  

主一寄生者関係とでは異なる．．かような指摘は，寄生者が寄主から受ける影響よりも捕食者が被食者から受ける影  

響の方が大きく，また，かかる影響の特賀とそれに対する捕食者の対応のしかたを明らかにすることが，被食者一  

捕食者関係は．もちろんのこと，広義の「食うものと食われるものの関係」の研究に・おける重要課題の一つであるこ  

とを示唆するように思われる 

「食われる．ことを媒介とナる被会名の捕食者に対する影響は被食者の賀と鼻にもとづくものと考えられ，被全  

署の賀と鼻は被食者が捕食者に捕食されるまでの過程と，捕食された後の過程で捕食者に・影響を及ぼすにちがい  

ない．しかし，この二つの過程における被食者の質及び恩の影響は，同一性格のものとは考えにくい… したがっ  

て，「食われる．ことによる被食者の捕食者に対する影響ほ，被食老の質，還何れの面での影響であるかを区別す  

るだけではなく，捕食されるまでの過程に．おけるものと，捕食された後の過程のそれとに分けて検討すべきであろ   

う．   

捕食されるまでの過程における被食讃の影響については，ⅠvlEV（1959），HollING（1959 a，b）をほじめ，  

かなり多くの研究者によってその理論的あるいは実験的な研究が行なわれている．これに．対し，捕食された後の過  

程における被食者の影響については，研究の性格上，大愚の餌種を必要とする（特に量的問題をとり扱う場合）こ  

とや，大部分の捕食性昆虫が－‾共食い．の習性を持つために・，個体別飼育の手法に・よる実験を強いられ，飼育管理  

にかなりの労力を要するという研究遂行上の困難性のためか，現在のところ充分紅研究されているとほ思えない 

殺虫剤中心の害虫防除法紅対する批判の声のたかまりとともに，天敵昆虫に寄せられる関心と期待は近時とみ  

に増大した．害虫密度の自然的制御要因の一つとして天敵昆虫を位置づけ，この要因の沼用を図ることに異を咽え  

るつもりはない．しかしここで留意すべきは，害虫と天敵との関係は相互作用的な関係であり，捕食者ほ被食者を  

「食う．ことで被食者個体群密度の消長を－・方的に規定するのではなく，同時に，‘■】食われる」ことに・よる被食者  

の規定作用を受けるこ．とを忘れないことである・・捕食者に対する被食者の規定作用を軽視し，その研究を欠如させ  

ることほ薯虫制御に果す天敵の役割を過大視する傾向を生み，生物的防除紅ついての認識を誤らせることに・もな  

ろう 

以上の観点から，著者は農林菜上の重要害虫であるアブラムシ類とその大敵として著名な捕食性チットクムレ  

類を材料紅，テントウムレの話形質に及ばすアグラムレの被食後の過程紅おける質的及び鼻的影響を解明する一 

連の実験的研究を実施した，．これらの結果を次章以下に述べる 
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里（特定研究・昭和42年度～47年皮）の交付を得て行なった．九州大学教授安松京三博士（農学部昆虫学室．当時）な  

らびに北海道大学教授森契須博士（農学部応用動物学教室）はこの特定研究「生物的防除に関する研究．の研究代表  

者として種々な御指導と御援助を賜わった．V．LANDA博士ならびにⅠ．HoDEK博士（InstituteofEntomology，  

CzechoslovakAcademyof Science）は国際Vンポi7アム（1965年9月，Praha）において，本研究第2章の一部  

を報告する特別の機会を与えられ，また，M．）．WAY教授（ImpervialCollegeofScienceand Technology，  

University of London）はPrey Specificityの生物学的意義に．閲し，有益な意見を寄せられた・   

佐藤（現姓市川）美恵子さん，津田和美，小川 宏両氏は専攻学生（香川大学農学部応用昆虫学研究室）として  

在学中，種々実験に協力された一．前の研究補佐員植村（現姓安倍）美佐子さん，日笠（現姓出井）富子さん，石川  

律子さん，現在の補佐員横山民志さんには，実験，デー・タ整理，論文のとりまとめに・カを借していただいた・   

とれらの方々の御力添えを心から感謝し，厚く御礼申し上げる．   

なれ 本論文ほ京都大学審査学位論文を印刷に付したものである．  

第2章 アグラムレ捕食性テントクムシの諸形質に及ぼす餌アブラムレ  

の種類の影響   

アブラムレ類は昆虫の中ではきわめて古い歴史をもつグル－プで，約3億年前に・地球上に・出現したといわれて  

いる（ADAMS・VAN EMDEN，1972）．そして，長い進化の過程で多くの種とさまざまな適応的形贋を発達させて  

来たもののようである．，現存種ほアブラムV科Aphididaeに属するものだけでも3700種近くに及ぶ（EASrOP・  

vAN EMDEN，1972）．．これらのアブラムレは草本と木本の別を問わず，高等植物の殆んどの種に・寄生し，時間的  

ならびに空間的に．幅広い生清を営んでいる（田中，1967；小川，1972）．ごく僅かの種においては，アプラムレ捕  

食性テントクムレ（以下の文中では，特別の場合を除き，テントワムシと略述する）の攻撃，捕食を回避，防御す  

る機能をもつことが確認されているが（DIXSON，1958，1959；ⅩADDOU，1960；KLINGAUF，1967），大多数の  

種はテントクムレの攻撃，捕食に抗しきれない．   

他方，チットクムレは幼虫期ならびに成虫期の二つの発育段階で，生存，発育，ならびに増殖のエネルギ－源と  

して大量のアブラムレを捕食しながら生酒するり 捕食の際テントクムシは特定の種のアブラムシを選択すること  

はあまりないようである（この点については第1節ならびに第4節で詳述する）・幼虫は脚を，そして成虫ほ脚お  

よび趨を使用して活溌に動きまわり，餌あるいは好適生息環境を探索する¶幼虫は雌成虫によって産下され声卵か  

ら楷化し，しばらくすると僻化した場所の周辺で餌アブラムレを探索し捕食する．雌成虫の産卵ほアブラムレの  

コロニ－の近くで行なわれることが多いが（HoDEK，1973），この場合，コロニ－を構成するアブラムレの種類を  

特に選択することほないようである 

アブラムレならびにテントクムレが上述した特性をもつために，同じ種類のテントクムレであっても幼虫期ある  

いは成虫期に異種類のアブラムレを餌として捕食し生活する個体あるいは個体群が，ごく普通に・出現することにな  

るい一方，アブラムレでは，同種類のアブラムンが異種類のテントワムシの攻撃，捕食を受ける場合が出現するこ  

とになる．本章でほてうした場合，アブラムレの種のちがいがテントクムシの諸形質にどのような影響をもたら  

すかを明らかにし，また，アブラムレ個体群密度の自然制御機格におけるテントクムレの位置，役割についても若  

干の検討を加える．   
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発1節 テントクムシの幼虫期に．おける餌アブラムレの種類とテントクムレの諸形質との関係  

（Ⅰ）幼虫期における特定アブラムシの連続捕食の場合について  

第1項 緒  嘗   

テントクムレの話形質に及ぼす餌アナラムyの種類の影響は，テントグムジ把よるアブラムレの捕食が幼虫期  

に．おこなわれる場合と成虫期の場合とでは異なる面があろう．また，同じ幼虫期における捕食払おいでも，将化以  

降から前蛸紅いたる幼虫の全期間中特定のアブラムレを捕食する場合と，捕食が或る期間に限られる場合で異な  

ることが予測される．本節でほ幼虫期における餌アブラムシの種類の影響のうら，幼虫の全期間申達続的軋特定の  

アブラムレの捕食が行なわれた場合のテントクムシの語形質とアブラムレの種類との関係について述べる・  

第2項 研究材料ならびに方法  

1．供 試 昆 虫  

1963年5月，香川県木田郡三木町所在のキャベツβγα．S．SicαOJβ′〃CβαL．vaI．Cα♪如fαL・の醍場で採集した  

ナミテントクHar・moni－aaxyridisPALLASとナナホンflソトウCoccinella sebtembunctata bruckiiMuLSANr  

（以下特別の場合を除き，両種をそれぞれナミ，ナナホシと略述する）の雌成虫を宙径9cmの普通型レヤー・レに1  

頭宛収容しで，キャベツ寄生のダイコンアブラムレ」軌β即よco′二γ〝β∂′・α55∠cαeL・を与えながら，250Cの恒温，暗  

黒，関係湿度70ないし80％の条件下で飼育と採卵を行ない，この卵より醇化した幼虫を供試した・シャーレの濾紙  

片上に産下されたテントクムレの卵塊は，濾紙ごと2．2×9cmのガラスチ・ユ十プに収め，採卵と同一条件下で特化  

するまで管理した小暗化後の幼虫は給餌アブラムシの種類が異なる6実験区にグループわけし，さらに醇化24時間  

後これらを個体飼育容器に移しかえ，定められた種類のアブラムレを餌種として与える飼育実験を開始した・との  

際，テントク幼虫の個体飼育に使用した容器ほ，卵塊を収容したものと同じ規格のガラスチエ十プで，10個のピソ  

ホ－ルを設けたポリ・エヲ1／ンフイルムをチューブの開口部にゴムバンドでとめて蓋とした．テントク幼虫の餌経と  

した6種類のアブラムレとその寄主植物は第1表のとおりで，その選択に当っては，実験時に必要盈を確保しやす  

Tablel．Aphid＄and their host plants used  

Host plants  Apbids  

Orientalpea aphid（Mameaburamushi）   
A♪ゐ∠S椚♂dよcαg∠扉ぶKocIi  

Japanese elder aphid（Niwatokofukure－  
aburamushi）   

AulacoY・ihum magnoliae EssIG et KuwANA  

Cabba軍eaphid（DaikonabuTamushi）   
β㌢■βが2CO7’．γ乃β∂㌢αSSicα♂L．  

Mealy plum aphid（Momokofukiab11ramuShi）   
耳γαJβ♪Jβ′〟J‘け■抑漉加ねFABRICIUS  

Rose aphid（Barahigenagaaburamushi）   
Macroszphum rosae tbarae MATsUMURA 

Apple grain aphid（Kibikubireaburam11Shi）   
動物如血．sよ♪カ〝研♪7′〟〝∠ノ∂／∠αβFIrCH  

Falsea？aCia（Niseakashiya）   
戯曲擁厄夕相加加肌血αL．  

EldeI－（Niwatoko）   
5お弼∂〝C〝5 ぶ∠βわ／dよαガβBLUME  

Cabbage（Kyabetsu）   
β㌢・α5S∠c（Z〃JβγαCβαL．var＼．∽が紘ねL．  

Peach（Momo）   
タグ〝乃〝・ざ♪β75よcαBETCH… VaI・．乙WJgα′’よ．s MAXIM．  

Wild rose（Noibara）   
皮0、Sα桝〟Jfさ．／70rαTHtJNB．  

Wheat（Komugi）   
アン■gJ∠c研〝ふ〆ね∽形1AMいVaI＼．む〟JgαγβHACX．   
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い点を考慮した．アブラムレほ寄主植物紅寄生したままの状態で採集し，給餌に先立って小毛筆で植物体からとり  

はずし，所要以外の種類が混入している場合にはそれらの個体をとり除いた上でテントク幼虫の個体飼育容器に  

移し入れた．個体飼育容器には，別途に用意した，アブラムレの寄生をうけていない新鮮な寄主植物を収め，餌植  

物不足と乾燥紅よるアブラムシの死亡の防止紅つとめた小 なお餌アブラムレほその種類をとわず，有超胎生雌成  

虫ならびに若虫と，無題胎生雌成虫ならびに若．虫の混合個体群を供試した．   

2．テントウムレ幼虫の飼育管理と調査   

個体飼育容器に収容したナミ，ナナホシ幼虫紅は，幼虫期間中，定められた種類の新鮮なアブラムレを1日1  

回，定時に与えたが，給餌盈ほ幼虫の発育令期により若干異なっている．走塁給餌法によらなかったため，給餌  

豊を正確に表現することほできないが，毎回の給餌時紅相当量の食い残しを認めたことから，給餌意がその必要  

量をみたしていたことだけは確かである巾蛸化後は幼虫時に．食い残したアブラムシを飼育容器内から完全にとり  

除き，羽化成虫がこれらのアブラムシを摂食することのないようにした．なお，幼虫，前嫡，蜘，羽化成虫の飼育  

は，250Cの恒温，暗黒，関係湿度70ないし80％の条件下で行なった．但し，実験期間中毎日の，定時における餌  

の更新と各種の調査は照明下で実施し，供試チットクの生存あるいは死亡と，摂食行動に．おける異常の有無ら 脱皮  

を指棲とする幼虫令期の進行ならびに蛸化，羽化の状況を調べた．．また発育を完了した個体の生存日数を羽化直後  

から絶食条件下において調査した．調査完了後成虫の性を同定し，同時に体の大きさを測定した．この場合，体の  

大きさの測定は右さやばねの最大幅と最大島部を，オキュラ－マイクロメー・タを装填したピノキュラ－で測定す  

る方法により，また，性の判定ほ交尾器形状の剖見繕異にもとづいて行なった．  

第3項 研 究 結 果  

1．発育期に．おける死亡率   

ナミの発育期に．おける死亡状況を示すと策2表のとおりで，籍2表に示した死亡率のうら仝発育期間の死亡率  

Table2．Preimaginalmortality of H．ax．yY■idilS reared with different aphid species  

Number of  Stage of development 
Totalstages  

Of  

development  

coccinellid  

laIVae  

Prepupal pupal 
Stage Stage  

Aphids used  

as food  

Larval stage 

Total  reared First Second Third Fourth㌫・蒜  
instarinstar instar instar  

peIiod   

ガ．〆〟〝fノわJi〃g  

〝．r∂．Sαβi∂αγα♂  

月■．のⅦ相成加ゎ  

β．わ・“扇cαβ  

A〟J．桝αg，Z¢～よα♂  

A．抑通加脚履1ざ  

3
7
 
3
7
 
3
5
 
3
6
 
誰
 
3
9
 
 

7
 
7
 
9
 
3
 
3
 
 

2
 
2
 
2
 
0
0
 
6
 
 

2
 
 

7
 
 

0
0
 
9
 
 

2
 
（
U
 
O
 
2
 
7
 
 

7
4
6
7
9
 
 

．
 

2
5
 

l
 
 

0  8り1   

0  臥．1   

8．．6  20．1   

22．2  50．0  

18．4＊ 60．5＊  

100  

0
 
0
 
0
 
〇
一
 
 

0
 
0
 
0
 
〇
一
 
 

l
 
l
 
1
 
0
 
5
 
 

只
）
 
■
8
 
 
0
 
0
 
0
 
0
 
 

2
 
 
5
 
6
 
0
 
 ＊  

1
 
 
 

＊：Rearing was discontinued before thelater period of the fouIthlarvalinstar because of a  

shortageof food aphid of this species；therefore；the valueobtainedin the periodbefore  

tbat timeis sbowIlIle‡e〟  

（幼虫，前蛸，嫡の各期における死亡率の合計値）の餌種間差（餌種間変動）の有意性を百分率検定法（岡松，1966）  

によって検定すると第3表のようになる．．すなわち，全発育期間の死亡率ほ，マ．メアブラムレ，ニワトコフクレア   
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Table3．．Stochasticalanalysisof the preimaginalmortalityof H・叫yridisshowm、in  

Table2by the2×2split table method  

Comparison of  
．ガ。2witb．方2  
＝2．71（tbeore  
tical value at 
¢＝1，α＝0．．01）  

Cbi・Sq11are  

ObseIVed   

・方02  

Significancy  Aphids compared  

x。2＜．方2  insignificant  

r。2＜x2  insignificant  

方。2＞∬2  significant  

x。2＜．r2  insignificant  

ro2＞．方2  significant  

点り♪r〟〝よノbJよαβ・－〝．r－〃5αgi∂αγαβ  0．18  

〝．′0Sαβよ－∂α′・αクー．打．αγ・級別勇如．ざ  1．25  

〃．α′・緋鋸汀如s －β．∂γα，S，Sよcαβ  5．89  

βり ∂γα5・．Sよcαg  一月〟J．椚〃gタ糾〉Jよ〃β  0…46  

－1〟／HJJ柑g即／J♂（1－．t 〃蛸加Ⅵ叩血  16．69  

プラムレ，ダイコンアブラムシ1モモコフキアブラムレ，イバラヒゲナガアブラムレ，キビクビレアブラムレ（以  

下特別の場合を除き，マメ，ニワトコ，ダイコン，モモ，イ／ミラ，キビと略記）の順に高かった・・特に・ダイコン，  

ニワトコ，マメの3区における死亡率は50％以上にも達した．但し，ニワトコ区の場合は，餌種の給源としたニワ  

トコフクレアプラムレ野外個体群が，予測したよりも早い時期に絶滅し，第4令後半期以降の実験を中止せざるを  

得なかったため，第2表には貸4令前半期までの数値を示してある・・ナ・ミ，ナナホシ両テントクのニワトコ区にお  

ける第3令期までの死亡率を比較し，またナナホンの第4今期紅おける死亡率の伸びを考慮し，ニワトコ区に・お  

けるナミの全発育期間の死亡率の推定値（最高値としての性格が強い）を求めると85％前後となり，50％以上の高  

死亡率を示した3区のうちマメ区に．おける供試虫の全個体死亡が目立つ・第3表から明らかなとおり，全発育期間  

の死亡率の区間差の総てが有意では．ないので，前に示した死亡率の順位を検定結果に・もとづいて整理しなおす必要  

がある一．この場合ニワトコ区の死亡率は（第2表中の）最低限界を示したことにとどまるので，この区に関係した  

区間差の検定にほいくぷんか問題が残るが，検定結果にもとづく全発育期間の死亡率は，マメ2ニワトコ≧ダイコ  

ンニ＞モモ＝イバラ＝キビという関係になる．ナナホシにおける結果は第4表に示す・ニワトコ区においては供試   

Table4”Preimaginalmortalityof C．sebiem♪unctata b，’uCkiireared with differentaphid species  

Stage of development  Number of 

AphidさuSed coccinellid  

as food  larvae  

I・ear・ed  

Totalstages  

Of  

development  
Larval stage Prepupal Pupal 

First Second Third Fourth慧．慧stage stage  
instar instar instar instar  

peIiod  

5
 
6
 
6
 
7
 
2
 
3
 
 

2
 
2
 
2
 
7
 
3
 
4
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
 
 
9
 
 

6
 
 

0
 
0
 
2
 
0
 
0
 
0
 
 

0
 
8
 
 

0
 
0
 
0
 
0
 
9
 
0
0
 
 

3
 
 

6
 
3
 
0
 
 

0
 
0
 
0
 
2
 
3
 
6
 
 

3
 
 

7
 
 

5
 
 

2
 
0
 
0
 
0
 
（
U
 
6
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
 
 

2．5   

2．．6   

0   

7．7   

13．2   

94．3  

凡才．γ〃．Sαg よ∂α′αβ  

β．．∂′・αS．SJcαg  

A．桝由翫αg£〝∠S  

〃．．α′・弥勒離玖k  

ガ．♪′’抑扇．／bJよαβ  

．4〟／．川〟g即／血、  

0
 
9
 
9
 
9
 
0
 
6
 
 

4
 
 
3
 
 
3
 
 
3
 
 
3
 
 
3
 
 

6
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
8
 
 

0
 
2
 
0
 
5
 
0
 
2
 
 

幼虫のうち発育を完了したのは僅か2個体（雌雄各1個体）で，全発育期間の死亡率は鋸・3％と最も高かった・ニ  

ワトコ以外の区における死亡率はいずれもニワトコ区のそれに比較すれば殆んど問題に・ならぬ程低率であった・全  

発育期間の死亡率の区間差を検定した結果は第5表のとおりで，ニワトコ区を除いた他の5区相互間に・ほ有意な差   
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Table5．Stochasticalanalysisof the preimaginalmortalityof C．．sebiembunctata br  

Shownin Table4by tlle2×2split table method  

CompaIison of  
．和2with方2  
＝2．71（tbeoI’e－  
tical value at 
¢＝1，α＝0．01）  

Cbトsqua‡・e  

ObseIVed  

・方02  

Aphids compared  Significancy  

〟．γ∂ざαβよみα′・仇グ仙－β．∂′・α5扇c〃β  0．49  

β．∂γαざ∫よぐαβ  －・A．刑協動cαg〃ZiS   0．49  

A．〃相成c〃gよ〝∠＼s －・月＼（け髄独英如－ざ  0ル51  

ガ．α7’級別弟戒，ざ  一点．♪′∽扇ノbJよαβ  0．．15  

点．か■〝〝よノbJ磨αβ －A〟Jひ 椚αgタれ）′よαβ   44．23  

ガ02＜．方2  ins鳩nificant  

Xo2＜．が  inslgnificant  

Xo2＜x2  inslgnificant  

Xo2＜．x2  inslgnificant  

∬02＞．∬2  significant  

は認められず，餌種間における大小関係ほ，ニワトコ‘＞キビ＝モモ＝マメ＝ダイコン＝イバラとなる・   

死亡時期とアグラムシの種類との関係を第2表に．よって．みるとナ・ミのマメにおける死亡が初令期に集中してい  

ることが明らかである．これと異なり，∴ニワトコ区とダイコン区の幼虫の死亡ほ全令期にわたって連続的に．発生  

し，また，幼虫期間の死亡率および仝発育期間の死亡率が比較的低いキビ，イバラ，モモの3区におけるそれは．散  

発的であった．   

一方，ナナホンの場合，商い死亡率を示したニワトコ区では，幼虫期に・おける死亡は連続的であるだけでなく，  

令の進行庭．伴なって増加する傾向を示した．ニワトコ以外の区紅おける死亡率ほきわめて低く，死亡のあらわれ方  

も散発的なものとなった．．   

2．発 育 速 度   

ナミの幼虫，前蛸，蛸の各期に．おける経過日数の計を全党膏期日数として示すと第6表のとおりである．但し，  

Table6．Totalduration of development of H．axyridis reared with different aphid species  

Number Min．．and max．Sampユe Populationmean Standard Coefficient  

oflarvae daysof deve－ mean atα＝0．05in deviation of variation  

observedlopmeIlt  in days days  in days in percent  

Sex of Aphids used  

beetles as food  

13．．84  13．58－14．．10  

14…86  14．．60－15．12  

18．88  18．．26－19．50  

21．．55   20．12一・22一．98  

0．53  3..83 

0‖45  3．03   

1．17  6．26   

1．86  8．．63  

凪」軌跡小沼加  19  

〃．γ・0S“＝彷釘・αβ  14  

ガ」α和㈲離〝査∫  16  

β．∂γα5ぶgCα♂  9  

13－15   

14－16   

16－21   

18－・24  

13－・18   

13－17   

18－20  

Females  

14〃40  13．67－15．13  

14．80  14．29－15．31  

18り42  18．00－18．84   

23．33   20小93－25．73  

2
 
 
8
 
7
 
1
 
 

3
 
0
 
6
 
1
 
 

1
 
1
 
0
 
3
 
 

7
 
 

1
 
3
 

9
 
7
 
3
 
3
 
 

1
 
 

点．〝研材抽αβ  15  

〟．ro，Sαeよ∂α′・α♂  20  

〝．．のⅦ別荘扇．s  12  
Males  

β．∂rα。ざ．Sよcαβ  9  21－・30  

幼虫第1令期に全供試虫が死亡したマメ区と，餌アブラムシの不足紅より第4令後半期以降の実験を中止したニ  

ワトコ区の結果ほ除外した．．雌の場合，標本平均値の区間最小値はキビの13・8日，最大値はダイコンの21・・6日で，  

最小値に対する最大値の比率ほはぼ1．6倍となり，雄の場合の変動も雌とはぼ同様であった・・区間変動の有意性の   
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検定結果ほ発7表のとおりで，変動の有意性は雌雄で部分的に異なり，雌の全発育期日数の標本平均値は，キビ，  

Table7．．Stochasticalanalysisof the totaldurationof development shownin Table6by  

the t・teSt method  

Comparisonof t。（obse工Ved  
Valueof t）withi（theore・ 
ticalval11e at¢＝n－2，α＝  
0．05）  

Sex of   

beetles  
Significancy  Aphids compared  

且㌧か研げ抽〃g－凡才．．′〃5αgよ∂αγα♂ fo＝5．飢5＞Joチ。5＝2．942   

Females M．rosaeibarae－・H．arundinis t。＝12．．081．＞亀5＝2．048  

〟．α′・抑別離〝≠・S－β．∂′－〃S5∠c〃β  ～0＝4．426．＞f冨㌔5＝2〃礪9  

Significant   

Slgnificant   

Significant  

且㌧か〟乃よノ∂Jよ“い－ノ吼∴用・S〃♂i∂αγαβ f。＝0．．987く鶴5＝2．0隻2   

〟．㌢∂Sαβ∠∂αγαβ－・Ⅳ．財制血沈・わ ≠。＝10い431＞・才芸ヲ。5＝2‖045   

月＼（け’緋戒乃よ1S一一β．∂7αSS∠cαβ  ≠0＝5．350＞げ05＝2＝039  

inslgnificant   

Slgnificant   

Significant  

Males  

イバラ，モモ，ダイコンの頓にノトさく，高位区と次位区の間の差は総て有意であった．．したがって，発育速度ほ  

キビ，イ／くラ，モモ，ダイコンの順潔大きいといえるu＋■－一方，雄でほキピとイバラの間の差に有意性はないが，  

その他ほ総て雌と同様の傾向を示し，キビとイバラ，モモ，ダイコンの順紅発育速度は大となっている．第4令後  

半期以降の実験を中止したニワトコ区の第1～第3の各令期間ほ3．．33，2．64，2．86日で，その計は9．83日であった  

（性別によらない14個体に．ついての数値）．とれらの数値を全発育期日数の最も短かかったキピ区の数倍，2．11，  

1．21，1．79，5．．11（雌），2り27，1い33，1．60，5“20（雄）や，仝発育日数が最も長かったダイコン区の，3．．44，2．08，  

2・33，7・85（唯），3≠67，2・22，2、67，7Ⅵ85（堆）と比較すると，ナ■ミ．のニワt・コ区における発育速度ほ第1～第  

3の各令，または第1～第3今の計のいずれの場合においても，キビ区より小さいことほもちろん（平均値の比は  

1：1・9），ダイコン区のそれより更に小となり（比の値は1：1‖2前後），ニワトコ区においてほ幼虫初期から既に発  

育のおくれを生じているとみてよい．   

つぎに，幼虫期に殆んどの個体が死亡したニワトコ区の結果を除外した場合の，ブ∵仁ホシの全発育期日数を第  

8表に示す．区間変動の有意性の検定結果ほ第9表のとおりである一．雨表から明らかなように，発育速度の大小関  

係は，キビ＞イバラ＞モモ＝マメ＝ダイコンとなるが，雄においては雌の場合と異なりキピとイバラ間の差に．ほ  

有意性が認められず，キビ＝イバラ＞ダイコン＝マメ＝モモとなる一．平均値における区間の最小値と最大値の比率  

ほ約1．．1（雌）ないし1．2（雄）とかなり接近し，餌種のらがい紅よる変動はそれ程大きくない・算8表から除外し  

たニワトコ区の発育速度は，第1～欝3今の訂が8．40日で（この段階では19個体についてのデータを得ることが  

できた），キビ区の4．80（雌）および505（雄），モモ区の雄に．おける6‖41日のいずれと比較しても発育がおそく，  

（比の値は1：1．8，1：1“3），発育のおくれが幼虫初期からあらわれていることは明らかであるり算1～第3令の各  

令期間の発育速度には特に．ふれないが，前述の第1～第3令の計の場合と結論的にほ全く同一・である・・なお，生き  

残った雌雄各1頭の第4令期間は，他のどの区の場合よりも長かったが，前抗および蛸期における発育はキビ区よ  

りも早かった．しかし全発育期日数ほ約14り5日でダイコンあるいはマメ区のそれに近く，全体としての発育速度は   
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Table8．，Totaldur・ation of development of C．SePiemPunctata bruckiireared with different  

aphid species  

Number Min．and max．Sample Populationmean Standard Coefficient  

Oflarvae days of deve－ mean atα＝0．．0うin deviation of variation  
Sex of Aphids q＄ed  

beetles as f00d  
observed lopment in days days  in days in peICent  

〟 ♪‖川亘）／川上l  

〟．γ・0√Sαe 査∂αタαβ   

Females 〃．α㌢・抑肌弱扁s  

．1．川ぐ（わ（■（JgJ＝ヾ  

β．．∂7αSS査cαβ  

0
 
4
 
4
 
（
0
 
5
 
 

1
 
 
2
 
2
 
 
1
 
2
 
 

13－13   

13－14   

13－・15   

14－16   

14－16  

13  13   

13．46  13．．28－13。．64   

14、04  1368－14．40   

14．．50  14．．23－14．77   

14．56  14．29－14い83  

0  0   

0．42  3．12   

0．85  5い65   

0‖55  3…79   

0．65  4…46  

凡1如拙彷蛸α∂  

〃．7Jβざαβ 査∂α′αg   

Males  β‖ 抄－αSSよcαg  

．▲1川t、（ブJトqど‖仇＝  

〟（〃JJ〃（′川JI  

6
 
 
5
 
3
 
0
 
2
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
2
 
 
1
 
 

13－14   

12－16   

14－16   

14－17   

15－・16  

13．06  12．84－13．28   

13．47  12，．95－13…99   

14巾54  14…81－14．SO   

14い60  14．．24－14り96   

15り08  14．．75Ⅶ15い41  

0．41  3い01   

0，．95  7．05   

0．59  4．．06   

0，77  5．27   

0．52  3．45  

Table9．Stochasticalanalysis of the totalduration of development shownin Table8by  

the t－teSt method  

Comparison of to（observed  
Value of t）with t（theore－  
ticalvalue at4・＝n－2，α＝  
0．0う）  

Sex of   

beetles  

Aphids compared  Significancy  

点．♪γ〟〝よ／bJよαβ一肌7∂．Sαβよ∂αγαβ f。＝2．525＞・f吉㌔5＝2い042   

〟‖㌢－∂・5αβ∠∂α7αβ－〝uα和≠離別S  ′。＝2．．966＞・雄。5＝2‖021   

月＼（打・∽鋸紘両ゞ－Aパ肌戒“脚撤S  ≠。＝2い001く才芸㌔5＝2，．021   

A．〝Zβ批αgZ〃よS一臥∂rα・SSよcαβ Jo＝0．317く才芸さ。5＝2．021  

Slgnificant   

S噌nificant   

insignificant   

inslgnificant  

Females  

斤．♪γ〟〝套／の甘仇クーーー加L：0．ゞαβよ∂α′・αβ f。＝1．578く増。5＝2い045   

肌7∂Sαβよ∂α㌢αβ－β．．∂′αSS∠cα♂  f。＝3…510＞瑠‰＝2，．056   

β．∂7・αSSicαβ一月い椚郎仇αgZ〝gS f。＝0‖239く穏。5＝2．．0墾2   

A“椚鋸机旦如血s－〟，（け〝乃dよ〝よs  ′。＝1．905く′訂。5＝20生2  

inslgnificant   

Slgnificant   

inslgnificant   

inslgnificant  

M∂1es  

キヒならびにイパラ区よりかなり小となっている．   

ナミの全発育期関数を100とし，これに対する幼虫各令期ならびに前蛸，蛸の各期完了に要した日数の割合を示  

すと算1図のとおりで，餌種のちがいによる変動の著しいナミにおいては，全発育期間に対する各期間の比率ほ  

雌雄をとわず発育速度の小なるものはど幼虫第4令期の値が大きくなる…このことから発育の足ぶみが第4令期に 

おいて顕著にあらわれることがわかる．   
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βム  

〟q  

Mr   

尺β  

さ  

FiguIel．．Ratein percentofeach de－  

Velopmentaltime to the to・  

talduIation of development  

Of H。a．X．yridis reared with  

diffeIent aphid species 

合  

Figure2… Ratein peICentOfeachdevelop・  

mentaltime to the totalduration  

Ofdevelopmentof CりSebtembunct－  

ata brucktireaIed with different  

aphid species．   

更に寛2図に示すとおり，餌種のちがいによるナナホンの発育速度の変動はナミと若1異なり，他の区間との差  

に有意性を認めたキビ区の場合，前蛸ならびに蛸期に・対する幼虫期の比率がキビ以外の4種のアブラムレの場合よ  

りやや小さくなっているが，その他の点に．ほ明瞭な差ほ認められなかった．  

TablelO．Size of elytron of adult of H．aγγridiS reared witildifferent aphid species  

during thelaIValperiod  

Number of Minandmax Sample Populationmean StandaId Coefficient 

Aphid as food coccinellids value of size meanin atα＝005in deviation of vaIiation  
Parts Sex of   

measured beetles  
measured in mm  mm mrn  in mm in per cent 

斤 ♪J・刑小止針  

〟．′α5αβ ∠∂α′α♂  

〝の職級離別ゞ  

4 93  

4 34 

4－79  

5．24  

q
）
 
A
T
 
6
 
q
）
 
 

l
 
l
 
l
 
 

440－5。OS  

429－4．94  

3．30－4“96  

341－407  

475  464－486  

446  435－457  

413  402－424  

3て4  359－3．89  

（
J
 
9
 
0
 
0
 
 

2
 
1
 
2
 
2
 
 

0
 
0
 
0
 
0
 
 

Fem81es  

WidtI10f  β∂γ〃・ざSi七α♂  

elytIOn  点か馴び硝αg  

．lJ r出げl・〃Ⅶ．rβ‘・  

〝のⅦ肋弱m含  

β∂γαぎS∠（αβ  

6 85 

4 79 

6 63 

9．67  

5
 
0
 
2
 
9
 
 

1
 
2
 
1
 
 

341－451  

3－′85－4′′51  

3．30－407  

286－363  

4。21  405－437  

4ノノ15  4OS－424  

375  359－3。91  

330  305－355  

9
 
0
 
5
 
2
 
 

2
 
2
 
2
 
3
 
 

0
 
0
 
0
 
0
 
 

Males  

斤 ♪′〟′J∠ノbJヱ〃t・  

〟r〃膵g路卯朗  

〃小 甘和服最知s  

β∂れ祁．Si七〃♂  

2‖88  

6 49 

5 82 

6 95 

9
 
∠
丁
 
6
 
9
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 

693－770  

6．49－7．48  

5，83－7。15  

4。95－649  

7，45  7．35－7“55  

707  （ヲ88－726  

652  632－672  

5．92  560－624  

1
 
2
 
8
 
1
 
 

2
 
（
J
 
3
 
4
 
 

0
 
0
 
0
 
0
 
 

Females  

Length of 

elytrOn  
斤 ♪川・叛／1－／J飢・  

〝γ0．5α♂よ∂〃γαβ  

〃のⅦmガ椚s  

βみ′αざ．SJcα♂  

3
7
2
5
8
5
詑
 
 

6
6
5
5
 
 

2
6
㍊
4
9
6
1
 
 

7
 
6
 
6
 
5
 
 

一
一
一
一
 
 

1
 
0
 
7
 
3
 
 

6
 
5
 
1
 
7
 
 

5
 
5
 
5
 
4
 
 

2
 
5
 
7
 
2
 
 

4
 
3
 
3
 
3
 
 

0
 
（
U
 
O
 
O
 
 

O
 
－
▲
 
2
 
3
 
 

6
 
．
4
 
1
 
3
 
 

6
 
6
 
6
 
5
 
 

一
一
一
一
 
 

4
 
9
 
5
 
1
 
 

1
 
（
U
 
6
 
1
 
 

6
 
6
 
5
 
5
 
 

9
 
〇
一
4
 
2
 
 

A
－
 
（
0
 
3
 
2
 
 

6
 
5
 
6
 
6
 
 
 

5
 
0
 
2
 
9
 
 

1
 
2
 
1
 
 

Males  
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3．発育完了個体の体の大きさ   

幼虫期に．異なった種類のアブラムレを摂食して成虫となったナミチットク成虫の右さやばねの大きさを体の大  

きさの指標として測定した結果は第10表のとおりで，算10真に示した平均値の区間変動の有意性の検定結果は第11  

表のとおりである．さやばねの大きさの餌種相互間の関係は，幅と長さのいずれにおいても雌でほ，キピ＞イバラ  

Tablell・Stochasticalanalysisof the sizeof elytIOnOf adult of H．ar．yYidishownin  

Table 10 

Comparison of to（observed  
Valueof t）with t（theo－  
Ieticalvalue at¢＝n－・2，  
α＝0．05）  

Parts  sex of   

measured beetles  
Aphids compared  Significancy  

乱♪′■酬げ油■αβ一〟．7・〃・ざ〃βi∂αr〃β ≠。＝3．79＞媒06＝2．04   

Female M・rOISaeibarae－H．arundinis t。＝3。92＞鶴6＝2．05  

ガ・〃′〟花dよ如∫－・β．∂γαぶ5よ七αg  ≠。＝3．94＞鶴5＝2．07  

Significant   

Slgnificant   

Slgnificant  Widtb of  

elytI・On  

点・♪7研げ誠αβ－－〃．r〃5αβf∂α′・〃♂ f。＝0．70＜′払5＝2．04   

Male  〟・′〃Sα♂よ－∂α′■〃♂－・〝．α′払別離〝‘ざ  f。＝5．拡＞≠き㌔5＝2．04  

〝・α′一助別離’彿ね－β．∂r〃S∫よc〃β  f。＝3ル67＞雄。6＝2一．㈲  

insignificant   

Slgnificant   

Slgnificant  

斤・・か■〝形彿／よαβ一肌′・〃5αβ∠－∂〃′・αβ fo＝4巾12＞′払5＝2．04   

Female 〟＝′■〃Sαβよ∂α′・α♂－且〃7・姉別茄〝∠S f。＝3．38＞′言㌔5＝2．05  

月＼一卯■射通助琉い－β．∂㌢αS・ざZc〃♂  ≠。＝3．83＞f言㌔5＝2．06  

Slgnificant   

Significant   

Significant  Lengtb of  

elytI・On  

且㌧か－∽彷蛸■α♂－〟．′〃ざα♂よ∂αγαg ′。＝0…91・くfg曳5＝2．．04   

Male  〟りγ〃5αβよ∂α′αβ－〃．のⅦ㈲成如1S  ≠。＝2．78＞・才芸㌔5＝2．．04  

〝・αγ〟〝dよ如ゞ－一月．∂γ・α・SSJcαβ  ′。＝4．30＞≠占ヲ。5＝2．09  

insignificant   

Slgnificant   

Significant  

＞モモ＞ダイコンとなり，雄ではキピ＝イバラ＞モモ＞ダイコンとなる．標本平均値の区間最小値に対する最大値  

の比率は，幅においては雌雄とも約1諸，長さでは雌が幅と同じく約1…3，雄はこれよりやや小さ 

ナナホシにおけるさやばねの測定結果は第12表のとおりで，また第12表に示した平均値の区間変動の有意性の  

検定結果は第13表aおよびbに示すとおりである．．これに．よると幅の場合，雌紅おいて－は餌種相互間差の有意性を  

全く認めることができない．．したがって餌種間の関係はキビ＝マメ＝モモ＝イバラ＝ダイコンとなり，雄ではキビ  

とモ・モの間の差ほ有意で，キヒ＞モモ＝マメ＝イバラ＝ダイコンとなる．．また，長さの場合，雌でほ幅同様，相互  

間差に有意性を認めることができず，キピ＝マメ＝モモ＝イビラ＝ダイコンとなるが，雄ではキピ＝イバラ＞・マ  

メ＝モモ＝ダイコンとなり，モモとイバラの大小関係が幅の場合とは異なっているい 標本平均値の区間最小値に 

対する最大値の比率は，幅と長さのいずれにおいても雌でははぼ1となるのに対し，雄でほこれより僅かに大き  

く約1．1である‖ なお，ニワトコ区における雌雄各1頭の測定値は，雌で4．75（幅）と7．42（長さ），雄では4・・34   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



ー11－  

Table12．Size of elytron of adult of C．sebiemPunctaia bruckiirearedwith different  

aphid species during thelazvalperiod  

NumbeIOf Min andmaxh Sample Populationmean StandaId Coeificient  

Aphids as food coccinellids valueof size meaTlin at n＝005it） devjation of variation  

measured in mm  mm  mm  in mm in per cent  

Parts Sex of   

measured beetles  

0
 
8
 
4
 
4
 
5
 
1
 
1
 
2
 
2
 
2
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
▼
t
 
 

、
、
・
 
 
 
 
〔
u
 
 

い
 
い
 
 

尺
 
」
 
〃
 
〃
 
β
 
 

440－517   4－85    471－5．01  

440－506   483    475－491  
385－528   483    471－495  
385－・495   476    4．65－487  

462－506   474    4。72－476  

1
 
7
 
8
 
6
 
4
 
 

2
 
1
 
2
 
2
 
0
 
 

0
 
0
 
∩
）
 
0
 
0
 
 

Females  

O  h
 
川
 
 

t
 
一
▲
 
 

d
 
t
 
 

・
l
 
y
 
 

W
 
d
 
 

S        e  

1一  

6
 
 

1
 
1
 

．
 
 

∴
∵
∴
 ト
 
 

．
 
 

斤
・
」
 
U
〃
 
〓
〃
 
β
 
 

a
 
 
 
 
M
 
 

4．40－473   456    450－462  

3“85－462   441  4．37－445  

418－462   439    439－4．40  

352－462   4り32    418－4“52  

407－4．62   4．32    4り23－441  

2
 
6
 
3
 
1
 
5
 
1
 
0
 
0
 
3
 
1
 
 

0
 
0
 
∩
）
 
0
 
0
 
 

715－792   7て0    7．55－7“85  

6．82－8．03   760  7‖49－7“71  

7ノ15－8ノノ28   759    745－773  

6．38－825   7．59  742－7．76  

682－836    741  725－7．57  

6
 
5
 
8
 
1
 
8
 
 

2
 
2
 
2
 
4
 
3
 
 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
 

0
 
4
 
8
一
4
 
5
 
1
 
2
 
1
▲
 
2
 
2
 
 

ク
）
 
 
 
 
ヾ
 
 
 
 
 
〕
い
 
 

〃
．
」
 
‖
〃
＝
皿
 
月
 
 

アeJれa】es  

1engt血of  

elytIOn  

〃レ  

6
 
5
 
0
 
2
 
3
 
 

1
 
1
 
2
 
1
 
1
 
 

〃
．
1
 
〃
 
〃
 
β
 
 

S  
   
   
e  
   
   
∂  

M
 
 

7．09－7．35  

690－728  

6．80－7“00  

6り61－693  

6．59－689  

4
 
5
 
1
 
5
 
4
 
 

2
 
へ
∂
 
2
 
2
 
2
 
 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
 

7
2
 
0
9
g
O
 
7
7
拘
 
 

7
 
7
 
（
0
 
6
 
6
 
 

0
 
0
 
5
 
8
 
7
 
 

7
 
7
 
1
 
．
4
－
 
3
 
 

7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
 

一
一
 
l
 
一
一
 
 

3
 
9
 
8
 
（
む
 
9
 
9
 
4
 
3
 
3
 
4
 
 

6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
 

Table13a．Stochasticalanalysis of thewidthof elytronof the adult of C．5ePtemPunciaia  

∂7・〟C尉i－sbownin Table12  

Comparison of to（observed  
Value ofi）withi（theo－  
reticalvalue at4・＝n－2，  
α＝0．05）  

Sex of   

beetles  
Significancy  Aphids compared  

点．動W両々満αβ－A．桝gdgcαgよ戒－．ゞ  才0ニ0．39く鶴5＝2．併   

A．弼執成－cαgi一両∫－〝．のⅦ肋財如ざ  fo＝0．09＜才芸㌔5己2．02   

月＼（け・祐別離■玖拍－〟．㌢・鋸勃グ沌の・〃g fo＝0．89＜■子吉さ05己2．02   

朋1れ邦“＝∂〃′・αβ一－β．∂γαざβicα♂   ′。＝0．33＜才芸㌔5ミ＝2．02  

insignificant   

inslgnificant   

insignificant   

insignificant  

Females  

P．AⅦ椚．／わJ∠αβ－〃．α′・弘別離乃よ＼s   fo＝＝3．82＞鶴5ヒ2．00   

月＼‘わⅦ朋d〃よ5－・A．∽βd∠cαg2〝よ■√S  f。＝0い83＜鶴5＝2．鋸   

A．那溺叫抄め－〟．′・∂・ゞαβ£∂α′・αg ′0＝＝0．66＜増05＝2．04   

〃．㌢・0Sα♂i∂αγαβ－β．みγ－αSISi－cαβ  ′○＝＝0．26＜f害ラ05＝2．06  

Significant   

insignificant   

inslgnificant   

insignificant   

Males  
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Table13b。Stochasticalanalysis of thelength of elytronof the adult of C．sez，iem♪unctata  

bruckiishownin Table12  

Comparison of to（observed  
Value of t）with t（theo・  
reticalvalue at¢＝n－・2，  
α＝0．05）  

Sex of   

beetles  
Significancy  Aphids compared  

β…♪′猫如．／bJ∠αβ－〃．γ・∂．Sαβ∠みα′・αβ ～。＝1い01・く′喜㌔5＝ニ2．0生   

爪オ．．γ・0Sα♂よ∂α′αβ一月．椚βdよcαgZ〝≠一S Jo＝＝0い17くJaヲ05＝＝2．．02   

A… 椚鋸軌㍑離加S－〃．α㌢・御感加S  fo＝0 ＜瑠05＝2．02   

〃＝の切摘伽烏・－乱∂γαSSよcαβ  ～。＝1．63く措05＝2．02  

inslgnificant   

inslgnificant   

inslgnificant   

inslgnificant  

Females  

点．♪γ・〟〝げわ／∠αβ－〝〃γ〃Sαβよ∂α′・αβ  ≠。＝＝1．18く′言㌔5ニ2．05   

劫」′・OSαβ∠∂〃′・α♂一月．．椚玖須cαgZ〝まs 才。二＝2‖04＝才喜ヲ。5＝＝2．0生   

月．〝㍑dcαgZ〝壷s－〃．α7∽鋸紘両5   J。＝＝1。．50く瑠。5＝2．04   

〃．αγ・∽那汀椚！－βい∂′・α一S・Sicαβ  ≠0＝＝0．31く増。5＝2．07  

inslgnificant   

Slgnific∂nt   

inslgnificant   

inslgnificant  

Males  

（幅）と6い76（長さ）で，ダイコン区のそれに．近かった．   

4．発育完了個体の絶食に対する耐性   

成虫の生活力の－・指標としての絶食把．対する耐性の程度と発育期に．おける餌アブラムンの絃類との関係をしら  

べた結果のうち，ナミに．関する部分を示すと第14表および箆15衷のとおりであるパすなわち，生存日数の区間相互  

における大小関係は，雌雄いずれの場合においても，キビ＞・イバラ＝ダイコンニモモとなり，標本平均値の区間最  

小値に対する最大値の比は雌の場合約1‖8，経ではこれよりやや小さく約1・6である 

Table14… Longevity under fasting condition of the adults of H．axyridisIeared with  

different aphid species during thelarvalperiod  

Number of Minand max巾 Sample Populationmean Standard Coefficient  
Sex of 

beetle  
Aphids as food coccine11idslongevityin meanin atα＝0．05in  

Observed days  days days  
deviation of variation  

in d卑yS in per cent  

尺．♪Jて川Jル／i〟（1  

Females〃・′∂・Sαβi∂〃γαβ  

βい∂′・αS．Sよcαβ  

月＼（け・払別離如．s  

9
 
4
 
9
 
6
 
 

1
 
 
1
 
 
 
 
 
 
1
 
 

9．42  8．34－10．50  

6い14  5い20－ 7．08  

6り00    5．26－ 6．て4  

5．31  4．92－ 5．70  

2．25  23．89  

1．63  26い55  

0い96  16‖00  

0．74  13．94  

〝．♪川JJ亘）／描ぐ  

1イJ（）ゞ（汀J占（け（汀  

β．∂γ・〃．SSよcαg  

ガ．♂用〝♂∠〝∠．∫  

8127  7．72－ 8．82  0．99  11．97  

5，て5   5り53－ 5，．97  0．47  8．17  

5。．67  5．35－ 5．99  0．41  7．23  

5小25  4，．73－ 5．77  0，．82  15′．62   

5
 
0
 
9
 
2
 
 

1
 
2
 
 
 
 
 
1
 
 

Males  
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Table15．Stochasticalanalysis of thelongevity of adults of H．ar．yridi．s shownin Table  

14by the t－teSt method  

Comparison of to（obseIVed  
Value ofi）with t（theo－  
reticalvalue at4・＝n－2，  
α＝0，．05）  

Sex of   

beetles  
Significancy  Aphids compared  

go＝4い62＞膵。5＝＝2い0墾   

′。＝0．07くど書：。5＝2…08   

f。＝2．01く子吉ヲ。5＝2い09  

Significant   

inslgnificant   

insignificant  

斤 ♪川ノり／（り’＝汀－1▲lJハーゞ山、JJ・‘JJ仇、   

Females M．rosaeibaraeM Bい bY・a5Sicae  

βい ∂7αS5去cα♂－〝．αγ〝乃dよ如s  

′。＝8．51＞ほ。5＝2．04   

～。＝0．43くほ。5＝2い05   

′0＝1．41・くげ。5＝2＝09  

Slgnificant   

inslgnificant   

insignificant   

ガ“クγ〟〃よ／〃Jよαピー〃．㌢βSαβ≠∂αγαβ   

Males   〝．7鋸“＝∂α′αβ－β．∂γαSS去cαβ  

β．∂γαS．Sよcα♂一月＼（〃・∽鋸汀肌5  

ナナ・ホシの生存日数とその検定結果は第16表ならびに第17表に．示とすおりで，餌種相互間の関係は雌雄によって  

若干異なり，雌でほ．キビ＞・ダイコン＝イ／くラ＞モモ＝マメとなる．．雄の場合でほ，キビ＞ダイコン＝イバラ＞マ  

メ＞・モモとなった．また，標本平均値の比ほ雌の場合約1．6，経でほ約1‘・7で，生存日数に関する限りナミにおける  

結果にかなり近い．なお，ここに表示しなかったニワトコ区の生き残り個体の生存日数は．，雌雄いずれも1日に  

とどまった 

Table16．Longevity under fasting condition of the adults of C．sebtemPunctata bruckii  

reared with different aphid species duIing thelarvalperiod  

Number of Min．and max．Sample Populationmean Standard Coefficient  

Aphids as food coccinellidslongevityin meanin atαニ0．0うin deviation ofvariation  

observed days  days days  in days in per cent  

Sex of   

beetles  

10て0   9．．29－12…11  1．98  18．50  

8．28   7．67－ 889  1．49  18．00  

7．71   7い39－ 8uO3  0．75  9．73  

7．0生   6．62－ 7．46  1い00  14り20  

6．83   6．．28－ 7，38  1い11  16，．25  

ガ．♪川ナノJ†1）／川ll  

β．．∂′・α．S，S∠cαg  

Females M．YOSaeibarae  

月＼（け抑板汀椚s  

－4．〃告11J汀（TgJ〃＝  

0
 
5
 
4
 
4
 
8
 
1
 
2
 
2
 
2
 
1
 
 

点．♪㌢・〟乃∠．／0／よαβ  

β．わ・α一S－S査cα♂  

Males  〝い タク．Sα♂ み套αγαg  

．4 〃佑信里■J〃Jヾ  

〃のJ川IJ／J＝s  

10．25   9＝45－11＝50  1．50  14い63  

8い15   7．37－ 8．93  1．31  15 ..76 

7い67   6い86－ 8，．48  1．47  19“17  

6い66   6．25－ 6．80   0．30  4．55  

6．00   5．50－ 6い50  0い80  13．33   

6
 
3
 
5
 
0
 
2
 
1
 
1
 
1
 
2
 
1
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Table17．Stochasticalanalysis of thelongevity of adults of C．sebtembuncta  

Shownin Table16by the t－teSt method  

Comparison ofio（observed  
Valu of t）with t（theo・  
reticalvalue at¢＝n－2，  
α＝0．05）  

Sex of   

beetles  
Significancy  Aphids compared  

≠。＝3．95：＞f苦ヲ。5＝2．04   

≠。＝1．63く才芸ざ。5＝2．02   

f。＝2諸3＞才芸㌔5＝2．02   

f。＝0．66＜子吉㌔5＝2．02  

Significant   

insignificant   

Significant   

insignificant  

忍．動W扉力沼〃g一・β．抄朗扇c〃β   

β．∂′〃，ざ．ざよcαg－〟．r〃5αβよ－∂αγαβ  

凡才．′・β5αβさ∂α′〃β一月＼‘け微机ガ玖－5   

月1（〃・紬別離加ゎ－A．椚勃弱cαgZ〝よぶ  

Females  

才。＝3．97＞f冨㌔5＝2．05   

f。＝0．90＜f吉㌔5＝2．06   

f。＝4．要＞fき！05＝2．04   

≠。＝3．35＞′喜㌔5＝2．04  

Slgnificant   

inslgnificant   

Significant   

Significant  

点．♪′肋細浦郎一牒．∂′α∫ざよcαβ   

β．∂′“扇cβg－・〃．γ・0．ざ〃β査∂α′・αβ   

〃．㌢・¢．Sαβ査∂α′・仇㌢－㌧4．〝細々cαgよ－如．ざ   

A．研玖のc〃gZ乃よ．ざ－・〝．α′・∽血路扉ざ  

Males  

第4項 考  察  

1．餌種のらがいとテントクムレの形賀の変化   

（1）テントワムシの形質は餌アブラムシの影智をうけて変化する   

実験結果が示すとおり，餌アブラムシの種のちがいは，供試テントクムシの全発育期間における死亡率紅対し  

てナ・ミでは8．1％から100％，ナナホンでほ2。5％から94…3％に・及ぶ著しい変化を与えただけでなく，死亡の時期に 

も影響した．また，発育速度においては，ナ■ミの場合，最高値は最低値の約1・6倍に達し，ナナホシでは1…1ないし  

1．2倍となり，発育のパターンにも或る程度の差を生じた・さらに，さやばねを指標とした体の大きさ紅おいても，  

ナミでは最低値の1一．2倍（長さ）およぴ1・3倍（幅）の範囲内で変化し，ナナーホシの雌には有意差ほ認められなかっ  

たが，堆に．ほ若干の差を生した・なお幼虫期における餌種のちがいほ，発育完了後の絶食に・対する耐性に．対しても  

かなり大きな影響を及ぼしている・   

HoDEK（1956，1957，1962）はそのアブラムレがテントクムレに捕食されるか否かということと，食物として  

の充分な価値を有するか否かということは別問題であること，テントクムレの死亡率と発育速度がアブラムシの  

種類に．より変化することを報告した．著者は本研究の予備的段階において，アブラムシの種類のらがいがチット  

クムシの個体および種族維持上の重要な生態的性質に対して－影響する場合があることを指摘した（岡本，1961）．  

テン1クムシとアブラムレの種類を追加しで行なった本研究は既に報薯した（岡本・佐藤，1964，1972）が，その  

結果は同時期あるいほそれ以後の関連研究（BLACKMAN，1965a，b，1967；福島・駒田，1972；IpERTI，1965a，  

b；SM汀H，1665a，b；武田ら，1964；HARIRI，1965a，b）の諸結果と同様，餌アブラムレの種類のちがい  

がテ・ソトクムシの形質に影響する要因の一つであるとするHoDEKや著者による指摘を吏紅裏がきするものであ   

る．  

（2）テントクムレの形質の変化の程度はその形質の種類によって異なる   

既紅明らか紅したように．，ナミ雌の発育日数と体の大きさの餌確聞差が多くの場合有意であったの紅対し，絶   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



－15一  

食下の生存日数は，1種類のアブラムレと他種の間の差に．だけ有意性があった．また，ナミの全発育親間の死亡率  

の最低値と最高値の比ほ1：12と大きな値を示したが，体の大きさに．おける比の値は1：1．2（さやばねの長さ）  

あるいは1：1．13（さやばねの幅）にすぎなかった．考察の当初に．おいて述べたとおり，テントクムシの形質は，  

明らか紅餌アグラムレの影響をうけて変化するが，変化のおこりやすさとその程度は，指標とした形質の種類匿 

よってちがい一様でほ．ない．．このことは，テントクムレの性質あるいは形質に対する餌アブラムレの影響の有無を  

たしかめる場合に，単一の形質のみを選択し問題とすることの危険性を暗示する 

【3）テントクムレの形質の変化のしかたほテントクムレの種匿．よって異なる   

ナミの仝発育期間の死亡率の餌種相互間における関係ほ，マメ2＝ニワトコ＞ダイコンー＞モモ＝イバラ＝キビ  

となフた．．このような関係から6種類のアプラムシは3グル十プ（2種，1種，3種という構成で）ないし4グル  

－プ（1種，1種，1種，3種）紅区分することができる“一方，ナナホシにおいてはニワトコを除く他の5種相互  

間には有意差がなく，6種のアブラムレは2区分（1種，5種という構成）されるにすぎない．したがって，餌ア  

ブラムレのちがいによる全発育期間の死亡率ほ明らかにナナホシよりもナ■ミ紅おいて／変化しやすいといえる．．な  

お，ここで餌種相互間差の有意性による区分のおのおの紅ふれることはさけるが，発育速度ならびに体の大きさ  

においてもナナホンよりナミの方がはるかに変化を生しやすいことがいえそうである．しかし発育完了個体の絶  

食に対する耐性ほ以上とその趣を異にし，ナ■ミでほ4種が2区分されるのに対して，ナナホンでほ5種が3（雄）  

ないし4（雌）区分され，変化のしかたが両種間で逆紅なっている“とのようなことから，全発育期間の死亡率を  

はじめとする形質の発現には，時間的な順序関係が考えられるい したがってナナホシの発育期紅おける死亡，発  

育速度，体の大きさなどの形質，特に．前二者の変化がおこりにくかったことが，上述の逆転結果をもたらしたもの  

と解すべきで，形質の変動のおこりやすさがナナ■ホンよりナ■ミにおいて大であるとするはしめの結論を，絶食に対  

する耐性の結果を根拠紅否定することは妥当でないように思われる．   

餌種のちがいによるテントクムレの形質の変化のしかたが，テントウムレの種紅よって異なることは，生物学  

上の「種」の概念や，「異種．であることの意義を考えると当然のととといえる．．アブラムレ捕食性チットクムレ  

に関する限り，この種の研究はまことに少なく，わずかにBLACKMAN（1965b，1967）がヨ仁一ロツパ産ナナホン  

テントク C¢CC去乃βJJα・ゞ♂〆β椚♪〝〟C′〃fαL．と他の1種 AdαJ塵α ∂よ如〝CJ〃fαL．をモモアカアプラムレ加加肌  

♪β′・扇cαβ∫ulZ．およびその他数種のアブラムレで飼育し，両テントクの生態的性質に対する餌アブラムレの影響  

をしらべた報告をみるにすぎないu これによると，餌種（比較可能な種は4種類）のちがいによる発育期間の死亡  

率，体の大きさ，摂食行動などの変化ほ雨テントウ間で異なり，ヨーロッパ産ナナ■ホシとAゐ／査α掛軸制来由の  

関係は，著者らの研究に．おける日本産ナナ■ホンとナミの関係によく似ており，ヨーロッパ産ナナホシよりも  

月JねJJ♂∂Jβ〟〝√ね′〃紅変化がおこりやすい・♪ イングランド地方紅おける生息分布ならびに活動状況紅関するヨー  

ロッパ産ナナホシとA．玖如微わ〟ゼL・・両種間の関係は，著者らの日本産ナナホシとナミの日本での関係に類似  

する点がおもしろい．   

2．テントクムシの食物としてのアブラムレの適性   

（1）チットクムレの種類間に共通的（非選択的）な適性を示すアブラムレと種固有的（選択的）適性を有する  

アブラムシ   

餌アブラムシのちがいによるテントクムレの形質の変化から，テントクムレの食物としてのアブラムレの適性  

を明らか虹することができる．いま，ナミ，ナナホシ両テントウの発育期に．おける死亡その他の形質の変化から，  

6種のアブラムレの適性を総合的に判定すると，ナミ紅対しては，キビ＞イバラ＞モモ＞ダイコン≧ニワトコ＞マ  

メとなり，また，ナナホシ丹こ対しては，キヒ＞イバラ＞マメ＝モモ⊇タイコン＞ニワトコとなる 
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ナミ，ナナホシにま寸する6種のアブラムレの適性順位は上述のとおりであるが，ここで気付くことは，これら6  

種のアブラムレの中には，テントクムレの種類間に．共通的な適性順位を示す種類と，これとは反対に．，その順位が  

全く共通的でないか，共通，非共通の別がはっきりしない種類のあることである．すなわち，キヒは6種のアブラ  

ムレのうちで最も良好な適性をナミ，ナナホシ両種に対して示し，イ／ミラの適性はこれに・やや劣るが，その順位は  

ナミ，ナナホシのいずれに対する場合ともかわらず第2位となっている．したがって－，これらの移は両テントウに  

対して完全共通種ということができよう．．これと対照的に，マメはナミに．対して最も適性をかき，・その順位は最下  

位であるが，ナナホンに対してほむしろ良好な（特に発育期の死亡率からみて）適性を示すようである．．このこと  

から，本種のナミ，ナナホシに対する適性は完全に選択的であると考えられる．．一方，ニワトコほナナホシにおい  

て最も適性をかくだけでなく，同時にナミに対しても相当高率の死亡をもたらしているから，やや不完全な共通的  

適性を有する種であるといえ．ようりダイコンはナミに対してやや適性をかくが，モモの適性ほダイコンよりかなり  

良好である．しかし，ナナホシ丹こ対するタイコンとモモの優劣関係の判定はむずかしいい したがって，ダイコンと  

モモの適性のテントクムシ種間共通性の如何はにわかに結論を下すことが困矧であるが，しいて－いえばダイコンほ  

種固有的（選択的）であり，モモはニワトコ同様やや不完全共通的なもののように思われる 

最近，福島らほユ0種類のアブラムレを用い，これらのアブラムレがヒメカメノコテソトク」り∂♪〆α♂αわ如ぬcα  

TRUNBERGの生育および栄養紅及ぼす影響をしらべた（福島・駒田，1972）い このうちイバラ，モモ，マメ（福島  

らの報告ではノり而S C㌢αCC∠ぴ〃γα♪Sβ〟ゐ〃CαC≠αβ），ニワトコ，およびダイコンの5種は著者の供試種と共通して  

おり，ヒメカメノコテントクに対する適性は，イバラ＞モモ＞マメ＞・ニワトコ＞ダイコンの順となるようである 

この結果と著者のそれを総合すると，イバラ，モモは，ナミ，ナナホレ，ヒメカメノコの3樺のテントクムレの  

食物として－適しているようであり，マメはナナホン，ヒメカメノコの2種類で，また，ニワトコほナミ，ヒメカメ  

ノコの2種に．よって共通的な適性を有する可能性（キビの結果が比較できないので断定することができない）が大  

である   

アグラムレの一群が，テントクムレの種類間に共通的（種非選択的）な適性と種固有的（種選択的）な適性を有  

する種紅よって構成されて－いることは，アブラムレ個体群密度の調節者としてのチットクムレの役割を多様化す  

ることになるものと思われ，応用的見地からも興味を感じさせられる．しかし本研究においては，最も普遍的な2，  

3の種類について考察し得たにすぎない…したがって，ここに述べたテントクムシの役割の多様化を説明するため  

には，更に多くのテントクムシとアブラムレを供試する必要がある．この意味においていまのところ全く手がけら  

れていないクサカグロク類，ショクガバーエ科昆虫など，テントクムレ以外のアブラムレ捕食者の食性についても今  

後検討をすすめる必要があろう 

（2）テントクムレに対する致死性アブラムシの存在   

ナミの全幼虫ほマメアブラムレを摂食することによって死亡し，ニワトコを摂食したナ・ナ・ホシの死亡率は94…3  

％となり，同様にナミの死亡率もかなり高いものとなった．また，ダイコンアブラムシを摂食したナミの死亡率ほ  

50％に達したから，程度の差はあるがこれらのアブラムレは，一応，致死性種と呼んでさしつかえなかろう．既に  

材料ならびに方法の項で述べたとおり，供試テントクおよびアグラムシ丹まいずれも普通の種類であり，飼育期間中  

6種のアブラムレに対する両軒テントクの摂食行動や摂食鼻の差異は，アブラムレの種のちがいに眉結させて考  

えなけれはならない程顕著なものではなかった．．このような事実にもかかわらず，前述のような致死性種がチット  

ウムレの種類間に共通的または種固有的に存在することほ注目すべきことである 

HoDEK（1956，1957a，b）は．ニワトコの一種 ぶα∽∂〟C〟Sク7igγ・αLい に．寄生するアブラムレ ノ毎而S・Sα∽∂〟C∠  

L．がヨ一一口ツパ産ナナホンCoccよ〝βJJαSg♪fβ∽♪〝〃CfαfαLに．対して高度の致死性（幼虫に対してほ100％の）   
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を有すること，ソラマメ Ⅴよcj〃．／おがαL．寄生のマメアブラムレノ拍劇・S（′・αCよ〝0γαKocH（原著ではP町卯肌蹴協  

刑㈲成一cαgよ〝∠・SKocH）がテンクムレ1種ふ和扇仇加兢αZ〟和kα∽〝β～〃′αSNEID．に対し同様の致死を示すことを観  

察し，BLACKMAN（1965a，b，1967）ほソラマメ寄生のアブラムVl種 MegouY’a uiciae BucKT．が Adalia  

玖如肌才αf〃L小 を完全に死亡させることを明らかにした．同じ頃，IpERTI（1965a，b）はアブラムレ各種の自  

然個体群に．おいて，テントクムレの種類毎に幼虫，嫡，成虫の生息状況を調査し，ヒレアザミの1樺Cα′ゐ5Sp．  

に．寄生する βrαCカγC剖鋸ね．ざCαγゐiL．の個体群上ではヨーロッパ塵ナナホシの，キョクチクトクの1種である  

Oleander，あるいはトクワタAsCleZ・iaS CraS・SaVica L‖に寄生するA♪hisneriiKALIENBACH上ではHarmo・  

戒－α曾〝αね‘∂7■dβ（・拍動肌ゎけα］L（＝P′・0♪．γJβα ヴ．L．．）の，イラクサの1種 ∽励cα 一成0∠cα 紅寄生する 4錘わ  

“′わcαβFABい では．血賊履久ゆ抑加而L．の，また，ヨモギAγ・わ㍑別ゞよα㍑／g〃γ－∠sL．に．寄生する肋c′－0・けかね 

niella aY’temirsiae BoYER DE FoNSCOLOMBE では．Adonia undecimnoiata ScHNEID．，（＝Semiadalia u 

ぶcHNEID小）の幼虫および蛸が認められないことから，これらのアブラムレが上述したいずれのテントクムレ幼虫  

に丈寸しても致死性を有するものと考えたいこの報告にほ致死性の実験的証明が欠如するうらみほあるが，致死性ア  

ブラムレの存在（特にテントクムシの種固眉的なかたちでの）はかなり【般的な現象であることを示唆し，同時紅  

アブラムレの適性がテントクムレの種類間で選択的である場合があることを基づけることに．もなろういこのことか  

らいえば，l摂食する」ことを根拠にしたScHIIDER ら（1928），BuLDUp（1935），ならびにFuIMEK（1957）の  

餌アブラムレのリストほ，「餌として一過当かどうか」という観点からの新たな検討が必要である 

武田ら（1964）は，ニセアカシア寄生のマメアブラムレの春季および夏季個体群でナナホン（日本産）とヒメカ  

メノコテソトク幼虫を飼育し，春季個体群による飼育でほ両テントクの個体が死亡するのに対し，夏季個体群によ  

るものの大部分が発育を完了することを報告している．著者らの結果でほニセアカレアを寄主植物としたマメア  

ブヲ区に．おけるナナーホンの死亡率は僅か2，．6％に過ぎず，しかもこの死亡ほ嫡期に．発生したものである．．このちが  

いは，著者らがアブラムレを供試した時期が5月11日から6月2日までであり，武田らのいう春季個体群とほ時  

期的に．異なった個体群であったこ．とによるものと思われる．アブラムレ捕食性テントクムレの生態的性質に及ば  

す餌魔の影響，あるいほテントワムシの食物としての餌種の適性の究明は，アブラムレならびにテ・ソトクムシの  

種以外紅，アブラムレの寄主植物の種類をも要因とすべきことがOKAMOTO（1965）ならびにSMITIIら（1966）  

に．よって指摘されているが，武田らの結果は，この他に更に寄主植物紅対するアブラムレの寄生時期も要因とし  

て考慮する必要のあることを示している 

アブラムV節食性テントクムVに関するHoDEK（1965．1967）やHAGEN（1968）などの綜説にみられるとお  

り，致死性アブラムレの存在と，これらの致死性種を何等拒絶することなく捕食するテントウムシの摂食習性は，  

寄主特異性あるいほ寄主選択性の生物学的意義についての平野（1960，1971）やWAY（1965）の見解と関連する  

面があり，応用的見地からも興味ある問題である 

第5項 摘  要   

250C，関係湿度70－80％，暗黒の実験条件下で6樺類のアブラムレを餌楢としてナミ．テントウおよぴナナホン  

テントク幼虫の個体別飼育を・行ない，テントクムレの形質に及ぼすアブラムシの影響をしらべた結果を要約すると  

次のとおりである．  

1．．チットクムレ両種の形質ほ劇アブラムシの種類によって変化したが，その程安は，テントクムレの形質，性  

別ならび紅種類に．よって異なった．形質のうちで最も著しく変化したのは発育期問の死亡率■で，変化の程度の小さ  

かったのほさやばねの大きさであった‖この場合，ナミテントクにおける形質の変化ほナナホシデントウにおける   
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よりも顕著であった．   

2・キビクビレアブラムレはナミテントクの食物としで最適で，イバラヒゲナガアブラムレはこれに次いで優  

良であった・モモコフキアグラムレも適性を示したが，イバラヒグナガアグラムレよりも劣った．また，ダイコン  

アグラムレはニワトコフクレア．プラムレより秀れているが，成る程度有害性を有し，適性はモモコフキアブラムレ  

よりほるか紅低かった・一方，マメアブラムレとニワトコフクレアプラムレの両種は，ナミテントクに対して有害  

で，両者のうち前者の致死性は特に・顕著なものがあった．ナナホシデントクに対するキピクビレアブラムシとイバ  

ラヒグナガアブラムレの適性は，ナミテントクに対する場合と同様であり，ダイコンア．プラムレ，マメアブラム  

レならびにモモコフキアブラムンはナナホレテントクに対してかなり．良好な適性を示したが，イバラヒグナガア  

ブラムレより劣り，ニワトコフクレアプラムシほ極めて有害であった．   

3… キビクビレアブラムレとイバラヒグナガア．プラムレの適性は両種テントクムレ間で共通的で，これとは対  

照的に，マメアグラムレとダイコンアプラムレの有害性はナ・ミチットクに対して／著しく選択的であった・適性の程  

度にほ著しい差がみられたが，モモコフキアブラムシと＝ワトコフクレアプラムシは両種テントクムレに対して 

多少不完全な共通適性を示す種類のように思われた．   

4．餌種紅対するアブラムシ捕食性テントクムシの種特化性の生物学的意義，ならびにアブラムレ個体群密度の  

調節者として－の役割を明らかにするため，今後更に多種類のアブラムレとテントクムレ，その他のアブラムレ捕  

食性昆虫の研究を展開するこ．との必要性が強調された 

第2節 テントワムシの幼虫期に．おける餌アブラムシの種類とテントクムシの諸形質  

との関係（Ⅱ）単一・令期における捕食の場合  

第1項 緒  再   

発1節でほ幼虫の全期間をとおして同様のアブラムレを連続的に捕食させる方法で，アブラムレの種類とテン  

トクムシの詩形賀との関係を検討↓，餌アグラムレの種類とテントウムレの諸形質との間に．，密接な関係がある  

ことを明らか忙した．特に，マメアブラムレはナミテントク，ニワトコフクレアプラムレはナナホンテントクの幼  

虫に対して致死作用を及ぼし，発育期に．100％あるいはそれに近い高率の死亡をもたらすことで，これらのテント  

クムレ幼虫の生存と発育の完了に決定的ともいえる影響を及ばすことがわかった．本節では，ナ・ミデットクとナナ 

ホシデントク幼虫紅よるマメアブラムレあるいほニワトコフクレアプラムレの捕食が，幼虫の総ての期間ではな  

く，そのうちの一つだけの令期に限って：おこなわれる場合においても，第1節で明らかになったのと同種め影響  

が，テントクムレの形質に及ぼされるかどうか，いいかえれば，短期間に．おける捕食によっても，マメアブラムレ  

あるいはニワトコフクレアプラムレの劣悪適性の影響がテントクムレの形質に影響を与えるか否かを検討する．  

第2項 研究材料ならびに方法  

1い 供 試 昆 虫   

（1）テン ークムレ   

供試テントクムシは第1節に述べたのと同じナミテントクならびにナナホンテントクで，前者は1967年6月，  

後者は1967年3月に香川大学農学部構内で採集した雌成虫が25◇C恒温，関係湿度80｝85％，人工日長16時間の条  

件の実験室内で産下した卵から粁化した個体である．．採卵のために．構内閉場で採集した雌成虫は，ナナホシテ■ソト  

クの場合に．はエソバク寄生のキビクビレアブラムレ，ナミテントクの場合はバッコヤナ■ギ∫αJ∠∬∂α肋KIMURA   
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寄生のヤナギフタオアブラムシC（；ぴαrigJJα批α〟ゐfαEssIGβf XuwANAを給餌した．   

（2）アブ ラ ムシ   

供試アブラムシはニセアカシア寄生のマメアブラムレ，ニワトコ寄生のニワトコフクレアプラムシ，バッコヤ  

ナギ寄生のヤナギフタオアブラムシ，エソバク寄生のキピグビレアブラムレの4種であった．これらのアブラム  

レのうち，マメアブラムシはナミテントクに対する，ニワトコフクレアプラムレほナナホシテントクに対する適  

性の低い餌アブラムシとして供試した．ヤナギブタカ・アブラムレとキビクビレアブラムシはナ・ミ．テントク，ナナホ  

シテントクに対しての適性の高い種として供試した．これらのアブラムyの発育段階ならびに．麹型ほ儲1節記載  

のそれと全く同じである．テントクムレに．給餌する際にほ予めテントクムレの飼育容器内に塵鮮な寄主植物を入  

れておいた．   

（3）実験区の設定   

ナミテントクの諸形質に及ぼすマメアブラムシの影響をみるためには次のような4種類の実験区と1種類の対  

照区，すなわち，幼虫の第1令期に．マメアプラムレを給餌し，これを捕食させ，第2令到達以降ほヤナギフタオア  

ブラムレを捕食させる区（第1令時マメア．プラムシ給餌区），算2令期に．マノアプラムレを給餌し，第1令期なら  

びに償3令と策4令期にヤナギフタオアプラムシを捕食させる区（第2令時マメアブラムシ給餌区），貨3令期に  

マメアブラムレを捕食させ，第1今期と第2令期ならびに贋4令期にヤナギフタアブラムレを捕食させる区（第  

3令時マメアブラムレ給餌区），第4令期にマメアブラムレを与え，第1，第2，第3の各令期に・ヤナギフタオア  

ブラムレを給餌する区（第4令時マメアブラムレ給餌区），総ての令期にヤナギフタオアブラムレを捕食させる区  

（対照区）を設定した．．ナナ・ホシデントクへ．のニワトコフクレアプラムレの影響を明らかにするための実験区も今  

述べたナミテントクの場合と同じやり方で，これと異なる点ほ，マメアブラムレのかわりに．ニワトコフクレアプラ  

ムレを，ヤナギフタオアブラムレのかわりにキビクビレアブラムレを給餌したことである．したがって，第1令時  

ニワトコフクレアプラムシ給餌区，第2令時ニワトコフクレアプラムレ給餌区，第3令時ニワトコフクレアプラ  

ムレ給餌区，第4令時ニワトコフクレアプラムレ給餌区の4実験区と1対照区（全期間キビタビレアブラムシ給  

餌区）の5区となった．   

（4）実験中におけるテントクムレの飼育管理と調査   

各区に割当てたテントワムシ幼虫は個体別飼育を行ない，所定令期到達24時間内に，きめられた種類の餌アブラ  

ムレの給餌を開始し，その令期終了24時間内にこれらのアブラムレの給餌を停止した．テントクムシ幼虫軋対する  

新鮮な餌アグラムレの給餌と食い残した餌の除去は，所定令期到達前，所定令期中，所定今期終了後のいずれの場  

合とも，毎日1回，定時に実施した．餌アブラムyは毎回，翌日に食い残が出る程の充分な数をテう／トクムン幼虫  

に与えた．毎日定時に実施したアブラムシ給餌の際，テントクムレ幼虫の生存，あるいは死亡の判定，脱皮を基準  

とする令期の更新，前蛸化，嫡化，羽化などの発育進行の状況を調査し記録した．第1節記載のそれと同様に．，テ  

ントワムシ幼虫が前蛸ならびに．嫡に．なった後は，テントクムレ幼虫の飼育容器から餌アブラムレを完全に．とりの  

ぞき，嫡から羽化した成虫がアブラムレを捕食することがないよう紅した．羽化後の成虫について実施した絶食条  

件下に・おける生存日数，性判別，体の大きさ（右前趨長）の測定は総て，第1節記載のそれと同じ方法で行なっ  

た．  

第3項 研 究 結 果  

1 発育期死亡率   

（1）ナミチットクの場合   
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帯1令～第4令の4段階に区分される幼虫期のうちの単一の令期に．のみマメアブラムレを与えて飼育したナミテ  

ントクの発育期死亡率を示すと第18表のとおりである．．また，マメアプラムレ給餌開始日を起点とした生存率曲線  

Table18．Preimaginalmortality of H．ax・．γridis reared with A．medicaginis duIing  
a fixedinstar period  

LaIVal  
instar Number of 
period larvae of  

Mortalityin each stage（％）  Mortality in 
total stage of 

Species of  
apllids  
Supplied  
as food  

▲▲〉u  

s Larval stsge prepupalPupal㌫l＆蒜五t  
beetles examined First Second  stage stage  （％）  

instaIinstar instarinstaI  fixed  

FiI・St  

instar 

Second  
月．〝相成cαg〃ブよ5insta工 

（as treatment）Third  
instar  

FouItIl  
instar 

100  20  100  
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19  0  0  0  100  100  
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Figure3．Survivor・Ship curve of H．ax．yridis reared with C．bicaudaia  
（solidline）or A．medicagini＼s（dottedline） 

を第3図として示・す巾マメアブラムレほ第1節に述べた実験の場合だけでなく，本筋における実験においてもナミ  

テントクの発育期に．高い死亡率をもたらし，発育完了を顕著紅阻害したい 第18表の結果から明らかなごとく，発  

育期死亡率はマメアブラムレを捕食した幼虫の令期によって異なり，初令期と終今期ではきわめて高く，第2令  

あるいは第3令といった中間今期に．おける捕食の場合はやや低い・・しかし，この場合においても，発育を完了し  

た個体の割合ほ15％前後でしかなく，したがって，大部分の個体が発育途上で死亡することになるわけ■で，注目   
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すべき現象であるといわねばならない・マノアプラムレ捕食開始後の死亡のおこり方（緩急あるい特選速といっ  

た）ほ，第3図から読みとれるとおり，若い令期で捕食する程急激であった・第18表に示したとおり，死亡ほ殆ん  

どがマメアブラムレ捕食令期（当今期）内で集中的におこり，他の令期に尾をひくことほ少なかった・   

（2）ナナ・ホシテう／トウの場合   

ナナホンテントクの発育期死亡率は第19表に・，また，捕食開始後の生存率曲線は第4区匿示す・算1令～算4令  

Table19．PreimaginalmortalityofC・SePtemPunctatabruckiirearedwithAul・magnOli  
during a fixed instar peIiod 
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FiguIe4い Survivor・ShipcurveofC・SePtembunctaia bY・uCkiireared with  
R．．Pruni．fbliae（solidline）or Aul小magnOliae（dottedline）・   

のどの場合とも，ニワトコフクレアプラムレの捕食はナナホンテントクの発育期における生存と発育の完了に・か  

なりの影響を及ばすことがうかがわれるり発育期死亡率ほナ・ミテントクーマノアプラムレの組み合わせの場合と   
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同様，中間令期よりも初令期と賂令期紅おける捕食に．おいて著しい．しかし，全般的に，発育期死亡率ほナミテン  

トクーーマメアブラムレの組み合わせのそれよりも低く，また，算1節紅述べた連続捕食における値紅比較してもこ  

れよりは低いという特色を示した・死亡率ほ，どの令期払おける捕食の場合も，捕食当令期でもっとも高い値をと  

る・しかし，ナミテントクー・マメアプラムレの場合とちがって，死亡が当令期に集中することは少なく，ニワトコ  

フクレアプラムシの捕食が停止された後の令期，あるいは発育段階においても，なお，これらの死亡が継続的に発  

生する．   

2．発 育 速 度   

（1）ナ・ミテントクの場合   

異なった幼虫令期にマノアプラムレを捕食したナミテントクの発育速度に関連する数値は虜20表ならびに第21  

表に示したとおりである．．前の部分に．述・ぺたとおり，貸1令時あるいは第4令時にマメアブラムレを捕食したナミ  

Table20．Days ofdevelopment of H．axyridis taken to complete the growthin a fixed  
izIStar period which reared with A．medicaginis（Showing the dataobtained  
withtheindividllals emerged）  

Ofindividuals  
LazvalinstaISex。f  ・nt  

beetlesAla 
TIeatmnt C。ntI。1i。andPf。rt。Significancy  

（Treatment） （Control）  

Female  O  7  

Male  O  12  
Firstinstar  

Secondinstar  

ThiIdinstaI  

FourHlinstaI  

2   142±049 i。＝098，P：0．3叫04insignificant  

2  115±Oh20  to＝＝4．85，P：＜0”001significant  

2   2“00±054  f。＝0， P：＞0．9 insignificant  

2   204±0，22 J。＝019，P：0，8【0．9insignificant  

Female  

Male   

Female  

Male   

Female  

Male  

7
 
2
 
 
7
 
2
 
 
7
 
2
 
 

1
 
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
 
1
 
 

3．38±0．44  

337±0．31  

Table21．Days of development of H．a．x．yridis taken to complete the gzowthin the  
remaining period which rearedwitho11tA．medicagi好is（Showing thedata  
Obtainedwith theindividuals emerged）  

Stochasticalanaly＄is of the  
differencel）etWeen tIeatment  
and controlby tbe f・teSt  

Ofindividuals  

LaI，a．instar Sex。f  

fixed  beetlesA‖ 
Ireatment C。ntr。1i。a。dPf。ri。Significancy  

（TI餉tlnent） （Control）  

Female  O  7  11・13±051  

Male  O  12  11．3（5±0・46  

Significant  

Significant  

Signifiく：ant  

Significant   

f。＝2“77，P：くカ05  

′0＝377，P：く0．．01  

fo＝6‖95，P：く0．001  

f。＝6．46，P：く0．001  

Firstinstar  

Second instar 

丁hiIdinstar  

FouIthinstar  

12  1000±0．67  

12  1066±040   

13  800±0．67  

10．50±064 8‖50±0．33  

466±051  

5い08±018  

Female  

Male   

Female  

Male   

Female  

Male  

7
 
2
 
 
7
 
2
 
 
7
 
2
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
 
1
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テントク幼虫は総ての個体が死亡し，また，第2令時あるいは簡3令時における捕食の場合も，大部分の個体が死亡  

したため，発育完了個体の発育所要日数紅関する数値ほ，ごく限られた例数になって－しまった．算20表に示した当  

令期発育所要日数（マメアブラムシを捕食した今期を完了するのに要した日数）は，対照区との間に朋瞭な差が認  

められる場合は少なく，僅か，第2令期紅マメアブラムレを捕食した雄個体の場合にの鼠対照区との差は有意で，  

発育日数の増加が認められるに過ぎなかった．発育の遅延あるいは加速に及ばす影響に合間差があるかどうかは，  

あまりほっきりしない…寛21表に示したマメアブラムレ給餌停止以後の発育所要日数は第2令，第3令のいずれの  

場合にも捕食区でほ有意な増加が認められたいこの場合，第2令期よりも貸3令期における捕食の方がかかる結果  

は著しい 

（2）ナナホンテントクの場合   

ナナホンテントクにおける当令期発育所要日数は第22表に示すu第1令期における捕食でほ当令期を完了する  

のに要する日数が増加する… しかし，寛2令，第3令ならびに第4令期の場合，かかる増加はなかった，．ニワトコ  

Table22一．Days of development of C…SePtembunciata bruckiitaken to complete the growth  

in a fixedinstar period which reared with Aul．magnoliae（Showing the data  

Obtainedwith theindividuals emerged・）  

Stochastical analysis of the 
difference between treatment  
and contIOlby the t－teSt  

Ofindividuals  

LaIValinstar Sex。f   

beetles Reared with Reared with  
Aul．magnoliae R．？runiJbliae rIeatment Control  

fixed  
t, and PfoI to Significancyy 

（T【eatment）  （Control）  
Significant  

Significant  

insignificant  

insignificant  

Significant  

insignificant  

insignificant  

insignificant  

fo＝3．79，P：く0，01  

fo＝0， P：＜0001   

fo＝1り46，P：01－0‖2  

≠0＝2‖03，P：01－0．2   

fo＝458，P：く0．001  

才○＝069，P：0い5－0．6   

≠0＝055，P：05－0，6  

∫0＝1．02，P：0．4－05  

Female  5  9  160±1111  

Male  2  3  2  1  

FiIStinstaI  

SecondinstaI  

ThiIdinstaI  

fouIthinstaI  

157±0，49  

2   

2ノノ33±051  

183±077   

350±092  

4  

188±0，25  

1．33±062＊   

122±0．32  

1．66±142   

333±039  

333±142  

Female  

Male   

Female  

Male   

female  

Male  

＊Thevalue at80％1evelof confidence  

T3）ble23．．Days of development of C．sePiemPunciata brucki taken to complete the  

growthin t量1e remaining period which reared without Aul．magnoliae  

（Showing the data obtained with theindividuals emerged）  

Ofindividuals  i ・t  
I．aIValinstaI Sex of  

beetles Reared with Reared with  
Aul．magnoliae R‖♪runtfoliae rreatment Control  

fixed  
f。and P forJ。  Significancy  

（Treatment）  （Control）  

Significant  

Significant  

Significant  

insignificant  

Significant  

insignifican土  

insignificant  

insignificant   

go＝1058，P：く仇001  

fo＝9，63，P：＜0001   

go＝＝5．05，P：＜0001  

fo＝148，P：二＞02   

foニ2．20，P：く0，05  

Jo＝0．95，P：＞0．3   

fo＝019，P：＞08  

fo＝1．01，P：＞04  

9  12  11．11±025  

3  1250±0，64   9  

Female  

Male   

Female  

Male   

Female  

Male   

Female  

Male  

FiIStinstaf  

Second jnstar  

丁hi工dinstaI  

Fourtbinstar  

9 22FO 32 

9 661-1 42 

800±0．39  

8   

466±0．39  

4．66±142  

1042±099  

10，00±249   

8 5010 57 

7，83±0．41   

4 6010 67 

4  
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フクレアプラムレ給餌停止以後の発育所要日数は第23表に示したとおりである巾第1令期の場合，停止後の発育所  

要日数は対照区のそれに比較して有意に増加し，当令期に．おいてみられた発育遅延ほ停止後の時期に．おいてもなお  

回復不能のまま持続するようである．第2令あるいは第3令といった中間令期の場合，雌では有意な遅延が認めら  

れるが雄でほそうではない．最終令期の場合には発育の遅延は全く認められなかった．   

3．発育完了個体の体の大きさ   

（1）ナミテントクの場合   

羽化成虫の体の大きさを，右前超長を指標として測定した給果を第24表に示す．第2令期における捕食でほ雄の  

Table24・Sizeof elytron of adult of H．alX．yY・idilSreared with A．medicaginilS duringa  
fixedinstar periodin thelarvalstage（Expressedinmicrometer scale units  
One unit of the scaleis eqivallent to o．089mm）  

Ofindividuals  i 

LaIValinstar Sexof  ・t  
fixed  beetles Rearedwith AReared with  

ClaIIeatment ContIOltoandPlorto  
t）（   

Significancy  

Female  o  7  62．71±1り81  

Male  o  12  5775±170  
pirstinstaI  

SecondinstaI  

Thir・dinstal  

FourtbinstaI  

Female  

Male   

Female  

Male  

62  6271±181Jo＝032，P：＞07  insignificant  

51  5775±1・70 fo＝432，P：く0001 significant  

55  6271±1”81to＝342，P：＜002  significant  

5100±1238＊ 57h75±170 to＝369，P：＜001 significant  

7
 
2
 
 
7
 
2
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
 
 
1
 
 

Female  o  7  62 71fl 81 

Male  o  12  5775±170  

＊ The value at80％levelof confidcnce  

場合に・ほ前趨長の偲が有意に小さくなった．雌では差が認められない．．第3令期に．おける捕食でほ雌の場合は明ら  

かに，雄の場合は雌程の精度ではないが前趨長の値が小さくなった．   

（2）ナナホンテントクの場合   

ナナホシテントクにおける結果は第25表に示したとおりである一．実験区だけでなく，対照区としたキビクビレア  

Table25lSize of elytron of adult of C…SebtembunctatabruckiirearedwithAul。magnOliae  
during a fixedinstar periodin thelarvalstage（Expressedin micrometer scale  
units One unit of the scaleis equivallent to o．ob9mm）  

Length of elytIOn  StochasticalanalysISOf the  
（Mean and meanerror difference between treatment  
at95％of confidence）  and contIOlby thei－teSt  

NumbeIOfindividuals  

Larvalinstar Sexof emerged  

fixed  beetles 
。。e 

（Treatment） （Control）  

Female  5  9  6760±067 6400±3．05 io＝356，P：＜001 significant  

Male  2  3  5700±5．09 5833±572 t。＝039，P：＞07 insignificant  
fi【StinstaT  

Secondinstaf  

ThiIdinstaI  

fouIthinstar  

9  5885±431 6400±305 JJ＝6．26，P：＜0001s唱nificant  

3  57．00±603 5833±5h72 i。＝0．61，P：＞05 insignificant   

9  5572±272 6400±3105 J。＝467，P：く0．001significant  

3  5716±347 5833±572 g。＝054，P：＞06 insignificant  

9  5425±439 6400±305 to＝4．61，P：く0001significant  

3  47  5833±572 Jo＝430，P：＝005 Significant   

Female  

Male   

FJemale  

Male   

I;emale 

Male  
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プラムシ捕食区において－も，雄の個体数が少なかった．このことが原因となって差の有意性の検定がきびしくなっ  

たこともあってか，雄の場合に．は第4令に．おける捕食に．おいてのみ前週長が小さかった小一方，雌個体でほ，いず  

れの令期における捕食の場合に．も前超長の大きさは対照区より小さな値を示した．．しかも，このような大きさの差  

ほ進んだ令期はど大きかった．  

4．発育完了個体の絶食に対する耐性   

（1）ナミテントクの場合   

発育を完了し，羽化した成虫の絶食下生存日数を調査した結果は第26表のとおりであるい 前に・述べた理由によ  

Table26．Longevity under fasting condition of the adult of H。a・方．yri’dis reared with A．  

medicaginis during a fixedinstar peIiod oflarvalstage  

－ －‾ 
・∴・  ・－・二 

∴  ． 

LaIValinstaf Sex of  

beetles Reared with Reared with  
A．medicaginis C．bicaudata Tェeatment ContIOl  io and P foIt。 Signiiicancy  
（Treatment） （ContIOl）  

Female  o  7  

Male  O  12  

414±032  

4 08±079  
FiIStinstaI 

SecondinstaI  

ThirdinstaI  

FouIthinstaI  

Female  

Male   

Female  

Male  

7  4  414±032 io＝006，P：＞Oh9 insignificant  

12  350±1hO9＊ 4，08±0．79  t。＝0．84，P：＞0”4 inslgnificant  

7  3  4h14±032  to＝051，P：＞06 insignificant  

12  3  408±079  ≠0＝二151，P：＞01 insignificant  

Female  O  

Male  O  

7  4 14FO 32 

12  408±079  

＊The value at80％1evelof confidence  

り，第2令ならびに第3令における捕食匿限ってしかデータがないが，これらの令期の場合，標本数の少なさもあ  

ってか，いずれも対照区との間にほ扁意な差は認められなかった 

（2）ナナホシテントクの場合   

ナナホシデントク羽化成虫についての結果は第27表に示す．・雄個体では何れの場合も対照区との間に肩意な差  

Table27．Longevity under fasting condition of the adult of C．se♪iemPu〝Ctata bY・uCkii  

TeaI■edwithAul．magnoliae during a fixedinstar period oflarvalstage  

i 

t  Larvalinstaz Sexof  蒜  
fixed  beetles Reared with Reared with  

eR‖ ioandPforto Significancy  
e（ 

Female  5  9  640±1“11 47L7±1163 io＝340ナP：＜O101 significant  

M∂1e  2  3  5り50±0・64 5」33±2湖  ∫0＝020，P‥＞0“8 insl卯ificant  
Fi【StinstaT  

SecondinstaI  

Thirdinstar  

FourthinstaI  

下emale  

Male   

Female  

Male   

Female  

Male  

9  385±083 477±163  fo＝281，P：く0．02 slgnificant  

3  433±378 533±284  to＝111，P：＞03 insignificant  

9  400±067 4・77±163 Jo＝二1・氾，P：＞0．05 ins唱nificant  

3  4”66±0・85 533±2”84  to＝0．55，P：＞0．6 insignificant  

9  325±080 477±163  fo＝2．72，P：く002 significant  

3  3  533±284  fo＝1．52，P：＞0．2 insignificant   
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はなかった・一方，雌個体においてほ，第1令期の場合ニワトコフクレアプラムレ捕食区の方が生存日数が増加し  

た・第2令ならびに第4令期の捕食の場合は，生存期間は有意に短縮する結果となった．この場合，欝4令期に．お  

ける捕食の方が，第2令期に・おけるそれよりも，短縮の程度がやや著しい．．罪3令期での捕食の場合，生存期間の  

短縮ほ儲2令ならびに第4今の場合はど明瞭でほなかった 

第4項 考  察   

ナ■ミテントクならび紅ナナホシテントクの話形質が，マメアブラムレあるいはニワトコフクレアプラムレの短  

期間捕食によってどのように変化するかを実験した結果は常2項紅述べたとおりである．単一の令期という比較  

的短かい期間の捕食であっても，ナミ．チットクあるいはナナホレテントクは，それぞれの種にとって食物としての  

適性が低いと考えられたマメアブラムレあるいほニワトコフクレアプラムシの捕食に．よって，発育の途上で死亡  

する個体が相当高率で出現した．また，発育期死亡率以外の形質紅おいても，捕食令期のちがいに．よる差はあるに  

しても，対照区と実験区の結果に．ほ有意な差がある場合が多かった．したがってマメアブラムレならびにニワトコ  

フクレアプラムシは比較的短期間の捕食によっても，とれらのテントクムシの形質に．，低い適性にもとづく影響を  

及ぼすことが明らかである．   

かかる影響がどの令期紅おける捕食濫．おいてもっとも顕著となるかほ，形質の種類，アプラムレとテントクムレ  

の種類の組み合わせによって多少異なるが，発育期死亡率にその典型をみるとおり，両テントクとも中間令期より  

も初令期と最終令期の方が影響を受けやすいように思われる．  

第5項 摘  要   

ナミテントクおよびナナホシデントクの諸形質に及ばすマメアブラムレならびにニワトコフクレアプラムレの  

短期間捕食の影響を明らかにするため，単一令期にのみこれらのアブラムレをテントクムレ幼虫に瀾会させ，発育  

期死亡率，発育所要日数，羽化成虫の前超長の大きさならびに．絶食条件下での生存日数を調べた．その結果を要約  

すると次のとおりである 

1．単一幼虫令期に．マメアブラムレを捕食したナミテントクとニワトコフクレアプラムレを捕食したナ■ナ■ホン  

テントクの発育期死亡率は，これらのアブラムレを捕食した令期の如何にかかわらず，対照区よりも高い値を示し  

た 

2．ナ・ミテントクの場合，マメアブラムレを捕食した令期を完了するのに要した日数ほ，第2今期に捕食した雄  

の場合だけ対照区より増加した小策1今期および弟4令期における捕食の場合は，マメアブラムレ捕食による供試  

幼虫の顕著な死亡のため，発育所要日数に関するデータは入手出来なかった…ニワトコフクレアプラムレを捕食し  

た令期を完了するのに要したナナホシテントクの発育所要日数は，籍1令期に・おける捕食の場合は雌雄とも，第3  

令期における捕食では雌の場合に増加した‖ マノアプラムン給餌停止後のナミテントクの発育日数は第2令期と  

第3令期のいずれの令期における捕食の場合にも増加した・・第1令期ならびに第4令期における捕食の場合は，前  

述した理由でデータを入手出来なかった．ニワトコフクレアプラムレ給餌停止後のナナホシデントクの発育所要  

日数ほ，第1令期に捕食した場合の雌雄，第2令期ならびに第3今期の捕食にぶける雌の場合のみ増加した・   

3．ナミテントク羽化阻虫の前趨は第2令期にマメアブラムレを捕食した雌，算3令期捕食の雌，雄の場合に′ト  

さくなった．第1令期ならびに籍4令期における捕食の場合のデータは2に述べた理由で入手出来なかった・ナナ 

ホンテントク羽化雌成虫の前遡ほどの令期に．おける捕食の場合にも対照区より小さかった・雄の前趨は第4今期  

捕食の場合だけ小さかった 

4．羽化成虫の絶食条件下での生存期間は，ナ・ミテントウの場合，第2令期ならびに・第3令期における捕食の場   
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合対照区との間に差はなかった．欝1令期ならびに第4令期のそれは，2紅述べた理由でデータを入手出来なかっ  

た．．ナナホシテントク雌成虫でほ第2今期，第3令期および第4今期における捕食の場合短縮した．雄ではいずれ  

の場合とも短縮は認められなかった．   

5．1～4紅述べた結果から，第一－に．，短期間補食された場合でもマメアブラムシはナミテントクの諸形贋に，  

また，ニワトコフクレアプラムレはナナホレタソトクのそれに．，低い適性に．由来する影響を及ぼすこと．第二に．，  

これらのアブラムンの影鮮度は，かかるアブラムレを捕食するテントクムソ幼虫の令期によって異なるが，初令期  

ならび貯炭終令期の場合に戯着であるように思われること，が結論された．  

簿3節 成虫期紅おける餌アブラムシの種類とテントクムレの諸形質との関係  

第1項 緒  

寛1節ならびに第2節ではテ・ソトクムレの諸形質に及ぼす餌アブラムレの種類の影響を，テン1クムソの幼虫  

期における捕食を中心に検討し，テントクムレの諸形質が幼虫期に捕食した餌アブラムレの種類によって変動す 

ることを明らかに・した・特に・，第1節ならびに・寛2節の実験に候試したマメとニワトコの両アブラムレは，幼虫期  

に・おける捕食をとおしナミとナナの両テントクの諸形質に盛大な影響を及ぼすことがわかった．本節ではこれら  

のアグラムレが成虫期における捕食をとおして両テン1クの話形質に．どのような影響を与えるか紅ついて述べる・  

第2項 研究材料ならびに方法   

1．1965年採集のナナホシデントク成虫における実験   

供試したナナホシテントク成虫は，1965年4月19日香川県木田郡三木町所在の雄琴地で採集した越冬を終えた  

個体である．採集した成虫は最終版坂上に存在する性徴を指標に性別を判定し，雌雄各1個体からなる交尾対を  

つくった＝これらの交尾対は連接9cmの普通型シャーレ紅アブラムレの寄主植物を入れた飼育容器に収容し，所  

定のアブラムシを給餌しながら個体別飼育を行なった．．ナナホンテントク成虫に給餌し捕食させたアブラムレは，  

実験区の場合に．はニワトコ寄生のニワトコフクレアプラムレ，対照区の場合はエソバク寄生のキピクビレアプラ  

ムシであった小紙アブラムレは毎日1回，定時に．与えた．給餌鼻はチットウムレが翌日に食い残す程の充分立を確  

保した．牒司育容器ほ毎日新しいものと取り替えた．調査ほ毎日1回，餌アブラムレの更新直前に．行ない，生存状況，  

産卵数を調査したい飼育容器内に題下された卵は，食い残しのアグラムレをとり除いた後，容器に入れたままの状  

態で幼虫の将化を待ち，醇化率を調べた．．飼育ならびに調査は250C恒温，関係湿度80－・85％，人工日長16時間の定  

温室内で実施した－飼育ぺア数は実験区5組，対照区6組である．飼育実験ほ4月19日から5月4日までの15日間  

実施した‖   

2．1966年採集のナナホンテントクにおける実験   

供試したナ・ナホンテントウ成虫は，香川県木田郡三木町所在の香川大学農学部付属農場エソバク圃場で，1966年  

4月20日に．採集した越冬を終え．た個体である．これらの成虫を供試した実験は，性判別，雌雄対のつくり方，飼育  

容器，区の設定，飯アブラムンの種類，アブラムレの寄主植物，給餌法，飼簡ならびに調査時の温湿度および日長  

条件ほ前記した19β5年採集個体におけるのと同様であった．また，毎日定時に．実施した生存状況，産卵数，産下卵  

の昭化率の調査は前記1のそれと同様であったが，交尾状況を新たな調査項目として加え，そ・の調査を実施した点  

が異なる．供試ぺア数は実験，対照の両区とも11組であったい飼育実験の実施期間は4月20日から5月27日までの  

37日間である‖   
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3．1966年採集のナ・ミ．テントク紅おける実験   

供試テう／トワムシは1966年5月14日，前記2に記述したと同じ香川大学農学部付属農場近接地のバッコヤナギ  

上で採集した越冬を終えた個体である．．ナミテントクの場合，性別判定を外部形態標徴紅よって行なうことに此間  

題がありそうに思えた小このため，虐径9cmの腰高レヤ－レに．10個体前後のテントクムレ成虫を放って自由紅交  

尾させ，そこで形成された交尾対をとりだして供試ぺアとした．実験区の餌アブラムレとしてはニセアカシア寄生  

のマノアプラムレを，対照区のそれにほ，ガラス室栽培のエソバク上で増殖させたキピクビレアブラムシを用い  

た．．飼育容器，給餌法，飼育ならびに調査時の温湿度，日長条件，調査項目ならびに．方法ほ前記2のナナホシデン  

トクの場合と同様であった．当初の供試ぺア数は実験区15，対照区16であったが，実験区の1ぺアがヤドリバチの  

寄生紅より2日後に死亡したのでこのペアは除外したい したがって各区のぺア数ほ最終的にほ14組と16組になっ  

た．飼育実験は5月14日から7月7日までの55日間実施した．  

第3項 研 究 結 果  

1．．生 存 日 数   

（1）ナナホンチットクの場合  

1965年採集個体の場合，ニワトコフクレアプラムレを捕食した実験区の成虫は5，6日位から行動が不活溌に 

なる個体が観察されるようになり，12日以降になると死亡個体が出現し，15日までに・ほ絶ての個体が死亡した・一 

方，対照区の成虫は正常性を失なうことなく，15日まで全個体が生存した・これらの結果は第28表に示したとおり  

Table28．Longevity of theadult of C．SePiemPunciata bruckiireared with diffeIent  
aphid speciesduring the maturingperiod（Individualscollectedatthemiddle  
of springin1965were eXamined）  

Longevity  
Sex o董 NumbeIOf   

beetles individuals  

examined   

Aphids used   

as food  

Population Standard Coefficient  Minimum and   

maXlmum  

value in days 

Samplemean   

in days  

mean at  
α＝0．05in  

days  

deviation of variation  

in days in per cent  

如才．粗相鳳満αβFemale   6   13－15   14  121－49－151・08  1・03   71・35  

Male  6  12－15  14い0  12．．60－15…40  1巾33  9．50  

Female  5  16一  二＞16  

月・擁乃けわ／慶一〃β Male  5   16－  ＞16  

である．第28表に示した生存日数に関する数値が次に．示す1966年採集個体のそれとは異なる表示に．なったのは，  

1965年採集個体での実験が実験開始15日後に打ち切られた（対照区の餌アブラムレの確保が困難になったため）こ  

とによる．第28表の結果ならびに実験打ら切り時紅おける対照区成虫の活力からみて，1965年採集のナナ・ホシデン  

トク成虫の生存日数がニワトコフクレアプラムシを捕食することで短縮されたことほほぼ明らかであろう．  

1966年採集個体における結果は第29表に示した．．死亡する個体がはしめて見られた時期は両区ともあまり変り  

はなく，2～4日後であった．しかし，実験区雌鼠虫の場合，4日以後も死亡する個体が続出し，10日後には総て  

の個体が死亡してしまった．検定を行なうまでもなく，雌成虫の生存日数は実験区と対照区の間でかなり大きな差  

が認められ，ニワトコフクレアプラムレ捕食によって生存期間が短縮する．．雄成虫の生存日数は．近似的な値を示  

し，検定の結果，有意な差は認められなかった 
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Table29．．Longevity of the adult of C…SebtemZlunCtaia bruckii－reared with different  

aphidspeciesduringthematuringperiod（Individualscollectedatthemiddle  

Of springin1966were examined）  

Longevity  
Number of   

individuals  
Aphids used Sex of  

Population StandaId Coefficient  Minimum and  
Sample mean   

in days  

mean at  
α＝0…05in  

as food  beetles  maxlmum  deviation of vaIiation  
examined  

Valuein daYS  days  in days in per cent  

e  

l
 
l
 
l
 
 
1
 
 

1
 
 
1
 
 
 
1
 
 
1
 
 

e
 
 

e
m
a
M
a
l
e
 

F
F
e
 

24．20  

92．．01   

45．49  

57．79  

4－10  8…18   6．51－ 9．．85  1．．98  

2一・38  10．．45＊   2u39－18．．51  9“62   

4－37  20．、09  13．89－26．29  9り23  

4－25  11、09＊   5．72－16．46  6“41  

A扉．椚αg，拍Jよ－αg  

β．か働が抽αβ  

＊Insignificant difference oflongevity was recognized．（io＝0。18，P：0．9vO。8）  

（2）ナミテントクの場合  

ナミテントク成虫の生存日数に関する結果は．第30表紅示したとおりである．．実験区における死亡のおこりはし  

Table30．Longevity of the adult of H．axyYidisIeared with different aphid species  

during the adult stage  

NumbeI of 
Longevity  

uSed 1smean  
t 

e  

6
 
6
 
 
4
 
4
 
 

1
 
1
 
 
 
1
 
 
1
 
 

e
 
 

F
e
m
 

28．27  

28．21   

48．29  

47．50  

6
 
8
 
 
5
 
5
 
 

0
 
8
 
 
4
 
4
 
 

1
 
0
 
・
4
 
2
 
 

1
 
 
1
 
 

3
 
9
 
 
6
 
0
 
 

3
 
5
 
 
2
 
4
 
 

4
 
3
 
 
8
 
3
 
 

3
 
3
 
一
一
 
l
 
一
 
 

7
 
5
 
 
8
 
2
 
1
 
6
 
 
5
 
0
 
 

3
 
2
 
 
1
 
9
 
 
2
 
1
 
 

1－ 6  

2－ 5   

9－54  

9－50  

5
 
2
 
 

7
 
 

3
 
3
 
 

．4．柚再J√〝g川り  

2
 
1
 
 

9
 
2
 
 

．
 

9
6
 

2
 
2
 
 尺．♪7・彿扇／bJよαβ  

めは，雌雄をとわず対照区のそれよりもずっと早く，また5｛〕6日という短期間内に総ての個体が死亡してしまっ  

た．．マノアプラムレ捕食によるナミテントク成虫の生存期間の短縮は，前述したニワトコフクレアプラムシを捕食  

したナナホシデントクのそれより，もっと明白である．．山   

2．交 尾 能 力   

（1）ナナホンテントクの場合   

ナナホシチットクの交尾能力と餌アブラムレの種類との関係を調べた結果は第31表に示した・交尾個体率（交  

尾確認ぺア数／供試ぺア数×100）は両区間で大きな差が認められ，ニワトコフクレアプラムレを捕食することによ  

って低くなる．表にほ示さなかったが，ニワトコフクレアプラムレ捕食区における交尾は．いずれも初日に見られ  

ただけで，2日以降には全く観察されなかった．また，実験区紅おける低率の交尾個体率ほ，雄の接近拒絶（堆か  

らの逃避を含む），うづくまりに見られる雌成虫の異常な行動に・起因するものであることを行動の観察によって確  

認することが出来た．．他方，キビクビレアブラムレ捕食区の成虫では交尾対のうちの雌あるいほ雄のいずれか一・方  

が死亡するまで，交尾は長い期間にわたってくり返し行なわれた・・交尾頻度ほ第31表に掲げたとおりで，対照区に  

比較した場合，実験区ではきわめて低かった・・   
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Table31．，Mating activity of the adult of C．．septembunctaia bruckiireared with different  

speciesofaphidduring thematuringperiod（IndividualscoHectedatthemiddle  

Of springin1966were examined）  

Aphibs used as food  
Items inspected 

A〟J．椚αgタZクJよαg  点り♪r〟〝jノわJ≠〃e   

Rate ofpair copulated（％）  

FIequenCy Of copulation（％）  
（Copulative daysobserved／Days keptpair）  

Number of pairs examined   

（2）ナ・ミテントクの場合   

ナミテントクの交尾能力に．関する結果は寛32表に示したい交尾個体率，交尾頻度の何れもが，実験区でほ低かっ  

た…また，実験区の場合，交尾ほ殆んど初日に集中して行なわれた… これらの結果から実験区成虫はきわめて不活  

Table32．．Mating activity of the adult of H．axyridisIeared with different species of  
aphid duIing the mating per’iod  

Aphids used as food  
Items inspected 

A．∽βdヂcαgi乃よs  斤．♪γ緋頼班毎  

Rate of pair copulated（％）  

Frequency of copulation（％）  
（Copulative days observed／Dayskeptpair）  

Number of pairs examined  

溌な交尾を示すに過ぎないことが明白であるが，交尾行動不活溌の原因ほナナホンテントクの場合とほ．異なり，  

雌雄双方の行動の鈍化に．よることが観察結果から明らかにされた 

3．産 卵 能 力   

（1）ナナホンテツトクの場合   

産卵に関する結果ほ第33表ならびに第34表に示したとおりである．産卵経過ほ表に示さなかったが，実験区と対  

Table33．Fecundity of the aduit of C．SebtemPunctata bruckiireared with differ・ent  
SpeCies of aphid during the maturing peIiod（Individuals coHected at the  
middle of springin1965were eXamined）  

Aphids used as food  
Items inspected 

．力′／．川αgJJd／J卯  月♪r〟〃ト／（－／J〃ぐ  

Rate ofindividualslaid eggs（％）  66‖7  

Totalnumber of eggslaid（Per female）  17  

Daily number of eggslaid（Pe工female）  20．5  

Number ofindividuals examined   
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Table34．．Fecundity of the adult of C．sepiembunctata bYuCkiiIeared with different  

SpeCies of aphid during the maturing period（Individuals collected at the  

middle of springin1966were examined）  

Aphids used as food  
Items inspected 

A鋸J・桝〃g〝OJオ〃g  斤ル♪′紛れ柏烏αβ  

Rate ofindividualslaid eggs（％）  

Totalnumbez of eggslaid（Per female）  

Daily number of ggselaid（Per female）  

1
 
 

9
 
 
1
 
 
1
 
 1
 
 
 
1
 
 

Number of individuals examined 

照区でほ著しく異なったlすなわち，実験区でほ産卵ほ初日紅ほぼ集中し，7日以後の産卵は全くなかった．．ま  

た，この間に2回以上産卵した個体は産卵雌4個体の申の僅か1個体に過ぎず，産卵雌の大部分が1回だけ産卵  

して一死亡した・対照区の場合は，産卵は実験打ち切り日まで連続して行なわれ，また，大部分の個体が反復産卵し  

た（平均回数は5〃8）・産卵雌の割合は対照区では100％に達したが，実験区ではこれよりはるかに低い。総産卵数  

（産卵雌1個体当りの）は実験区では対照区の1／8に・も及ばない小産卵日における平均産卵数（総産卵数／産卵日数）  

も実験区の方が少なかった…1966年採集個体の場合，実験区で産卵した個体は僅かに．1個体で，しかもこの個体は  

寛1日に産卵しただけであった”対照区の産卵雌は調査期間中反復産卵し，産卵経過ほ実験区と対照区間で大いに 

異なった・産卵個体率，総産卵数，産卵日における平均産卵数は第34表に見られるとおり，実験区と対照区間には  

大きな差があり，この差は1965年採集個体で見られた差より更に．顕著である 

（2）ナミチットクの場合   

実験区産卵雌に・よる産卵はナミテう／トウの場合寛1日と貨2日の2日間に行なわれただけで，3日以後の産卵  

ほ全くなかった・またこの間2回産卵は1例観察されたにとどまり，大部分が1回だけ産卵して死亡した．－方，  

対照区では産卵は相当長期にわたって行なわれ（最大は51日），この間の平均産卵回数（平均産卵日数）は18．5回  

であった小今述べた産卵経過以外の産卵に関する諸数値は第35表に示すとおりである小詳述するまでもなく，マメ  

Table35．Fecundity of the adult of H．a・X－．yridiS reared with different species of aphid  

during the maturing stage  

Aphids used as food  
Itemsinspected  

A．椚βd∠cαg7〝よs  点一．♪7抑套．／b／よα♂  

Rate ofindividualslaid eggs（％）  

Totalnumber of eggslaid（Per female）  

Daily mumber of eggslaid（Per female）  

3
 
 

1
 
 
1
 
 
ハ
0
 
 

3
 
 
2
 
 
1
 
 

Number of individuals examined 

アブラムレを捕食した実験区の結果はいずれにおいても対照区のそれにはるかに劣ることが明白である．   

4．卵の醇化率   

（1）ナナホシデントクの場合   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



－32一   

前に・も多少述べたことであるが，1965年の採集個体について行なった実験の場合，実験区に．おける雌成虫の産  

卵はごく1部の個体で見られただけで，しかも，実験開始直後の短期間内で少数回の産卵が行なわれたに過ぎな  

かった・・ま－た，1966年採集個体の場合は，僅か1個体が第1日紅産卵したに留まった．したがって，これらの結果  

から将化率に及ぼすニワけフクレアプラムシ捕食の直接的な影響を対照区のそれと比較検討することは多少問  

題があるかもわからない・・1965年採集個体の場合，実験区産卵雌は4個体で，このうちの2個体ほ第1日にだけ，  

そして他の1個体は第6日にだけ産卵した・残りの1個体は第1日，第2日，第6日紅産卵した．第1日紅だけ産  

卵した2個体の産下卵の醇化率はいずれも100％を示し，対周区と殆んど差がなかった仙界6日にだけ産卵した個  

体による産下卵の膵イヒ率ほ0％で，対照区のこの時期における産下卵の将化率100％の値を大きく下まわった‖第  

1，発2，第6日の3回にわたって儲卵した個体による崖下卵の野化率は100，100，0％であった…また，1966年  

採集個体の産卵雌（1個体だけであった）による崖下卵（第1日に．しか崖下しなかった）の醇化率は100％であっ  

た・・これらの結果を総合すると，ニワトコフクレアプラムレ捕食後の時期紅ほ認められないが，捕食日数が重ねら  

れた段階では影響が出るように思われる…   

（2）ナミチットクの場合   

ナミ．テントク実験区の産卵雌は5個体で，このうちの4個体は第1日紅だけ産卵し，残りの1個体は寛1日と第  

2日に産卵した… 4個体の崖下卵の平均酵化率は約48％で，残り1個体の卵の酵化率は第1日が飢％，第2日が11  

％であった．この時期における対照区の僻化率は，97％と98％であるり前述したナナホンチットクの場合とほ異な  

り，ナミテントクではマメアブラムレの捕食ほ，捕食直後の時期においても昭化率に．大きな影響を与えるものと考  

えられる．  

第4項 考  察   

緒言にも述べたとおり，アブラムレ捕食性テントクムレほ幼虫期と成虫期の両ステージでアブラムレを捕食する  

が，成虫期に捕食する餌はテントクムレにとって幼虫期のそれとほちがった特別の意味を持っている・それほ成  

虫期の餌が成虫自らの生命を維持する上に・必要なだけではなく，成虫だけが持つ固有の機能，すなわち，生殖の完  

遂，に不可欠な物質とエネルギ－の蔓要な供給源となっているからである・・対照餌としたキビクビレアブラムレを  

捕食した場合にくらぺ，マメアブラムレを捕食したナミテントク成虫と，ニワトコフクレアプラムレを捕食したナ  

ナホシデントウ成虫の生存ならび紅増殖力（交尾，産卵，卵の賂化率）が著しく低下したことを第3項に述べた  

が，これらの結果からみて，テントクムンの諸形質が成虫期における餌アブラムシの種類による影響を受けること  

ほきわめて明白で，ここで特に．議論する必要ほなかろう・・   

ところで，テントクムレ成虫の諸形質が成虫期に捕食した餌アブラムレの種類によって変動させられることは，  

チットクムレの自然個体群にとってとのような意味を持つことになるだろうか－・著者はかなり以前に，ダイコンア  

ブラムレの生息する晩春期のナタネ畑で，ナミチットクとナナホンテントクの生息密度を比較調査し，ナミ′テン  

トク成虫の生息密度がナナホンテントクのそれより格段に低く，幼虫にいたっては殆んど生息を確認できないとい  

う結果を得た（岡本，1959）‖ この時期にはナミチットウは越冬地から各所への移動（主として飛翔によると思わ  

れる）を終え，アブラムレの生息環境で成虫，卵，幼虫，蛸の混合個体群が形成されているのが常で，当時はこの  

ような結果を解釈することが出来なかった．其の後の研究において，幼虫期にダイコンアブラムシを捕食したナミ．  

テントクの発育期死亡率が50■％であるのに．対し，同しアブラムレを捕食したナナホンテントクの発育期死亡率は  

2．6％に過ぎず，ナミ．，ナナホン両テントク幼虫に対するダイコンアブラムレの適性がナミテントクで特異的に低  

いことを見出した（岡本・佐藤，1964，1973）り ナミテントク成虫に．対するダイコンアブラムレの適性（生存と増   
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殖匿ついての），ダイコンアブラムシに対するナミテントク成虫の食物選択性などが不明な現段階で，今ただち紅，  

ナ■タネ畑拍こおけるナミ．テントク成虫あるいほ幼虫の生息密度の低さが，本実験で明らかに．したのと同様な成虫の  

生存とか生殖力の低下に．よるとするのはいささか問題であるが，その可能性を全面的紅否定することも妥当でほ  

ない．このことは本実験で明らかにされた成虫期に．おける餌アブラムシの種類紅よるテントクムシの形質の変動  

が，今述べた調査結果のようなかたちでアプラムレの生息環境におけるテントクムシ個体群の形成と発展に．とって  

重要な問題を提起する場合があり得ることを示唆するように思われる．  

第5項 括  要   

成虫期に捕食する餌アブラムレの種類とテントクムシ成虫の語形贋との関係を明らかに．するため，産卵期のナ・ミ  

チットク成虫にマメアブラムレ，ナナホシテントク成虫に．ニワトコフクレアプラムレを捕食させ，これらの成虫の  

生存期間，交尾ならびに慮卵能力，産下卵の特化率などをキピクビレアブラムシ捕食の場合と対照した．   

ナミならびにナナホレ両テントク実験区成虫紅おいては，生存期間の顕著な短縮，交尾能力ならびに産卵力の急  

激な低下，座下卵の照化率の減少がみられ，これらの結果から，テン1クムレ成虫の諸形質は成虫期に捕食する餌  

アブラムシの種類の影響を受けて変化することが明らかとなった 

第4節 食物としての価値の高いアブラムレと低いアブラムレに対するテントクムレ  

の食物選択性  

第1項 緒  言   

第1節第3項で詳しく述べた如く，アブラムレ捕食性テントワムシの餌となるアブラムレの中に．ほ，テントウム  

シが個体ならびに種族を確持するのに必要な栄養源としての価値を著しく欠如する稼が存在する．ところが，かか  

るアブラムレであってもそ・の種が単独に与えられる限り，テントクムレはこれらのアブラムレを殆んど拒絶せずに 

捕食する（HoDEK，1956，1957；岡本・佐藤，1964，1973）．．このようなことから，アブラムシの栄養的価値とテ  

ントクムシりこ捕食されるか否かとは別個の問題であり，テう／トワムシは餌アブラムレの栄養的な価値とほ無関係  

に捕食の可否を決定すると考えられている（HoDEK；岡本，佐藤，何れも前出）．このことはテントクムレの餌ア  

ブラムシ丹こ対する捕食に・選択性がないか，あったとしてもそれはアブラムレの栄養的価値とは酎妾の関係のない別  

の要因によるものであるととを示唆するように思われる・・しかしながら，栄養的価値と被金の有無との独立的な関  

係を指摘するもととなったHoDEXや岡本ら（いずれも前出）の研究でほ，アブラムンの単独種給餌によって実験  

がすすめられているので，選択性の存否や，仮に選択性があるにしてもその場合栄養性が憂国たり得るか否かにつ  

いては充分なことはいえない」・本節では相反する栄養性をもつ2種類の餌アブラムレをテントクムレに自由同時的  

に選択させた場合，テントクムレがアブラムレを選択捕食するか否か，また，選択捕食せするとすれば，その場合  

栄養性が要因となるか否かを・実験した結果について述べる 

第2項 研究材料ならびに方法  

1．供試テントクムレの種類ならびに．発育段階   

食物（餌種）選択反応をみるために供試したアブラムレ捕食性テントクムレほ，ナミテントクとナナホンテント  

クの2種（以下の文中でも特別の場合を除き両種をナミ，ナナと略述する）で，いずれも1965年4月，香川県木m  

郡三木剛内のキャベツ畑で採集した成虫の後代を用いた」・供試テントクムレの発湾段階は，ナミの場合は幼虫第1  

令期のみで，ナナでは幼虫欝1令期と成虫期の2段階であった 
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2．供試前の期間におけるテントクムレの飼育と管理   

供試したナミ．の第1令幼虫は前述の母虫が実験室内で産下した卵塊紅由来するもので，膵化後は水分を含有させ  

た濾紙片せ収めた3．5×7cmのプラスチ・ツク容器で個体飼育したものである．僻化から供読までの24時間内には餌  

アブラムレは全く与えなかった．ナナ■の1令幼虫もこれと同じやり方で飼育管理を行なった．ナナの成虫は，将化  

から蛸化までの期間，前述の容器でヤナギフタオアブラムシを給餌して飼育したもので，蛸化後は容器内のアプラ  

ムレを完全に．とり除き，羽化から供読までの24時間内には水以外の餌は全く与えなかった．供試した成虫は雌のみ  

であった．飼育はすべて250Cり度湿75～80％の恒温室で，16時間の長日人工照明下で実施した．   

3．供試アグラムシの種類と発育段階ならびに．寄主植物の種類   

ナミチットクの食物選択実験に．供試したアブラムレはキビクビレアブラムレ（以下の文中ではキビと略記）とマ  

ノアプラムレ（以下の文中ではマメと略記）である．ナナの実験にはキビとニワトコフクレアプラムレ（以下の文  

中ではニワトコと略記）の2種を供試した．ナミ，ナナに．おけるキビほ適性の秀れたアブラムレの代表種として，  

ナミ把．おけるマメとナナに．おけるニワトコは，栄養的価値が極度に劣る餌アブラムレの代表的なものとしてとり扱  

ったのであるが，かかる価値の判断はこれまでの研究結果（岡本・佐藤，1964，1973）を根拠とした．   

算1令幼虫に．おける実験に．供試したキビ，マ．メの発育段階は第1令若虫期であった．ナナ「第1令幼虫の場合，キ  

ビ，ニワトコの発育段階は第1令若虫期，第2令苦虫期および葦3令若虫期の3段階で，ナナ成虫におけるそれは  

第2令苦虫期であった．キビ，マメ， ニワトコ3種類のアブラムレはそれぞれ野外のエソバク，ニセアカレア，ニ  

ワトコに．寄生していた母虫を実験室に持ら帰り，別途に．用意した寄主植物上に虜仔させた仔虫を9×12cmの腰高  

シャーレの中で所定の令期に．到達するまで集合飼育したものである．．アブラムレの趨型の別は特に．考慮しなかっ  

た・・供試アブラムレの飼育はテントクムレの場合と同様の温湿度および日長条件下で実施した．   

4一・テントクムレの食物（餌種）選択実験   

成虫，幼虫の別をとわず，チットクムレの餌種選択実験は9×12cmの腰高シャーレを実験容器に．用いて行なっ  

た・まず，シヤ－レの中に所定の発育段階に達した2種類のアプラムシを寄主植物からとりはずして移し入れ，シ  

ャーレ内面に2種類のアブラムレが充分に混じり合って位置する頃（アブラムレを移し入れて約1時間後）を衣は  

からってテントクムシをシャーレ中に．導入し，一定時間自由に．2種類のアグラムレを捕食させた．レヤ－レに．導入  

したテントクムシの個体数はどの実験の場合もレヤ－レ当り1個体であった．レヤ－レ当りのアグラムレ数は実  

験の種類によって多少異なった．すなわち，ナミ第1令幼虫紅キビ，マメの算1令苦虫を選択させる実験，ならび  

にこれと平行的に．実施したナナ第1令幼虫におけるキビ，ニワトコ算1令苦虫選択実験では，レヤ－レ当りのアブ  

ラムレ数はアブラムレ1種につき15個体であった．この実験とは別途に．行なったナナ第1令幼虫のキビ，ニワトコ  

第1令苦虫，同じく第2令若虫，同じく第3令苦虫に対する実験ではアブラムレ1種につき10個体をレヤ－レ当り  

の供試数とした．ナナ成虫紅キビ，ニワトコ第2令若虫を与える実験ではアブラムレ1種につき50個体をレヤ－レ  

当り供試数とした．シャーレ中のテントクムレの捕食時間はどの実験においても20時間とした．．テン1・クムレは導  

入20時間後にレヤ」－・レからとり出し，捕食されずに残存したアブラムレの個体数をアブラムレの種を区別しなが  

ら数え，はじめに移し入れたアブラムレの個体数と20時間後の残存数との差をしらぺた．実験はすぺて250C恒温，  

掘度75～80％の恒温室内で連続照明下に実施した 

第3項 研 究 結 果  

キヒならびにマメ第1令若虫のナミ第1令幼虫による被食数と披食数の種間差を・方2法によって検定した結果を  

第36表に示す．キビの披食数とマメのそれとの間には多少の差があり，栄養的価値の高いキビの方がより多く選択   
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Table36．Food preferenceof the firstinstarlarvaeofH・aXyridis for the firstinstar  
nympbsof点．♪r〝乃彿Jg〃βand A．椚執成cαg′〝≠－・ざ  

Number・Of aphids prefered and eaten  Individual numebr of coccinellid 

larvae examined  皮．か・〟乃査ノbJfαβ   ノL ∽βdオcαgよ〝fざ  
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Stochastical analysis of difference of 
the number of aphids prefered and  
eaten by the x2・teSt  

insignificant〔P forポ（1．15）：0．3－0．21〕  

されるよう軋みえるが，検定結果が示すとおり．選択数に．差がないとする帰額仮説は棄却できず，栄養的価値の高  

いキビをマ．メより選好して捕食するとほいい難い．   

ナミ第1令幼虫における実験と平行的に実施したナナ第1令幼虫のキビ，ニワトコ第1令若虫軋対する捕食実  

験の結果を第37表に示・す．供試した15個体のナナ＼第1令幼虫ほ，第37表から明らかな如く，すべての個体が栄養的  

価値の劣悪なニワトコ紅対して選好性を示した．10個体のテントクムレによるニワトコの被食数合計値はキビの  

Table37．Food preference of the firstinstarlarvae of C．sebiembunctata bruckiifor the  
firstinstar nymphs of R．prunijbliae and Aul．magnoltae（Results of the first  

experiment）  

Individual number of coccinellid Number of aphids prefered and eaten  

larvae examined R．brunijわIiae Aul．magnoliae Total  
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Tota1  34  76  
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sⅠ in軸ni触nt〔PfoI・舶6・04）・＞0・ト001〕  

eaten by the x2－teSt   
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2倍以上に．も達し，・が検定の結果ほ両アブラムレの被食数間に・高度に有意な差が存在し，栄養的価値の秀れたキビ  

よりも，価値の低いニワトコを選好することが明らかである．再度ナナ貸1令幼虫のキビ，ニワトコ第1令若虫紅  

対する選択性を実験した結果は第38表に示すとおりである．供試した5個体のナナ第1令幼虫はすべでニワトコ  

Table38．Food preference of the firstinstarlarvae of C．sePtem♪unctatabruckiiforthe  
firstinstarnymphsofR．Prunijbliaeand Aul．magnoliae（Resultsofthesecond  
experiment）  

Individual number of coccinellid Number of aphids prefered and eaten  

1arvae examined  R．pr狛扇．／bliae Aul．magnoliae Total  
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42  65  Tota1  23  

Stochastical analysis of diffeIence of 
the numbeI of aphids pIefered and 
eaten by the．が－teSt  

insignificant〔P for x言（5一．52）：0．02NO．01〕  

をより多く捕食し，南アプラムレに対する選好性には有意な差をみとめることができる．．ナミ貸1令幼虫に．おける  

実験と平行的に行なったナナ＼第1令幼虫のキビ，ニワトコ第1令苦虫に対する前述の実験とほ独立に行なったナ  

ナ第1令幼虫のキビ，ニワトコ第2令若虫に対する捕食実験の結果を第39表として示す．この場合も供試テントク  

Table39．Food preferenceof the董irstinstarlarvae of C．sebiemPunciata bruckiifor the  

secondinstar nymphs of R．prunijbliae and Aul．．magnoliae  

NumbeIof aphids pIefered and eaten Individual numbex of coccinellid 

larvae examined  ガ．♪′糀扇．／わ／≠〃β   A〟Jい椚αg乃βJj〃β  Total  
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29  38  

Stochastical analysis of difference of 
the number of aphids prefered and  
eaten by the x2－teSt  

insignificant〔P for x冨（10．52）：0．01rO．001〕  

ムレの総てがニワトコの方を選択捕食することが明らかで，第37表に示した結果を更に裏書きする結果が得られた  

といえよう．．   

ナナ第1令幼虫によるキビ，ニワトコ第3令若虫の被食数の差を検定した結果ほ籍40表のとおりであるい 第3  

令の餌種に対する場合の結果は第1令ならびに第2令のそれに対する場合とは異なった結果となった．．すなわち，  

適性の秀れた餌アブラムレの方が被食数が多い．．両種の被食数には2倍の開きがある．しかしながら検定結果が示   
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Table40．Food prefereIenCeOf the firstinstarlarvaeof C．septempunciata bruckiifor  

the thirdinstar nymphs of…R．brunijbliae aTld Aul．magnoliae  

Individual number of coccinellid NumbeI of aphips prefered and eaten 

larvae examined  R．brunijbliae Aul．magnoliae Total  
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Total  16  8  

Stochasticalanalysis of difference of  
the n11mber of aphids prefered and  
eaten by the．方2・teSt  

insignificant〔P foIX言（2．67）：0．2MO．1〕  

すとおりこの差ほ有意ではない 

ナナ雌成虫によるキビ，ニワトコ第2令若虫に対する捕食実験の結果を示すと第41表のとおりである・キビ，ニ  

ワトコ両種の被食数の差はあまり大きいものではなく，何れかの－カの種に対するナナ雌成虫の選好性をみとめる  

こ．とはできない 

Table41．Food prefeIenCe Ofthe female adult of C．sebtemZ・unCiata bruckiifor the  
secondinstaInymphs of Rl．Pr・unijbliae and Aul．magnoliae  

Individual number of coccineliid NumberofaphidsprefeIedand eaten  

adults examined  R．p7・・unijbliae Aul．magnoliae Total  
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207  218  425  

Stochastical analysis of difference of 
the number of aphids pIefered and  
eaten by the．方2・teSt  

insignificant〔P for・X言（0．．20）：0．7－0．5〕  

第4項 考  察   

食物の摂取を可能にし，促進する要因に．はいろいろなものがあり，これらの要因の作用のしかた，相互間の関係  

は決して単純ではなく（浜札1960；平野，1960）本実験で採用した試験法が食物選択性を明らかにするための試  

験法として妥当か否かについてはそこに論議の余地がないわけではないいしかしながら，本実験における試験法に・  

選択反応を本質的にゆがめる程の大きな欠陥があるとは思えないので，かかる論議は省略し，ここでほ得られた結  

果をもとに．ナミおよびナナホシブントクのアブラムレ選択性の存否ならびに選択性と餌アグラムシの適性との関  

係について考察を行なうことにする・   

緒言で述べたとおり，本研究において設定した問題は二つであるいその第一は，テントクムレが種を異にする何   
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種類かの餌アブラムレを同時的，かつ自由に選択できる条件下紅おかれた場合，これらのアブラムシに対して．選択  

的な捕食反応を示すか否かということである．ナミの算1令幼虫は1種類の令期のアブラムシの場合に・おいて，ナ  

ナの算1令幼虫は3種類の令期のアブラムレに．おいて，またナナの雌成虫は1種類の令期のアブラムシを対象に 

選択反応が実験されたのであるが，推討学的に有意な選択反応を示したのはこれらのうち，ナミ第1令幼虫におけ  

る実験とナナ＼第1令幼虫における三つの実験においてであった．ナナ雌成虫紅おける実験とナナ第1令幼虫にお  

ける残りの－・つの実験では選択性の存在は認められなかった．供試したテントクムレの種類，その発育段階のちが  

い，選択対象となったアプラムレの種類とその発育段階などのどの一つをとってみても，本実験の規模ほきわめて  

小さいものでしかないuしかしながら，この程度の規模の実験においてさえ，選択性の存在が，ある場合には肯定  

され，他のある場合には否定されたということは，テントクムレの餌アブラムレ選択性が，決して一様なものでは 

あり得ないことを示唆するもののように思われる・   

第2の問題はテントクムレが餌アプラムレを選択捕食する場合，餌ア．プラムシの価値がかかる選択の要因に・な  

るか否かということである．本実験の場合，明確な選択捕食が認められたのは前に・も述べたとおり，ナミ貨1令幼  

虫の場合とナナの第1令幼虫での三つの実験においてである・これらの場合，テントクムレが選択したのはナミ，  

ナナ何れの場合にも栄養的価値が低いアグラムシの方である・・したがってこのような価値がナミ，ナナのアブラム  

シに対する選択性の要因であるとは到底考えられない．   

BLACXMAN（1967）は．，テントクムシの一種A血坑〃∂∠如肋減れ上L幼虫の摂食行動について，栄養性が極度  

に低い種類を含む4種類のアブラムシをそれぞれ尊独に・与えて実験し，栄養的価値と摂食行動との関係を研究し  

た．その結果，単位時間内にテントワムシ幼虫が探しあてたアブラムシの個体数ほアブラムレの栄養的価値とあま  

り関係がないことを見出したりBLACKMANによる実験と本実験のそれとの間にほ方法上大きく異なる点があるに 

せよ，BLACXMANの得た結果は，餌アプラムレの栄養的価値がテントクムレのアブラムシに対する選択性の要因  

と軋考えにくいことを示唆するもののように思われる 

第5項 摘  要   

相反する栄養的価値をもつ2種類のアブラムレに対するナミテントクムシならび紅ナナホシデントクの食物選  

択性について実験した．その結果を要約すると次のとおりである 

1．ナミテントク第1令幼虫は栄養的価値の高いキビクビレアブラムレの第1令苦虫よりも価値の低いマメア  

ブラムレ第1令苦虫を選択捕食した 

2．．ナナホシテントク算1令幼虫は栄養的価値の秀れたキピクビレアプラムレ算1令ならびに第2令若虫より  

も，価値の低いニワトコフクレアプラムシ寛1令ならびに第2令若虫を選択した．   

3．アグラムシの令期が第3令である場合，両アブラムレに対するナナホシテントク第1令幼虫の選択性には明  

瞭な差が認められなかった・   

4．ナナホシデントク雌成虫も栄養的価値の低いニワトコフクレアプラムシ第2令若虫と価値の高いキピクビ  

レアブラムシ算2令若虫のいずれか一方を多く選択するような選択性は示さなかった．   

5．上述の結果から，アブラムシ捕食性テントクムシは餌アブラムシに対して選択反応を示す場合があるが，こ  

の場合，アブラムレの栄養的価値はテントクムレのアブラムレ選択性の要因ではないことが推論された 
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発5節 アブラムシの寄生植物の速いがそれを捕食するテン1ウムレの諸形質に．及ぼ  

す影響  

第1項 緒  

テントクムレの餌となるアブラムレにほ広食性の種が数多く存在しており，同一層がらがった踵類の植物を寄主  

として生活することとか，ちがった種類のアブラムシが同一の植物を寄主として生酒することほ決して酪なことで  

はない・こうしたことから，第4節までの部分で述べたテントクムレの詩形質と餌アブラムレとの関係は，アブラ  

ムレの寄主植物と独立無関係には論議できない場面が生ずる小本節でほ，テントクムシの諸形質に及ばす餌アグラ  

ムレの影響を，アブラムシの寄主植物の種類と関連させて述べる．．  

第2項 研究材料ならびに方法  

1．供 試 昆 虫   

（1）タン ナクムシ   

テソトクムシはナミテントク1種類であった…1965年4月25日に香川県木田郡三木町所在のキャベツ畑で採集  

した母虫が実験室内で産下した卵から将化した幼虫を供試した…   

（2）アブラムシならびにアブラムレの寄主植物   

供試したアブラムレはマメアグラムレとキビクビレアブラムレ，ソラマメヒグナガアブラムレ肋g〃〟γα衰cよαβ  

鋸CⅨT（他の2種の学名は既出のため省略）の3種である．このうちのマメアブラムレほ寄主梱物の種類が異なる  

場合のアブラムレとして選定したもので，ニセアカレア寄生，ソラマメ寄生，カラスノエンドクⅤ∠ciα飢班仇7L．  

寄生の個体群を供試した．ソラマメヒゲナガアブラムレはマメアグラムレとともにソラマメに寄生する別種のアブ  

ラムシの1種として選定した．この場合，ソラマメヒブナガアブラムシほ，マメアブラムレと同一部位に寄生中の  

個体群を供試し，マメアブラムレとの間紅は，アブラムレの種を異にする以外，餌としての条件のちがいがないと  

考え．られる個体群であった．エ・ンバク寄生のキビクビレアブラムレは標準的な餌アブラムレとして供試した…   

2．テントクムレ幼虫の飼育管理と調査   

設定した4実験区，すなわち，ソラマメ寄生のマメアグラムレ区，ニセアカシア寄生のマメアブラムレ区，カラ  

スノエンドク寄生のマメアブラムシ区，ソラマメ寄生のソラマメヒゲナガアブラムレ区と1標準区におけるナミ  

テントク幼虫の飼育実験は，すべて個体別飼育の手法にしたがって実施したい個体別飼育の容器に．ほ，飴アブラム  

シの籍1令若虫が脱出しない程度の大きさの小孔を10箇所程設けた，押し込み蓋つきの■スチロール製樺瓶を使用  

した．これらの容器には所定の種類のアブラムシを寄主植物と一緒に入れ，テントクムシの餌として与えたり餌ア  

グラムレの更新は毎日1回，定時に．行なった∴調査は餌の更新値前に実施し，テントクムレ幼虫の生存状況，脱皮  

を指標とする令期の進行，嫡化ならびに溺化を観測したいまた，発育を完了し羽化した個体についてほ．，体の大き  

さの指標の鵬つと考えられる右さやばねの最大長部の長さを，ピノキュラ－装着のマイクロメータで測定した・・  

性別は解剖による外生殖器の観察結果によって判定した‖   

飼育ならびに調査における無機的環境の諸条件は第2節以降第4節までのそれと全く同様であった巾  

第3項 研 究 結 果  

1．．発育期死亡率   

4実験区ならびに1榛準区におけるナミテントクの発育期死亡率は第42表に示すとおりである∴マノアプラムレ  

を捕食した場合，ナミテン1ウほ幼虫期に総ての個体が死亡し，発育期死亡率に．は寄主植物のちがいによる差は全   
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Table42．Preimaginalmortality of H．a．x．yridilS reared withdiffeIent SpeCies of aphid  

feeding on different host plants  

Hostplantsof   

apbid  examined  

MoI tality Apbids used as  

food   in per cent  
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Difference between the mortality asterisked was only insignificant stochastically 

（方全霊≡去．10＝21・71＞・方言＝2・08） 

く認められないい－方，100％の発育期死亡率をもたらしたマメアブラムレと同一のソラマメに・寄生していたソラ  

はマメヒゲナガアブラムレを捕食した場合，ナミテントク幼虫ほ大部分の個体が正常に発育を完了した・・死亡率  

8．7％という低率で，寛1，第2ならびに．第3節において，ナミチットウの食物としての秀れた適性が指摘されて 

いたキビクビレアブラムシ捕食区のそれとの間に有意な差を認めることができなかった．   

各区における死亡のおこり方をみるために，発育期における生存率曲線を求めて示すと籍5図のとおりである．  
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FigliIe5．Survivor・Ship curves of H．aXyridisIeared with different  
aphid species fed on different host plants．  

キヒクヒレアプラムレならびにソラマメヒゲナガアブラムレの両区では，中間令期前後に．軽度の死亡があるだけ  

で，曲線は高いレベルのところで横ばいとなる，一カ，マメアブラムレ捕食区では，急激な死亡が中間令期までに  

発生するが，その強度ほ寄主植物の樟類庭よって異なり，寄主植物がソラマメの場合が最大で，ニセアカレア，カ  

ラスノエンドクの岨となった．ソラマメ，ニセアカシア，カラスノエンドクの3省間での死亡のおこり方のちがい  

をもっとほっきり捉えるために，死亡するまでの日数（別のいい方をすれば生存日数）を比較すると第43表のとお   
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Table43．．Longevity of thelarvae of H．axyridis reared with AL．medicagtnis feeding on  

different host plants  

Longevity  
Number of  

Host plants larvae  

examined   

Population   
mean at   
α＝0巾05  
in days  

Min．and Sample Standard  
max. value mean in deviation 
in days  days  in days  

Coefficient  
of vaIiation  
in per cent  

y．ノαぴα  13  1－2  1．46  0．51  1．．16－1．76  34小9  

β．．♪．ぎe〝（わαCα．ざiα  12  1－3  2．16  0．57  1．81－2．．51  26．4  

V．朗雨〝α  17  2－4  3い20  0．84  2．78－3．62  26．3  

りとなる‖生存日数の差を検定した結果は第44表に示したとおり，高度の有意性が3省間で認められ，ソラマメ，  

ニセアカレア，カラスノエンドウの順に致タヒ的作用の強度が大であることがわかる 

Table44．．Stochasticalanalysis of thelongevity shownin Table43by the t・teSt method  

Significancy of  
difference of  
the longevity 

d  

Host plants compared pforto  

V．jaua－R．pseudoacasia  3．18  0．01pO．001  slgnificant  

R，Pseudoacasia－V．sativa  17．40  く0一．001  slgnificant   

2．．発 背 速 度   

ソラマメならびにニセアカシア寄生のマメアブラムシを捕食したナミテントクほ幼虫第1令期の，しかも短時  

日のうちに総ての個体が死亡したことから，発育速度を示す数値を得ることが出来なかった…カラスノエンドク区  

の幼虫の一部ほ第1令期を終え，第2令期に．達した後に．死亡したが，これらの個体の第1令期における発育所要日  

数は，はぼ3日で，ソラマメヒゲナガアブラムレ区の2イほ日，ならびにヰビクビレアブラムレ区の2・15日より大き  

く，発育の遅延が認められた．   

ソラマメヒブナガアブラムレ区に．おけるテう／トウムレの全発育所要口数（幼虫，前蜘，蛸の各期日数の合計値）  

を標準区のそれとの比較で弟45表紅示すい両区に．おける全発育日数の差の検定結果は雌雄とも有意であった・・した  

Table45．Tctalduration of developmentaltime of H。a．X．yridiS reaIed reared with  
different species of aphid 

Number of  DuIation of development  
Aphids used Sex of  

as董00d  beetles  

Population coefficient  individuals Min.. and Sample Standard mean at  
α＝0．．05  
in days  

of vaIiation  
in per cent  

max。Value meanin deviation  
in days days in days  examined  

Female  lO  12一一13  12．20  0，．41 11－．91－12．49  3，．36  

Male  8  12－13  12．62  0．50  12。．20－13，．04  3．96   

Female  7  13－16  14－85   0．89  14．02－15‖68  5．99  

Male  4  14一一16  15．．00  1．15  13。．16－1684  7い66  

〃．∽豆わ㍑  

β．少〟〃套ノbJ査αβ  

Differences of the totalduration of developmentaltime between aphid species  

were significantwithout the sexuality of beet】es（Females：to＝5189，P：＜000ユ  

Males：fo＝643，P：く0．001）．   
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がっ1て，発育速度はソラマメヒゲナガアブラムレ区の方がキビクビレアグラムレ区より大であるといえる・   

3．羽化成虫の体の大きさ   

ソラマメヒグナガアブラムシ区とキビタビレアブラムレ区の羽化成虫について，さやばねの大きさを測定した結  

果を第46表に示す．大きさの区間差は雌雄とも高度の有意性が認められ，ソラマメヒゲナガアブラムレ区の方がキ  

Table46．Lengthof elytronof theadultsof H．ax．yY’idis reared with different species  
ofaphid during thelarvalperiod（Expressedinmicrometer scaleunits One  
unit of the scaleis equiva11ent to O．13mm）  

Number of  Length of elytron  
Aphids used Sex of   

as food  beetles  
individuals Min．and Sample StandaId Population Coefficient  

mean at of variation  
examined max．value mean deviation α＝0．05 inpercent  

Female  lO  55－－・66  60．00  5．33  56．18N・63．82   8・88  

Male  8  52－66  57．00  4．20  53．15－60．85   7．36   

Female  7  54－－・59  57．85  4．97  53．24－－62u46   8・59  

Male  4  49－・67  55．00  7．17  46．10－63．90  13．03  

加L涙dαβ  

点．少〟〝≠ノb／iαβ  

Differences of thel length of eIytron between feeding group were significant wholly 
without the sexualityof beetles（Female：to＝5．97，P：く0．001，male：to＝3・33，  

Pく0．01）．   

ビクビレアブラムレ区より大きく，1ならびに2の結果と総合すると，キビクビレアブラムレよりもソラマメヒグ  

ナガアプラムレの方が食物として■の適性ほ高いといえよう 

第4項 考  察   

第3項に．述べたとおり，ソラマメ寄生のマメアブラムレを捕食するこ．とによって－，ナミテントク幼虫は総ての個  

体が第1令期のきわめて早い時期に．死亡した．．一方，このアブラムレと同一の寄主植物に寄生したソラマメヒゲナ  

ガアブラムレを捕食した場合，テントクムシは正常に．発育を遂げただけでなく，死亡率ほキビクビレアブラムシ  

区と差がなく，発育速度ならびに羽化個体の体の大きさはキビクビレアブラムシ区より大であった・本実験の場  

合，テントクムレの餌としてのソテマメヒダブガアブラムレの条件は，ソラマメ寄生のマメアブラムレと何等の  

ちがいもないわけであるから，被食によるソラマメ寄生のマメアブラムレとソテマメヒグナガアブラムレの影響  

の差は，寄主植物のちがいということでほ説明することができない・   

ナミテントクに．おける顕著な死亡は，マメアブラムレがニセアカシアを寄主植物とする場合に限らず，今述べた  

ソラマメ寄生の場合や，また，カラスノ・エンドク寄生の場合にも発生した 

ここに述べた，寄主植物が同じでアブラムレの種類が異なる場合の結果と，アブラムレの種類が同じで寄主植  

物の種類がちがう場合の結果からすると，被食による影響（本実験の場合でいえは致死的な）は寄主植物の種類で  

はなく，アブラムレの種に依存的なもののように思われる一・しかし，ただちにこのような結論を出すことには問題  

がある．ソテマメ，ニセアカシア，カラスノユ・ンドゥの各寄主植物紅寄生したマノアプラムレを捕食したチット  

クムレほ，いずれの場合に．おいても100％の個体が死亡し，テントクムンの発育期死亡率は寄主植物の種類に・よる  

差が全くなかった．ところが，死亡のおこり方，特にその遅速を表わす生存期間の長短は，寄主植物の種類によっ  

てちがいがあった．高い死亡率をもたらすこととなった強度の致死的作用に・よっでマスクされそうになっている  

が，そこには同山・のアブラムレが複数の寄主植物に寄生する場合，被食に．よる捕食者への影響が寄主植物の種に   
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よって変化する場合があることの可能性がかくされていることを否定することほできない．   

著者は本実験の予備的段階に．おいて，ニセアカシアと同じマメ科紅属するソラマ．メに寄生したマメアブラムレ  

が，その被食に．よって－，ニセアカシア寄生の場合と同様にサミテントク幼虫に対し致死的影響を及ぼすことを知っ  

た・そして，このことから，テントクムレに．対する餌アブラムシの影響ほ，テントクムシとアブラムシの様相互間  

の問題として－だけでなく，餌アブラムシの寄主植物相互間の系統分類学的位置とも閑適させて研究すべきである  

ことを提唱した（OKAMOTO，1965）．その後HuRUSHIMAならびに．KAMEI（1970）は，マ．メ科5種，アブラナ  

科3租 キク科1種，計9種の植物を供試し，寄主植物の種類をちがえた場合のナミテントクに対するマノアプ  

ラムレの影響を詳しく研究し興味ある結果を得た．この結果に．よると，寄主植物の種類によってほ，餌アブラムレ  

がマメアブラムレであっても，それがナミテントウに．致死的作用を及ぼさぬ場合があること，マメ科の寄生植物で  

あっても必らず致死的作用を及ばすとは限らぬこと，マメ科以外の植物紅寄生した場合に．も強度の致死的作用を及  

ぼす場合があること，強度の致死的作用を有する寄主植物に．おいても，植物の種のちがいによって二影響がらがう  

（例えば死亡するまでの日数の差）ことがわかった．   

著者ならびにHuKtJSHIMAら（前出）の結果を総合すると，テントクムシに及ばす餌アブラムシの影響はア．プラム  

レの種とアプラムレの寄主植物の種のいずれか一つに完全依存的であるといった単純なものでは．ないようである．   

最後になるが，ここでカラスノエンドクに寄生したマメアブラムレのナミチットクに対する致死的作用につい  

て．ふれておきたい・茂木（1969）はナミグツトク幼虫の餌密度に対す・る反応の研究で，HtJKUSHIMAら（1970）ほ前  

述の研究で，カラスノ・エンドク寄生のマメアブラムレを餌アブラムレとして供試したが，いずれの場合ともマメア  

ブラムレの捕食紅よるテう／トクムレの死亡はおとらず，著者の得た結果との間に大きな差異がある．しかしなが  

ら，この差異が何によるものかは現段階では不明であり，今後究明すべき問題であると考えられる．  

第5項 檎  要   

ニセアカシア，ソラマメ，カラスノエンドク寄生のマメアブラムン，ソラマメ寄生のソラマメヒグナガアブラム  

レ，一エソバク寄生のキピクビレアブラムレをナ・ミテントク幼虫に給餌する飼育実験を行ない，テントクムレの諸  

形質に及ぼす餌アブラムンの影響とアブラムレの寄主植物との関係を研究した．  

1．．ニセアカシア，ソラマメ，カラスノ・エンドクに．寄生したマメアブラムシを捕食したナミテントク幼虫は，い  

ずれの場合とも100％の個体が幼虫の初期段階で死亡した．一方，ソラマメ寄生のソラマメヒブナガアブラムレを  

捕食したナミテントク幼虫は．，標準区として供試したエソバク寄生のキビクビレアブラムシ捕食の場合同様，発育  

期死亡率はきわめて低く，正常な発育を遂げた．   

2い ニセアカシア，ソラマメ，カラスノエンドク寄生のアブラムレを捕食したナミテントク幼虫の生存期間はノ  

ラマメ，ニセアカシア，カラスノエンドクの順に．短かかった．   

3．．ソテマメ寄生のソラマメヒゲナガアブラムレを捕食したナミテントクの発育速度，羽化成虫の体の大きさ  

（さやばねの大きさ）はキビクビレアブラムレを捕食したナミテントクのそれよりも大であった．   

4．他の研究者による同種の研究の結果と本実験の結果の総合的な考察を行ない，テントクムレの語形質に及  

ぼす餌アブラムレの影響は，アブラムレの種類あるいは寄主植物の種類のうちのいずれかの－一方に完全に依存す  

るような単純なものでは．ないという結論を得た．   
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第3章 アブラムレ捕食性テントクムレの諸形質と餌屋   

アブラムVの個体群動態を扱ったHAFETS（1961），HuGHES（1963），OrAKE（1966）らの報告濫明らかなとお  

り，自然条件下でのアブラムシの生息塁ほ，他の昆虫の場合と同様紅きわめてダイナミックな変動を示す・アブラ  

ムレ生息塩調節の一要因としてのテントクムレの価値ほ，テントクムレが餌種の生息盈の変動に対応しつつアブラ  

ムレの生息塁を制御する能力を有す・るか否かによって評価されるといっても過言ではない．   

このような能力は，まず，餌鼻そのものがらがうことでテントクムシの諸形質がどのように変化するかというこ  

とと無関係でほあるまい∴本章でⅥこのような問題について述べる．  

第6節 テントクムレの諮形質と幼虫期の餌届  

第1項 緒  

第1節のはしめ，ならびに寛3節寛3頓に．述べたとおり，テントウムシにとって，幼虫期に．おける餌と成虫期の  

それとでは餌そのものの意味にらがいがあり，テントウムレの諸形質と餌豊との関係は．，発育段階を区別して研究  

する必要があるように思われる．そこで著者はまず初めに幼虫期の問題をとり上げ，幼虫期の飼鼻とテントクムシ  

の諸形賀との関係を研究した．その概要は既に報告した（岡本，1969）が，本節でほこの研究を詳述する・  

第2項 研究材料ならびに方法  

1．供 試 昆 虫  

1968年5月15日に南松浦内のニセアカレア（街路樹）上で採集したタンタラテントクムシ’劫k払”射ね・55β・方－  

∽〃C〟／α紘ざFA王）RICIUSで既に交尾ずみの雌成虫が定温室内で座下した卵から酵化した幼虫（第1回実験）ならび  

にその後代幼虫（第2回実験）を供試した．   

テう／トクムVの餌として用いたアブラムVはキビクヒレアプラムVであるり 試験管当り約3mlのKinetinlO  

p．p．．m＝水溶液を入れた3×20cmの大型試験管にエンバク生鮮葉を収め，この一エソバク葉上でアブラムレを飼  

育増殖する方法（岡本・小川，1970）で増殖させた日令1～4日の個体（生体重0イほ～0‖42mg）を供試した 

2い 実験区の設定   

銀星は慮大場食違からゼロの範囲内で1日当りのアブラムレ給与数を定める方法（定忍給餌法）または24時間か  

らゼロ時間の範囲内で1日当りの食物摂取時間を定める方法（時間給餌法）で任意に．設定できる…本実験では幼虫  

の発育に傭なう捕食包の変化を考慮した紙児，時間給飯滋が実際的であると判断し，この方法償より餌量をちがえ  

た．設定した日当り給餌時間ほ腐1回実験の場合が0，2，4，8，10，24＝御重の6段階，第2匝卜実験でほ，0，  

4，6，8，10，12，24時間の7段階であった・テントクムシ供試個体数はいま記述した時間償の順に，15，30，  

33，18，17，14個体（葦1回実験）ならびに．10，28，34，23，17，15個体（第2回実験）であった 

3・・供試テントクムレの飼育管理と調査   

テう／トクムレ総て個体別紅銅育した・・飼育容器には貸5節記述同様のスチロ－ル陣瓶を独用した 

給餌は毎l］与前9時を始点常・開始し，所定時間の経過とともに終了したいテントクムレは，一エソバク葉ハとアブ  

ラムンを入れた個体飼育容器の中で，給餌時間中自由に．アブラムレを捕食させ，時間終了とともに，エソバク葉片   
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のみを入れた別の個体飼育容器に移しかえた．テントクムレ幼虫をとり去った容器からほ食い残しのアプラムレ  

を取り出して残存数をかぞえ，給与数から残存数を減じて捕食数を求めた．この数紅給与直前時のアブラムレの平  

均体重を果し，捕食重層を算出した．アブラムレの平均体重は10個体をまとめて直示天秤で測定して算出した．   

羽化成虫に．対する給餌ほ鍵1回実験の場合には実施しなかった．第2回実験の場合は，幼虫期の餌量レベルと無  

関係に，1日当り24時間の給餌を行い，捕食塁の調査ほ幼虫期のそれと全く同じ方法で実施した．   

調査は簡1回実験の場合，発育期に．おいて．ほ今述べた毎日のアブラムレ捕食塁の他，発育の進行，生存状態につ  

いて実施した。成虫期においてはアブラムレを給与しなかった関係で，右さやばね最長部の大きさの測定だけを行  

なった…第2回実験の場合には，発育期紅おける捕食愚の調査ほ行なわず，生存ならびに発育に．関する調査だけを  

実施した．成虫期紅おいては，毎日のアブラムレ捕食最，産卵と生存に潤する諸事項，右さやばねの大きさを調査  

したい葦2回実験の場合，雌成虫は，別途に用意した地成虫と交尾させたが，籍1回目の交尾ほ羽化後24時間から  

48時間の間に，その後はこの日を起算日として7日毎に．，毎回30～60分間行なわせた‖性別は頭楯の色彩に．よって  

判定した．飼育実験時の温湿度および日長条件は策1葦葦2節から葦5節までの部分に．記述したのと同しである．  

第1回の飼育実験は1968年5月24日から7月3日までの40日間に，第2回実験は．9月2日から1969年2月23日ま  

での174日間に実施した 

第3項 研 究 結 果  

1．実験区テントクムレ幼虫の捕食畳   

日当りの捕食鼻をらがえるために，－・日の給餌時間を0，2，4，8，10，24時間とした6種類の設定実験区幼  

虫の捕食量ほ儲6図に示すとおりである．とく－一部の例外を除き，各区幼虫の捕食鼻は，令期捕食愚（その令期に  
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Figure6．，Amo11nt Of aphid food eaten by M．sexmaculaiusin thelarvalstage．．Each column of  

empty，black，and sectioned represents the amount eaten by female，male，andindividual  

uzICleared sexua11y．   
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おける日捕食塁の合計値），全期間捕食盈（幼虫全期間の日捕食畠の合計イ直＝令期捕食屈の合計値）のどららもが，  

雌よりも雌においで大であった．令期捕食員は幼虫今期の進行にともなってほぼ対数的な増大を示した．全期間捕  

食塁を100とした場合の令期捕食塁は，24時間区雌でほ第1令が2‖7％，第2令5．5％，籍3令29u2％，第4令が  

62u6％となり，雄ではそれぞれ2．6，6．．0，33．6，57．8％であった・－方，給餌時間が短かかった4時間区の場合  

ほ，雌が2一．4，5．2，22．7，69．7％，雄が4い4，3．8，14．7，76・6％となった・ト8時間区および10時間区の結果は記述  

を省略するが，一月の給餌時間が短かい4時間区および8時間区は・，給餌時間が長い10時間区および24時間区よ  

りも算4令期の令期捕食畳の比率が高かった．給餌時間がもっとも短かかった2時間区では，第4令期の途中まで  

の時期に総ての個体が死亡したため，この点については全く言及できない・  

全期間捕食盈を幼虫期日数で除算し，幼虫全期間の  

日当り平均捕食鼻を算出して第7区匿示す．．算7図の  

結果からは給餌時間と幼虫全期間の日当り平均捕食盈  

との間に，上限を有する指数曲線で示し得る比例関係  

が成立することを推定できる 

2．発育期における死亡   

時間給餌法によって日当り平均捕食塁を種々な程度  

に．制限した場合の日当り平均捕食愚と発育期死亡率と  

の関係は第1回実験の結果を第8区トに示した．死亡率  

の値そのものほ実験回次に．よって多少異なったが，寛  
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1arvalperiod）eaten by thelarvae of  

M．．sexmaculaiu／Sand theirmortalityin  

thelarvalstage．  

1回と弗2回の何れの実験に．おいても，給餌時間と死  

亡率の間紅はいずれも逆向きのS字型曲線で示される  

関係が認められた・   

死亡のおこり方をみるために第1回実験払おける生  

存率曲線を求めて示すと第9図のとおりである・第2  

回実験のそれは第1回の結果と同一傾向であったので  

省略する．第9図にみられるとおり，死亡のおこる時期は給餌時間の長短あるいほ日当り平均捕食鼻の多少と密  

接な関係があった．すなわち，給餌時間が短かく，日当り平均捕食畠が少ない場合程若令期における死亡が顕著で  

ある．しかし，給餌時間が短かく，捕食量が僅少な場合においても，短期間内に・総ての個体が死亡することは全く  

なく，かなりの個体が相当期間生存しつづける（これらの個体の大部分ほ最終的にほ発育途中で死亡するが）こと  

は注目すべき結果である．   
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3．発 育 速 度   

テントクムシの全発育所要日数（飼育実験開始から羽化  

までの所要日数）を調査した結果のうち第1回実験におけ  

る実験値を第10図紅示す．第2回実験のそれほ，傾向的に  

全く同様であるので省略した．．全発育所要日数ほ雌雄いず  

れにおいても日当り捕食塁のちがいに．よって相当変化し，  

捕食盟が少ない場合程発育完了に多くの日数を要した… 日  

当り平均捕食意と発育所要日数との間に．は双曲線な関係が  

認められる．  

4．発育パタ－ン   

幼虫，前蛸および嫡の各期日数の相対比，あるいは幼虫各  

令期日数の相対比で示される発育パターンの調査結果（第  

1回実験における）を示すと第11図のとおりである．発育  

全期間に占める幼虫期と前飼および蛸期の長さの割合は，  

雌個体の場合，日当り捕食塁が多くなるに．したがって幼虫  

期間の割合が小さくなる傾向が認められる．雄の場合，こ  

の関係は2．4mg区蛸期の数値が1．9mg区のそれ紅比較し  

て小さいため，雌の場合程はっきりしないが，傾向的に．ほ  

近似している．  
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FigurelO・Relationship between the daily  

amount of aphid food（average  
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eaten by thelarvae of M．sex・  

maculatusandtheirtotalduration  

Ofdevelopment．   

幼虫各期日数の相対比についていえば，雌雄いずれにおいても，算1令期の値は日当り捕食豊が多くなる程大と  

なった・・第2今期ではこのような関係ははっきりしない．第3令期の値は第1令現とは逆紅朝食皇が多くなる程小  

さくなる傾向があった‖第4令期の値も，多少，第3令期の場合紅近い傾向を示すもののように思われる 
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r－emales  1■1emales  

P上） 1）   

Figurell．Rate of the durationin per cent of eachlaIValor pupalperiod to the duration  
of totaldevelopmentaltime（1eft）and the duration of eachinstaIperiod to the  
totallarvalpeIiod（right）of M．sexmaculatuS reared with diffeIent amOunt Of  
aphid food・Figuresin the outside of each rect・angleindicate the daily amount  
of aphid eaten（average during the totallarvalperiod，fresh weightin mg per  
larva）in each feeding group 

5羽化成虫の体の大きさ   

羽化成虫の体の大きさの指標として，さやばねの長さを  

測定した結果を示すと寛12図のとおりである．．いずれの実  

験回次においても，雌ならびに雄成虫のさやばねの長さは  

l］当り捕食鼻が多い程大きな値を示した…第12図にみ．られ  

るとおり，日当り平均捕食畏とさやばねの大きさとの間に  

は，直線的な関係が認められる 

6．羽化成虫の捕食鼻   

各区の発育完了個体について，成虫期における捕食儲  

（24時間連続給餌条件下での）を調査した結果は貨13図に  

示した．発育完了個体の成虫期に應ける絵描食違ほ雌の場  

合3Omg区を頂点とした堅1矧曲線的な変化を示した一・これ  

は7で後述する生存日数の大小との関係によるものと思  

われる…雄の総捕食甜ま．幼虫期の日当り捕食鼻のちがいに 

よる変化が殆んどなかった‖成虫期における日当り＼l∠均捕  

食鼠は雌の場合，3．．Omglズと1り9mgrXとの関係に逆転がみ  

られたが，全体的に．は幼虫期の〔！当り捕食屈が多くなる耗   
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Figure13… Relationship between the amount of aphid food of M…SeXmaCulatus supplied  
in thelarvalstage and the amount of aphid f00d required by male（solid  
ciICles）and female（empty ciICles）adults developed 

捕食屈が増大する傾向があるように思われる．雄の場合ほ雌の場合よりもっと判然としていた・但し，いずれの場  

合においても，幼虫期の給餌時間と成虫期捕食量との関係は上限を有する指数曲線的関係で，値線的関係ではない 

7．．羽化成虫の生存日数   

生存日数についての結果は籍141望匿示した・幼虫期に・おける日当り給軸帖間と生存【］数との関係ほ雌雄により  

異なった．雌の場合は6で前述した総捕食景の場合と同様，10時間区を頂点とした単頂≠線的な関係が認められ  

た小 これに対し，雄の場合は，8時間区で盛大となり，日当り給餌時間が長くなるにつれ，双曲線駒関係を保ちな  

がら小さくなった．   

8．羽化成虫の産卵力   

（1）産卵前期間   

産卵前期間は第15隈＝こ示すとおりで，幼虫期の日当り捕食量のらがいによる変化ほあまり明際ではなかった 
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（2）産 卵 日 数   

産卵日数の調査結果は，生存日数の結果と併せて第14図に示した．実験区相互間の関係ほ7で前述した生存日  

数の場合紅似通った傾向を示した．しかし，図からうかがえるとおり，生存日数紅対する割合は4．3mg区で最大  

で，この区の羽化成虫は羽化から死亡するまでの期間のうち，産卵前期を除いて殆んど毎日産卵し続けたt・他の3  

区でほ産卵前期間以外の時期に．おいても産卵しない日が何日もあり，3．Omg区ではこのような現象がもっとも顕  

著であった．   

（3）産  卵  数   

産卵数の調査結果は第16図に示す〃幼虫期の日当り捕食皇と総産卵数との間に3．Omg区を頂点とする単頂曲線  

的な関係が認められた 
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Figure16り Relationship between the amount of aphid food of M。ISeXmaCulatus＄upplied  

duIing thelarvalstage and the fecundity of females developed 

産卵日における日当り平均産卵数も総産卵数のそれと同じような関係が幼虫期の日当り捕食立との閤に認めら  

れた 

第4項 考  察   

捕食性テントクムレの幼虫期捕食放と語形眉との関係については，ナナホンテントクムレ（原種）（HoDEK，1957；  

SuNDBY，1966），Hipbodamia qui〝queSignata（KIRBY）（KADDOU，1960），Anatis mali AucⅠ．および  

ColeomegillamaculatalengiT王MBERLAKE（SMITH，1965），ナ・ミテントク（茂木，1969，HuKUSHIMA・0王王WAKI，  

1972），ヒメカメノコテソトク（河内，1971），ナナホンテントク（河内，1972），（以上の種類ほいずれもアブラ  

ムレ捕食種），カイガラムシ捕食性のタカαγ0．SC．叩抑齢乃捌祓動〟S（KEHAT，1968）を対象とした研究がある．そ  

して，これらのテントクムレでは発育期生存率，発育所要日数（あるいは発育速度），羽化成虫の体の大きさが幼  

虫期における捕食意のちがいによって著しく変化することが明らかにされている．．タンダラテントクムレを供試  

した本実験の場合も，テン1クムレの発育期生存率，発育所要日数，羽化成虫の体の大きさは，幼虫期捕食崖のち  

がいによって明らかに変化した．これらの結果から考えて，幼虫期捕食畏が発育期生存率，発育速度，羽化成虫の  

体の大きさを規定する重要な要周であることはまず間速いないものと思われる．   

生存ならびに．発育の進行を保障する捕食量がどの程度であるかを知ることは，その種がどの程度の餌密度に耐え  

得るかを考える上紅倭要であると思われる．従来の研究によると，かかる最低捕食率Minimalrates of feeding   
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for suIVivalはナナホVテントク（原種）では飽食盈の40～55％（HoDEK，前出），33％（SuNDBY，前出），ハダニ  

捕食種の∫J♂J加r〟ざ〆cよク♂．ざで20％（FェESCHNER，1950），カイガラム折捕食種のJ鳩〝鮎叩批膵ぶ胴仰記c〝ざ  

では約14％（KEHAT，前出）というイ直が得られて：いる．本実験の場合，幼虫全期捕食豊から算出するとその値は約  

29％となる．本実験の場合を含め，アブラムレ捕食種の最低捕食率は，ハダニあるいはカイガラムシ捕食種のそれ  

を上まわる傾向があるように思われる．これが果しで食物の利用のしかたからみたアブラムレ捕食種とそうでな  

い種の性質のちがいかどうかほ興味あるところである．   

発育のパタ－ン（発育全期間の長さに対する発育各期の長さの割合）と幼虫期捕食畳との関係についてほこれま  

で紅論議された例が少ない．ただHu王（USHtMAら（前出）のデー・タからは比較のための数値の算出が可能だった  

ので検討してみたところ， ナミテントクでは発育のパター・ソと幼虫期捕食塩の問に特別な関係はないように思わ  

れた．発育のパタ－ンが，幼虫期捕食豊の影響を受けるか否かについては，今後更紅種をちがえた研究が必要であ  

ると考えられる．   

羽化成虫の諸形質，特に生存，捕食，生賂力などが幼虫期の捕食盈によってどのように影響されるかに・ついて  

は，これまでのところ研究された例が殆んどない．したがって，本実験の結果と他によるそれとをこ．こで比較考察  

することが出来ない〟ことでは本実験払おける結果の主要な点について－・，ニの論議を行なうにとどめる・   

羽化成虫の生存日数，捕食量，産卵日数，産卵数ほ結果の項で述べたとおり，いずれも実験区のちがいによっで  

変化がみられた．この変化が幼虫期における捕食鼻のちがいによることについては疑いをはさむ余地ほ殆んどな  

いといってよい．   

第6図ならびに．第13図に示した結果からも明らかなとおり，成虫の捕食力は幼虫のそれよりはるかに大きい（第  

4令幼虫の日当り平均捕食蔓と成虫のそれとの比は1：2．7，幼虫全期間捕食鼻と成虫のそれとの比は1：28であ  

る）．また，成虫は大量の餌アブラムレを捕食するだけでなく，大量の卵を産出し，これらの卵から酵化した幼虫  

は成虫とともにアブラムレ捕食に．参加する．幼虫とは異なるこのような特性を成虫が持つだけに，成虫の生存，捕  

食，生殖などの基本的形質が幼虫期の捕食還の影響を強く受けることは，アブラムシ生息意制御上の役割からみて  

きわめて．重要であるといわなければならない．   

本実験で明らかにされた羽化成虫の語形質と幼虫期捕食愚との関係で注目を要する第二の点として，雌成虫の  

生存日数，産卵日数，産卵数などと幼虫期捕食藁との関係がある‖成虫の他の形質，例え．ば，体の大きさあるいは  

捕食放と幼虫期捕食蒐との間にほ適線的な関係が認められたが，今述べた生存日数などと幼虫期捕食鼻との間の  

関係は，単頂曲線で示される関係で，直線関係ではなかった．．雌成虫の生存，生殖力が幼虫期捕食還の影響を受け  

ることほよいとしても，幼虫期における捕食星がある値以上であると発育を完了した雌成虫の生存日数，産卵数  

が，かえって減少するという水夫験の結果は，きわめて特異的であるように．も思われる．このような関係は一般に  

ほ想定し難いものではあるが，雌成虫の生存と生殖に必要とされるエネルギ－と体の大きさとの間のこつの関係，  

すなわち，羽化雌成虫の休の大きさとエネルギーとり込兵員（成虫の捕食蒐）の関係と，体の大きさと基礎代謝な  

らびに生殖（卵生塵と座下）に支出されるエネルギーの関係との関係がパラレルでない場合紅ほあり得ることと考  

えられる・・このような関係が－般的かどうかについては，今後更に検討が必要であろう．雄成虫の場合，生存日数  

と幼虫期捕食鼠との問にほ雌成虫におけるそれとはちがった，双曲線的な関係が認められた．これがどのようなこ  

と紅よるのかは今のところよくわからないが，11mg区あるいほ1．9mg区の雄成虫の動きが鈍レ、ことが飼育時に  

しばしば観察されたことから推して，幼虫期捕食星が羽化雄成虫の活動性，例えば雌個体探索に影響を及ばし，こ  

れが既成虫におけるエネルギ・一支出の差をもたらしたことが考え．られる．   
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第5項 摘  要   

テントクムレにおける幼虫期捕食窺：と諸形質との関係を明らかに．するため，捕食還のレベルをちがえてダンダ  

ラテントクムシ幼虫を飼育し，発育期匿おける死亡，発育所要日数，発育のバタ－ン，羽化雌雄成虫の体の大き  

さ，捕食盈，生存日数，雌成虫の産卵日数ならびに慮卵数を調査した 

1い 発育期死亡率は幼虫期捕食屋のレベルが多くなる紅つれて低下し，日当り）J∠均捕食竃と発脅期タヒ亡率の間  

には逆むきのS字型曲線で示し得る関係が認められた1．死亡のおこる時期と捕食墨との間紅は密接な関係があり，  

捕食量が少ない場合程君命期における死亡が蹄著であった 

2．全発育所要日数は捕食量が多い程小さな値をとったい 日当り、四摘愴：這と全発育所磐口数との間にほ双曲  

線で示し得る関係が認められた 

3… 幼虫期捕食蔓・は仝発育所要日数に対する幼虫，蛸各期日数の割合ならびに全幼虫期日数紅対する幼虫各令  

期日数の割合で示される発育のパターンに影響を及ばした 

4．羽化成虫のさやばねほ幼虫期世おける捕食届・の増加に伴なって良くなった．幼虫期の日当り、J∠均捕食蔓と  

羽化成虫のさやばねの長さの間には個線的な関係が認められた 

5．．幼虫期の日当り平均捕食還と羽化成虫の成虫期紅おける【一i当り平均捕食愚との間にほ飽和曲線的な関係が  

認められた．．これに対し，幼虫期の日当り平均捕食量と総捕食鼻との間に．ほ雌成虫の場合，単1貞曲線的な関係が認  

められた．雄成虫では両者間に．特別な関係ほないよう紅思われた．   

6．．幼虫期捕食畠と羽化成虫の生存日数との関係ほ性によって異なった．雌成虫の場合，生存日数と幼虫期の日  

当り平均捕食意との間の関係ほ撃頂曲線的であったが，雄成虫でほ双曲瑚的な関係であった．   

7．幼虫期の捕食量と雌成虫の産卵前口数との間にほ特別な関係ほ認められなかった 

8u 幼虫期の日当り平均捕食叢と雌成．虫の産卵日数との関係は生存日数におけるそれと類似した関係であった¶   

9．幼虫期の日当りil～均捕食景と羽化雌成虫の慮卵数との間紅ほ，口当りてIZ均産卵数と松庵卵数の何れの場合  

とも撃沼地線的な関係が認められた．  

第7節 テントウムレの諸形質に及ばす幼虫各期捕食ぶの影響  

第1項 緒  

発6節においては，幼虫期捕食墨がテントウムシの発車期生存率，光背速度，発育のバク－ン，羽化成虫の体の  

大きさ，生存ならびに生弾力などに・朔著な影鮮を及ぼすことを明らかにした・木酢では令期別に［†当り捕食愚を  

稲々な程度に・制限し，話形質に及ばす日当り捕企鼻の影響が，幼虫の発育段階に．よってどのように異なるかを調べ  

た結果を・述べる 

第2項 研究材料ならびに方法  

1．供  試  虫   

テントクムレは策6節に記述したのと同じダンダラテントクムレ■で，1967年9月5l二Iiこ高松用内で採集した雌  

成．虫の後代を供試したい所定の今期紅到着するまでの間，250C′F‖温，湿度80～85％，16時間明，8時間情の人二r 

日長下で，次に述べるキビクヒレアプラムレを給餌しながら個体別飼育を行なった 

テン1ウムレの餌に用いたアブラムレも，第1飾に記述したのと同じキビクビレアブラムレで，Kinetin水溶液   
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法（前出）によって飼育したものである 

2．．飼育実験区の設定   

実験区としてほ，幼虫第1令期の日当り捕食盈を種々な程度に制限し，第2令期以降ほ何等捕食制限をしない区  

（第1令実験区），第2令期の日当り捕食墓のみを制限する区（第2令実験区），第3令期のそれを制限する実験区  

（第3令実験区）い 第4今期の日当り捕食鼠を制限する区（第4令実験区）の4実験区を設定した．．これらの実験  

区にほ，いずれも捕食虫を全く制限しない飽食区と，日当り給餌慶を飽食意以下の数段階のレベルで制限する制限  

捕食区を設．けた．これらの区における日当り給与アブラムレ数その他の諸条件は，第47表に示すとおりである．餌  

として与え．たアブラムレの大きさほテントワムシ幼虫の大きさに見合うよう配慮した．テントウムレ幼虫が若令の  

Table47一Expianation of the expeIimentalplots setin the quantitative feeding e又periments  

Rate of food supplied  
in per cent（Daily  
amount of aphids eaten 
by singleiIidividualin  
each contIOlled feeding  
gro11p／Daily amountof  
aphids eaten by single  
individualin not cont－  
IOlled feeding group）   
Female  Male  

InstarpeIiod condition of Dailynumder Numberof  Daily amount  
Of aphids  
eaten by  
coccinellid  
laIVae  
（PerlaIVa，  
fresh weight  
mg）   

fixed for  

quantitative  

feeding  

Of aphids  coccinellid  
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 Fourth instar Controlled 

Not controlled  9．92（Female）  
7．58（Maie）  
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場合，餌アブラムレが大きすぎると，アブラムシの体の一部分だけを摂食することがあり，捕食意の調査が困難な  

状況が生ずるからである．餌アブラムシの概略の大きさは，テントクムレ第1令幼虫の場合は0．．03mg，第2令幼  

虫でほ0．05mg，第3令ならびに第4令幼虫の場合が0り12′｝0．．18mgであった．   

3．実験実施順ならびに．期間   

餌アブラムシの供給能力，捕食畠調査所要時間などの関係で，すべての実験区に．ついての実験を同時平行的に  

実施することが困難であったため，飼育実験は第1令実験区から順次実施した．．実験期問は，第1令実験飽食区が  

11月5日～11月15日，制限区が11月8日ハノ12月9日，第2令実験飽食区11月19日～11月30日，同制限区11月27  

日′叫・J12月28日，算3令ならび紅第4令実験飽食区12月21日～1月1日，第3令実験制限区12月6日～12月26日，  

第4令実験制限区12月11日～12月31日である 

4．供試虫の飼育管理と調査   

供試テントクムレは将化24時間後から羽化までの期間，すべて第6節に記述したのと同じ飼育容器を用い個体  

別紅飼育した．幼虫期間中給餌は毎日1固定時紅実施した．所定令期では．2に述べた方法にしたがって，毎日き  

まった数のアブラムレを与えた．捕食意を種々な程度に．制限したが，その以前ならびに以後の令期でほ必要数を止  

まわる塁のアプラムシを与えた．．飼育期間中は生存と発育状況（脱皮を指標とする幼虫令期の進行ならびに．蛸化，  

羽化）の調査観察はもちろん，幼虫期における日捕食藍の調査を行なった．．捕食盈の調査法は贋6節のそれと全く  

同様であるのでここでの記述を省略する…羽化し成虫となった個体についてほ性別，絶食下での生存日数，右さや  

ばねの大きさの調査ならび把．測定を行なった．これらについても第6節のそれと同様の方法であったので記述を  

省略する．  

第3項 研 究 結 果  

1．．発育期死亡率   

タンタラテントクムレ幼虫の日当り捕食盈を単一令期に・限って種々な程度紅制限し，それ以外の令期では餌ア  

グラムシを飽食させて発育期死亡率を調査した結果は第17図のとおりである．   

発育期死亡率と制限実施令期間の日当り平均捕食壷（制限実施今期間の総捕食景／制限実施日数，以後の文章中  

では制限期日当り平均捕食屈と略述する）あるいは制限実施令期間の日当り平均捕食充足率（飽食区における当該  

令期間の日当り平均捕食盈に対する制限区の制限実施令期間の日当り平均捕食鼻の割合をパーセントで示した値，  

以後の文老中では制限期捕食充足率或は単紅捕食充足率と略記する）との間には算17図に．みられるとおりの明瞭  

な関係が認められた．第2～第4令の各実験区では制限期捕食充足率0紅おいて死亡率は最高値を示し，捕食充足  

率の上昇に伴なって死亡率は低下した．算1令実験区の場合，死亡率は捕食充足率0ならびに5％の2制限区にお  

いて最高値を示した他ほ，他の実験区同様，捕食充足率の上昇とともに低下した…死亡率が100％を下まわりはじ  

める捕食充足率は，個体群の生存に・とっての最低度の捕食充足率で，生存限界充足率とでも呼ぶべきであろうが，  

このような充足率は第1令実験区では5％近傍，第2令実験区0％，第3令ならびに儲4令の各実験区の場合ほ0  

％以上6％以下と推定され，実験区相互間でほ第2令，第3令ならび虹鱒4令，第1令の順に値が小さい．   

死亡率はどの実験区の場合にも，制限期捕食充足率が或る値に達すると0或ほこれに近い値となり，それ以上紅  

捕食充足率が上昇してももはや変化しなかった．このような捕食充足率を仮に死亡率安定捕食充足率と呼ぶと，各  

実験区の死亡率安定捕食充足率は貨17図の結果から，算1令実験区の場合は50％近傍，第2令実験区40％前後，  

第3令実験区では約30％，第4令実験区20％近傍と推定され，宕今期の場合程その値が大きい，   

最高死亡率は第1令，第3令ならび紅第4令の各実験区においてはいずれも100％であったが，第2令実験区で   
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Figure17．Relationship between the amount of aphid food supplied during the respective  
laIValinstar and the preimaglnalmoItality of M．Se方maCulaius。  

は他の実験区よりも低く，65％に達しなかった．   

各実験区における制限区死亡個体の死亡時期ほ，いずれも制限令期紅集中し，制限終了後（解除後）の時期にほ  

殆んど死亡がなかった．   

2．発育所要日数   

捕食鼻制限令期完了に要した日数（捕食制限令期発育所要口数，或は単に制限期発育日数と略述），制限終了か  

ら羽化までの所要日数（制限解除後の発育所要日数，或は単に制限解除後発育日数と略記）ならびに全期間の発育  

所要日数（制限前期の発育日数，制限期発育日数，制限解除後発育日数の3者の合計値で，仝発育所要日数またほ  

単に全発育日数と略記する）と捕食充足率との関係を調べた結果は儲18図に示すとおりである．．   

制限期発育日数の値は前金制限令期，性別をとわず，多くの場合捕食充足率が低い程大となり，抑足充足率ある   
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Figure18い Relationshipbetween theamount ofaphid food supplied during the re＄PeCtive  
larvalinstar and the duration of development of M．Se12：maCulatuS”   

いは制限期日当り平均捕食愚と制限期発育日数との問に．は第6節に述べたのと同種の逆比例的な曲線的関係が認  

められた、しかし，幼虫第2令期に捕食を制限した場合は，発育所要日数と捕食充足率との関係が他の場合とほ  

異なり，両者間の関係竜∵一本の双曲線で記執するのほ因数であった．捕食充足率のちがいによって生じた発育日  

数の差は，第1令期ならびに罪2令期の場合の方が第3令期或ほ第4令期の場合よりも大きかった・第3今期と  

第4令期の比較では第4令期の方が大きい、   

制限解除後発育口数と捕食充足率との関係は第1令，第2令などの若令期の場合と寛3令ならびに第4令とい   
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った高令期の場合とでは違いがあった．．若令期の場合には先に述べた制限期発育日数の場合同様の双曲線的な関  

係が認められる．罪3令期の場合は，捕食充足率のちがい紅よる発育日数の変化ほ微弱で，双曲線というよりむ  

しろ緩傾斜の虐線で記載可能な関係に近い．．第4令期の場合，制限解除後の発育期間ほ幼虫期が含まれず，前嫡  

ならび軋嫡期（以後，－托して嫡期として扱う）のみであるが，捕食充足率のちがいに．よる発育日数の変化は殆ん  

ど皆無に近く，両者間紅．特別の関係ほ認められない．   

全発育日数と捕食充足率との間には制限期発育日数の場合と同種の関係が認められる… これは，制限前期発育  

日数に制限区間差（同岬・実験区における）があまりなかったこと，解除後発育日数が制限期発育日数と捕食充足率  

との間の関係を消去する方向には変化しなかったことに．よるものである… 捕食充足率のちがいに．よる日数の変化  

は第2令実験区が最も顕著で，次いで第1令区，第4令区，籍3令区の順であった．   

第1令，策2令ならび紅籍3令の各実験区では，今述べたとおり制限区の発育期間ほ飽食区のそれより長かっ  

た．．これは制限期日当り平均捕食蔓が飽食区のそれを下まわったための発育のおくれによるものである．データ提  

示を省略したが，このような発育のおくれによる発育期間の延長ほ，制限令期直後の令期，例えば，第1令実験区  

の場合は第2令期，籍2令実験区であれは第3令期，で最も顕著に．みられた．嫡期間の延長はどの実験区においで  

もみられなかった．  

3．捕  食  塁   

各実験区におけるテントクムシ幼虫の捕食量制限令期間，制限解除後幼虫期間，全幼虫期間（制限令期間，制限  

解除後幼虫期間，制限前期間の合計）のそれぞれに．ついて総捕食塁を調査した結果を示すと第19図のとおりであ  

る．   

制限期間姶捕食塁は各実験区とも捕食充足率にはは比例する変化を示し，飽食区で最大となった… しかし，発育  

所要日数の部分に述べたとおり，制限区においては，発育期間の延長がみられたため，制限区と飽食区との間の総  

捕食虫の差はこれらの区の捕食充足率のらがいとの関係でみればかなり小さく，制限区によってほ飽食区と同等  

孟の場合もあった…制限区総捕食塁と飽食区のそれとの差ほ，同一実験区内で比較した場合，捕食充足率の値が大  

なる程縮小したu制限区区全体としてこの（同一実験区の）差の縮小度を実験区相互間■で比較すると，寛1令実験区  

が最高で，第3令ならびに第4令の各実験区がこれに次ぎ 第2令実験区が最低となり，実験区による追いが認め  

られる 

制限解除後幼虫期間の総捕食量の場合，制限区との間の総捕食鼠の差は虐尭小となり，第3令実験区の1．44mg  

区雄個体に．みられるとおり，制限区の値が飽食区のそれを止まわることもあったり制限区と飽食区との間の絵描食  

豊の差を同一実験区の各制限区間で比較してみると，差の大きさと捕食充足率との間に明瞭な関係は認め経い．差  

の縮小度は寛1令実験区が最高で，次いで第3令実験区，第2令実験区の噴となる．制限解除後幼虫期における11  

当り平均捕食是の調査結果は表示を省略したが，飽食区と制限各区との間紅有意と思われる程の差ほなかった 

したがって飽食区と制限区との間の絵描金蔓の差の縮小は，制限解除後幼虫期におけるl！当り平均捕食嵐の増大  

によるものではなく，発育日数の増加によるものと考えられる 

全幼虫期間捻用言金員のうち，籍2令ならびに第3令の各実験悩の絵描食蛍ほ，制限前期間，制限期間，制限解除  

後期間の各期間捻捕食遺を合計したものである．しかしながら，どの実験区の場合とも，制限前期間組捕食鼻ほ同  

一実験区にお汁る飽食区ならびに制限各区相互間羞ほ小さく，近似的に等しかった‖ したがって，各実験虜におけ  

る飽食区ならびに制限区の全幼虫期間捻捕食量の相互間差は，これらの区における制限期間と制限解除後期間の  

総捕食遺の合計値の相互間差と近似する結果となった．第4令実験炉の場合は，制限解除後期間が蛸胡で，この期  

閤の捕食はあり得なかった．したがって全幼虫期間絵描食品ほ，制限前期間と制限期間の各総力‡主食鼻を合計したも   
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Figure19．Relationship between the amount of aphid food of Ml・lSe・maCulatus supplied  
during the respectivelarvalinstar and the amount of aphid food consumed  
during the period defined・   
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のとなり，算2令ならびに．第3令の場合について，先程述べたのと同じような理由で，仝幼虫期間姶捕食立の飽  

食区ならびに制限各区相互間差は，制限期間絵描食盈のそれと近似する結果になった・第1令実験区の場合の全幼  

虫期間組捕食畳が制限期間絵描食盈と制限解除後期間のそれとを合計したものと同一・になること紅ついてほ説明  

を要しないと思われるので省略する．  

第1令～第4今のどの実験区の場合も，制限各区の全幼虫期間絵描金星は飽食区のそ・れには及ばなかった・し  

かしながら，算1令～算3今の各実験区の場合，制限各区の仝幼虫期間絵描食意と飽食区のそれとの差は，あまり  

大きくなく，かなりの程度紅差の縮小がみられる．縮小の程度は雌雄不同の場合もあって解析が容易ではないが，  

第2令実験区よりは第1令ならびに．寛3令の各実験区の方が多少高いように思われる．第1令～第3令の各実験  

区について，飽食区と制限各区との差の大小とこれらの制限区の捕食充足率との関係をみると，両者間に・明瞭な  

関係の存在は認められない．つまり，制限期日当り平均捕食盈の多い区程，飽食区との間の絵描食堂の差が小さく  

なるとはいい切れないようである．一方，第4令実験区では，制限期総捕食塁の場合同様，捕食充足率70％以下の  

制限区紅おいては，制限各区の絵描食畳と飽食区のそれとの間に相当大きな差を生じた．また，このような差の大  

小と捕食充足率との間には，きわめて明瞭な関係があることがわかり，捕食充足率が高い場合程差ほ小さい・   

4．羽化成虫のさやばねの大きさ   

発育を完了し羽化した成虫のさやばねの大きさを測定した結果は第20図として示す・第1令′－第4令の各実験  
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Figure20．Relationship between the amount of aphid food supplied during the respective  

larvalinstar and thelength ofelytraofthemales（dottedline）andfemales（solid  

line）of M．se．方maCulatus developed．   
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区のうちで，さやばねの大きさと捕食足率との間に．或る程度判然とした関係が認められたのは第3令ならびに第  

4令実験区だけであった．これらの実験区の場合，さやばねの長さほ雌雄いずれ紅おいても，捕食充足率との間に  

飽食区における長さを上限とした飽和曲線的な関係が認められ，捕食充足率の値が大きい区程さやばねの長さが  

長かった．捕食充足率の上昇に伴なうさやばねの長さの増大率は第4令区において特に大であった．算1令ならび  

に第2令実験区の場合，さやばねの長さと捕食充率の間には特別な関係が認められなかったが，これは捕食塁の部  

分に．述べたとおり，制限解除後の期間はもちろんのこと，制限期間の絵描食盈さえ．も制限各区相互間であまり大し  

た差が認められなかったことと関係があるように思われる．   

5．羽化成虫の絶食下生存日数   

羽化成虫の絶食下生存日数の調査結果は第48表において示した．絶食下生存日数と捕食充足率の上昇に伴な  

Table48．Longevityunder fasting conditionoftheadultsofM・SeXmaCulatuSIearedwith  
thevaIious ratesofamountofaphidsduringafixedinstarperiodoflarvalstage  

Rate of food Number of  Instar periodfixed sexof  
for quantitative  

Longevity（Mean and  
Supplied in individuals  

percent＊   examined meanerrOrindays）  beetles  
feeding   

3．80±1け64  
4  

3．50±1．00  
2．33±1．51  
4  ±1．10  
4  

15．5  

20．7  

25．9  

41…4  

51．7  

100  

5
1
A
▲
6
6
3
 
 

Female  

FirstinstaI  

3．50±0．58  
5  ±1．00  
3．67±1．15  
2．50±1．00  
4．50±0．71  
4  ±1．73  

15 ..5 
20．7  
25．9  
41．4  
51．7  
100   

4
3
3
4
2
5
 
 

3．33±0…58  
3小50±0．71  
3．20±0．45  
3．20±0．45  
3．71±0．49  
4  ±1．00  
4．17±1．．28  
3．．44±1．．51  
4  

0  

2．8  
5．6  
11．2  
16．8  
22い4  

Female  

28  06
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∩
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 Secondinstar  

3．50±0．71  
4．33±0．58  
5小33±1．15  
4い67±0．．58  
4．、33±0り58  
3．67±1．08  
4．25±0．．86  
4  ±0．89  
4  ±1．．73  

6
2
▲
4
6
0
0
0
2
 
 

0
3
7
4
1
8
6
3
0
 
 
1
2
2
3
4
0
 
 

1
 
 

Male  

3．．33±0．．58  
4  ±1小73  
3．75±0．96  
3．17±0．41  
3．33±0．．52  
3い29±0．49  

3
3
4
6
6
7
 
 

6
2
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4
8
7
 
 

5
1
2
4
6
0
 
 
 

1
2
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Female  

ThiIdinsta【  

4  ±0…82  
3り50±0．71  
4．20±0．45  
4．25±0一．96  
3．．25±0．．50  
3“67±0．58   
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（Continued part of Table48）  
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＊See Table47”  

って生存日数は概ね増加することが明らかである．  

第4項 考  察   

捕食充足率が死亡率安定捕食充足率を下まわると発育期死亡率ほ．捕食充足率あるいは制限期日当り平均捕食豊  

の影響を受けて大きく変化した．死亡率に及ばす幼虫期捕食最の影響は，各実験区に．おける最高死亡率，生存限界  

捕食充足率，死亡率安定捕食充足率なとの値を実験区相互間で比較した結果からみて，幼虫の発育段階紅よってか  

なり異なるものと考えられる．総合的にみて第1令期の幼虫ほ月捕食景の影響な最も強く受けるように、思われる・   

本実験に供試したタンダラチットクムレ同様，アブラムシ捕食性テう／トウムレの1種であるA血流αd♂Cβ∽♪〟一  

乃Cfαfα（L）では，環1令幼虫の餌種探索ならびに捕食能力が発育の進んだ幼虫に較ぺて劣ることがDIXON（1959）  

によって指摘されている．タンタラテントクムレの第1令幼虫もこれと同様で，餌種の探索ならびに捕食の能力の  

低さが原因となり，捕食のための一エネルギーの支出率が他の令期の幼虫より大きく，エネルギ一収支のバランスの  

異常（支出が収入を超過する方向での）を招きやすいのではないかと考えられる．．第1令幼虫同様疫．若令期である  

常2令期幼虫についてもこれと同じことが考えられるが，貸1令期を飽食条件で経過しているため，エネルギーの  

ストックがあること，常6節に述べたとおり，第2令ほ令期間が第1令のそれよりかなり短かいことなど，第1令  

幼虫とは異なる点があり，これらが死亡率の速いをもたらしたのかもわからない”死亡率紅及ぼす捕食量の影響  

ほ，タンタラテントクの場合第4令期が最も小であると考えられる．これはエネルギ－・のストックが他のどの令期  

の場合よりも大であることが関係するものと思われ，捕食性カメムレの1藤であるP〃dよ5払5 ∽αC〝励β乃′グ・よ5 SAY  

の最終令（常5令）若虫が低捕食放で発育を完了し得るという Ho王（YO・KAWACHI（1975）の報告とも－・致する．   

捕食制限期，制限解除期，全発育期の各期発育日数は，第4令実験区の制限解除期の場合を除けば，いずれも捕  

食充足率のちがいによる変化が認められた．このような結果から捕食充足率がタンタラテ・ソトクムレの発育所要  

日数に．影響を及ぼすことが明白であるが，捕食充足率の影響は制限期発育日数と制限解除期発育日数の場合とで  

ほ程度の違いがあり，後者に対してほあまり強くほなかった．しかしながら，捕食充足率が前者だけでなく，後者  

に対しても影響を及ぼすことは，全発育日数の変化を大きくはしても決して縮小することにはならないだけに／注  

目を要する長の一つである．   

制限期の日当り平均捕食鼻或は捕食充足率のちがいによる各期発育所要日数の変化は，捕食制限時の幼虫の発  

育段階と密接な関係があるように思われる．第1令或は第2令といった若令期の幼虫の方が第3令或は第4令と  

いった高令期幼虫よりも変化が著しい．   

結果の項虹述べたとおり，捕食充足率と発育所要日数との間に．は，第2令実験区の制限期発育日数の場合を除   
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き，双曲線的な関係が認められた．第2令実験区の制限期発育日数と捕食充足率との間の関係が他と異なったの  

は，充足率0の制限区個体の発育日数が他の低率区のそれと著しく異なり，飽食区個体のそれより更にノJ＼さな値を  

示したことによる．との場合，他の低率区の発育日数との差は単なる実験誤差として説明することほ困難である．  

何紅よるのかほ今のところよくわからない．   

TuRNBUIL（1962）ほサラグモの1語ヱ〃頑戯αfγ∠α乃g〝／α㌢∠．ざC王．ERCXの発育期における日当り捕食鼠を種々  

な程度紅．，そして連続的に・制限する実験を行い，クモの発育と捕食量との関係を詳細に．研究した。その結果，発育  

各期の絵描食鼻が日当りの捕食制限率とほ無関係であること，いいかえれば，ある発育期の総捕食壷は期間中の日  

当り捕食量が多かろうが少なかろうが同じになることを明らかにした．ダンダラテントクムレを材料とする同種の  

実験については第6節に述べたとおりで，幼虫各期の総捕食畠はTuRNBULlの結果とは異なり，捕食制限率と  

の間に一定の関係が認められた．本節の実験は捕食制限の方法がTuRNBULL ならびに第6節の場合と異なって  

おり，幼虫全期間（捕食全期間）にわたる定率連続制限ではなく，単¶令潮間の定率制限であった．．したがって，  

制限によって生した捕食這の減少は前述の2実験の場合よりも回復が容易であると考えられる〃しかしながら，制  

限解除後の期間においてもその回復は完全でほなかった小 策6節に・述べた結果と本節のそれとを併せて考えてみ  

ると，テントクムシの場合，減少した捕食量（自然条件の下でこのような減少をもたらす第一の要因は餌密度の  

低下であろうが）が充分に回復しないまま発育が完了することになるわけで，TuRNBULlが示したクモの場合と  

は明らかなちがいがあることがわかる．このちがいが，両種の捕食様式のらがい，例えば一方がかなりの移動能力  

をもち，積極活発に餌種を探索捕食するの紅対し，他方は移動カが′トで，捕食者紅白ら近接する餌種しか捕食しな  

いといったことによるのかどうかは今のところよくわからないが，興味ある問題の一っである”捕食者の食生態に  

ついて■はこのような観点からの比較研究を今後発展させる必要があろう．   

今述べたとおり，制限個体の総捕食鼻は完全にはその回復がみられなかったが，その一方，非制限個体のそれに  

近接したこともたしかである．．このような回復ほ制限当令期においては令期間を延長することによる以外に方法  

ほあり得ない．他方，制限解除後期間の場合は，日当り捕食違の増大（非制限個体のそ・れに比較して），令期間の延  

長，日当り捕食鼻の増大および令期間延長，の三つが考えられる．本実験の結果からみると，タンダラテントウム  

レでは今期間延長によることが明らかである．なぜこれ以外の方法をとらないのか，なぜ日当り捕食鼻の増大がみ  

られないのか，この点も今後明らかにする必要があろう小   

鰭2項に．述べたとおり，幼虫各令期の制限期日捕食量あるいは捕食充足率と羽化成虫のさやばねの大きさとの  

結びつきは，第1令期ならびに第2令期の場合が微弱であるのに対し，第3令期ならびに貸4令期の場合ほきわ  

めて－密接で，さやばねの大きさは第3令期ならびに弟4今期の捕食充足率に比例して変化した．このような変化は  

第4令期の場合特に凝着であった・幼虫期捕食農が羽化成虫のさやばねの大きさ（羽化成虫の体の大きさの指標と  

しての）に大きな影響を及ぼすことは第6節で既紅述べたことであるが，本実験の結果からほこのような影轡が  

幼虫の発育段階に．よって異なること，高令期，特に・最終今期の捕食長の影響が最も大であることが明らかである．  

幼虫の発育段階による影響のちがいは，さやばねの大きさの決定期が第4令期であること，したがって第4令期の  

捕食超が重要な意味を持つこと，第1今期ならびに・第2令期の制限期旧捕食塁或は捕食充足率は第4令期の捕食  

豊にあまり変化を生じさせないのに対し，第3令期のそれは．若干の変化を籍4令期の捕食鼻にもたらすこと把．よ  

るものと考えられる．  

第5項 摘  要   

タンタラテントワムシの諸形質に及ぼす捕食鼻の影響が幼虫の発育段階によってどのよう把．異なるかを明らか   
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にするため，算1令～第4令の各令期に・おいて，単一令期間の日当り捕食量を種々な程度紅制限し，諸形質の変化  

と制限令期の日当り捕食意或は捕食充足率との関係を制限令期相互間で比較した．  

1・発育期死亡率に及ぼす日当り捕食盈の影響ほ，幼虫の発育段階によって異なり，君命期程日当り捕食塁のち  

がいによる死亡率の変化が顕著であった 

2・制限令期発育所要日数に及ぼす日当り捕食壷の影響は，第1令＝算2令＞虜4令＞第3令となり，制限解除  

後の発育日数に及ぼす影響のそれほ層1令＝第2令＞算3令，また，全発育日数への影響のそれは，第2令＞第1  

令＞第4令＞第3令となった．   

3・制限令期，制限解除後の幼虫期，全幼虫期などの各期総捕食鼻ほ，日当り捕食壷制限に．よって，非制限個倦  

のそれを下まわる場合が多かったが，捕食制限に．よる幼虫期間の延長がおこり，籍4令期における制限の場合を除  

き，その差ほ相当程度縮小した・差の縮小率は幼虫の発育段階によって－異なり，制限令期総捕食堂の場合は，第1  

令＞策3令＞第2令＞算4令，制限解除後の幼虫期総捕食塁では第1令＞籍3令＞第2令となり，全幼虫期総捕食  

盈の場合にほ算1令＝第3令＞第2令＞第4令となった巾   

4・第3令期ならび紅第4令期の日当り捕食鼻ほ羽化成虫のさやばねの大きさに影響を及ばしたが，第1令期  

ならびに第2令期のそれは殆んど影轡を及ばさなかった．第3令期と第4今期の比較では算4令期の日当り捕食  

意の影響の方がはるかに大きかった．   

5・羽化成虫の絶食下生存日数に対しては第4令期日当り捕食最のみが影響を及ばした 

弟8節 成虫期における捕食鼻がテントクムレの諸形質に」及ばす影響  

第1項 緒  p   

アブラムレ捕食性テントクムレほ，他のアブラムレ捕食者，例えばレヨクガバエ類とちがって，成虫期にぶいて  

もアブラムレを捕食する・第6節紅述べたとおり，その捕食鼻ほ幼虫期のそれに数倍する．成虫期における活溌な  

捕食が，成虫自体の生命の維持上はもちろんのこと，この時期にはじめて－展開される固有機能というべき生殖の完  

遂にとって不可欠なことは，籍3節においても述べたとおりである．本節では成虫期における捕食畠のらがいがテ  

ントウムレの語形質に・どのような影響を及ぼすかを明らか紅するため，テントウムレ成虫の日当り捕食愚を種々  

な程度に，そして連続的に・制限し，日当り捕食良・と成．虫の生存ならびに生殖力との関係を・研究した．その結果の  

概要は既に報告した（岡本，1970）が，本節ではこれを詳述する．  

第2項 研究材料ならびに方法  

1．供 試 昆 虫   

（1）テントクムシ   

第6節に．記述した実験に供試したタンダラテントクムンの後代を実験室内で増対させ，幼虫期にキビクビレア  

ブラムレを給餌して飼育し羽化させた雌および雄成虫を用いた 

（2）餌アブラムシ   

テソトクムレ成虫の餌としては，第7節記述のそれと同じKinetin水溶液法によって室内で飼育増押したキビ  

クビレアブラムシの第3合および第4令若虫を用いた．  

2．餌量の設定と設定実験区のテントクムレ成虫供試個体数   

口当り捕食壷を種々の段階に設定するため，籍6節に記述したのと同じ時間給餌法を採用した一．これによる設定  

実験区ほ，1日の給餌時間を0時間とする0時間区（無給餌区），1［】に4時間給餌する4時間区，6時間給餌の   
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6時間区，8時間給餌の8時間区，12時間給餌の12時間区，14時間給餌の14時間区，給餌時間を全く制限しない24  

時間区（非制限飽食区）の7実験区であった．テントクムレ供試成虫数は，8時間雌区が3個体，同雄区が2個  

体，12時間應区が3個体，14時間雌区が5個体，24時間雄区が3個体でその他の実験区ほいずれも4個体であっ  

た…   

3い 実験期間中のテントクムレ成虫の飼育管理と調査   

テントウムレ成虫の飼育は雌雄いずれの場合とも，総て個体別飼育の手法によって実施した．飼育容器に・ほ前節  

記述同様のスチロール樺瓶を使用した．給餌ほ毎日午前9時を始点に．し，所定時間の経過とともに終了した・テン  

トクムレ成虫ほ，、エソバク柴片と予め言1■数したアブラムレを収めた給餌飼育容器の中で所定の給餌時間を経過さ  

せた後容器から取り出し，エソバク葉片のみを収めた別の飼育容器に移しかえ．，翌日の給餌を開始するまではこの  

容器の中で飼育したテントクムレを取り出した後，給餌飼育容器からは食い祝しのアブラムレを取り出してその  

数をかぞえ，給餌開始時の数から残存数を減じて所定時間内のアブラムレ捕食数を求めた・この数紅給餌時のアブ  

ラムレの平均体重を乗し，捕食壱屋を算出した．アブラムレ平均体重の求め方ほ第6節記述のそれと同様なので省  

略する．時間給餌法による飼育実験は羽化翌月から開始し，死亡確認とともに終了した・雌成虫には交尾専用に用  

意した雄成虫を飼育第3ト］目に配し，1時間を限度に交尾を・行なわせた小この初回の交尾円を起算［Ⅰとして，それ  

以後ほ2週間間隔で同様な方法にしたがって交尾を行なわせた．交尾に・はいつも若い雄を用いた・交尾中は給餌を  

全く行なわず，また，交尾に費した時間は所定の給餌時間紅算入しなかった1・調査ほ各個体の生存状況ほもちろん  

のこと，さきに述べた捕食鼠の他，雌成虫においてほ産卵の有無および日産卵数，産下卵の酵化率について実施し  

た‖雄成虫でほ生存状況，アブラムレH捕食鼻の他，別途に用意した雌成虫を収容した容器中での雌探索ならびに・  

マウントとぺニスの突出なとの交尾動作の正常性を，10日間隔で調査した．交尾動作の調査ほ殆んどの場合1，2  

分を要するのみであったので，給餌終了時刻の延長はしなかったl   

4．銅育実験期L】   

時間給餌法による飼育と調査ほとの実験区とも1968年11月20日に開始した－終了期日と，実験に要した日数は，  

0時間区が11月23「］までの3日，4時間区は翌年2月22日ま七の95日，6時間区は5月13日までの175日，8時間  

区は5月23t］までの185L二】，12時間区は3月22E】までの123E】，14時間区ほ5月5日までの167日，24時間区は4月  

20r1までの152［二lであった．   

5．実験時の温湿度ならびにl］長条件   

前節記述のそれと同様なので省略する・  

第3項 研 究 結 果  

1．捕  食  景   

各区供試個体の捕食経過の概略をみるために，生存日数が区内の平均値に・もっとも近かった個体を各区1個宛  

抽出し，これらの個体における累積捕食屈せ示すと第21図ならびに第22図のとおりとなる－両図から読みとれると  

ぉり，＝当り捕食鼻は，同一個体であってもHに‥よって多少変化し，完全な直線性を示すとはいい切れないl全期  

間捕食墨の調査結果ほ第23閉に示した」・全期間捕食畏と給餌時間との間に・は普通ならば比例的な関係が期待され  

るのであるが，第23図の結果が示すように，概略的，全体的にほ比例的であっても，雌の場合，6時間区と8時間  

区ならびに12時間区の間で，また，14時間区と24時間区との問でも逆転が認められるい一方，雄の場合，比例的な  

関係は．8時間区までに限定されるという特色がある1・本実験の目的は日当り捕食蔓がテントクムレの諸形質にど  

のような影響を及ぼすかを明らかにすることにあった．そのためにほーニl当り捕食昆を異催する実験区を設定する   
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FiguIe21．Accumulative curvesof food consumption by singlelarvaof the female  

（sampled randomly from each feeding group）of M．．．se．方maCulatus．  
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FiguIe22．Accumulative cuIVeS Of food consumption by singlelarva of the male  

（sampled randomly from each feeding group）of M．seXmaCulaius．   

必要があり，目的遂行に合致した実験区を得る方法として，本実験においてほ時間給餌法を採用した．したがっ  

て，このような方法がかかる実験区を得ることに．役立ったかどうかをここで確かめておく必要があろう．．いま，第  

23図〔A〕紅示した全期間捕食屈を生存［1数で除算し，全期間の［」当り平均捕食鼻を・求めて示すと第23以〔B〕のと  

おりである・・園からはL」当り給餌時間とI」当り平均才至1i食畳との問に比例的な関係（仙線関係ではあるが，近似的紅  

は直線関係ともいえるような）を読みとることができよう．したがって，日当りの捕食塁を異にするいくつかの実  

験区を設定するという目的からみた場合，本実験における時間給餌法の援用軋特に問題があるとは思えない．た  

だ，雄の場合，8時間以上の給脚寺間は，r！当り拙食量のレベルを高くすることにはならなかった点ほ往震を要し  

よう．   
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2．生 存 日 数   

生存日数の調査結果は第24図に示す．日当り平均捕食立と生存日数との関係に．は，雌雄によるちがいが認められ  

る・雄の場合，両者間には．3．5mgの生存日数をほぼ上限とするごく単純な飽和曲線で示し得る関係が認められる．  
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Figure24．Relationship between the daily amount of aphid food eaten during the adult  

Stage and thelongevity of males（solid circles）and females（open circles）of  

入J．ざ√∫Ⅲ♂r〟／〃J〟∫   
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－・方，雄における両者間の関係は雄のそれ程単純ではなかった．10．5mg区と13．2mg区の生存日数は15．3mg区  

のそれより小さな値を示した．かかる結果から，雌成虫の生存日数と日当り平均捕食立との間に成立する関係は，  

双峰曲線的な関係であると思われる．   

3．産卵前期間   

飼育第3日目に実施した初回交尾日を起算日として－調査した産卵前期間の調査結果は第お図に示す．欝お図の  
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姶果から明らかなとおり，日当り平均捕食盈と  

産卵前期間（日数）との間には偏角双曲線的な  

関係が認められる 

4．産 卵 日 率   

初回交尾日から死亡までの期間の産卵日日数  

をこの期間の全日数で除算し，その値を100陪し  

て求めた産卵日率を示すと第26図のとおりであ  

る．日当り平均捕食盈が0一｝13．2mgの範囲で  

は，捕食孟が多くなる程産卵日数は上昇し，日  

当り捕食愚と産卵日率との間には，13．2mg～  

20．8mgの値，すなわら85％近傍を上限値とす  

るS字型曲線によって示し得る関係が認められ   

る 

5．産  卵  数   

各区の雌成虫は第27図に示した推移をたどり   
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Figure26い Relationship between the dai1y amount  
Of aphid food eaten during the adult  

Stageand therateofovipositionaldayof  

〟．5β∬椚αC鉦J〃g弘ざ 
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ながら産卵し，死亡した．寛27図からうかがえるとおり，産卵数は日によって多少変化した・・総産卵数（全期間産  

卵数）の調査結果は第28図に．示す．総産卵数を産卵日数で除算すること紅よって日当り平均産卵数を求め第29図  

に示す．寛28図から明らかなとおり，総産卵数と平均捕食塁との聞には傾斜の急なS字型曲線的な関係が認めら  
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れる．口当り平均産卵数ほ，日当り平均捕食量の増大に伴って増加した．しかし，この増加は総産卵数の場合とは  

異なり，両者間には傾斜のゆるやかなS字塑曲線で表現し得る関係が認められる．   

6．卵の聯化率   

僻化率の調査結果についてはその表示を省略するが，どの個体によって崖下された卵であっても，照化率が85％  

を割ることほなく，各区紅おける平均醇化率は鉱％前後の高率を示し，日当り捕食豊のちがいに．よる将化率の変化  

ほ認められなかった．   

7日 雄成虫の交尾能力   

姓成虫における交尾動作の正常性を調査した結果についても，その表示は．省略するが，交尾調査開始以前に死亡  

した無給餌区の個体は別として，給餌区個体の総てが死亡適前期まで雄を探索してニマウントし，ぺニスを突出する  

動作を正常に．行なうことを確認した．  

第4項 考  察  

IBRAHIM（1955）ほアブラムV捕食性テントクムVl種CoccinellaundecimPunctataaeg．yPtiaca REICIIEの  

生存口数ならびに産卵数と成虫の捕食鼠との間に，茂木（1969a，b）はナミテントクの産卵と成虫期の捕食盈と  

の間に，いずれも密はな関係があることを報告している．∴ダンダラテントクムレを供試して行なった本実験の結  

果は第3項紅述べたとおりで，生存日数と産卵日数に限らず，産卵前期間，産卵日の割合などに．おいても，日当り  

捕食鼻のちがいに．よる顕著な変化を生じたい テントクムレ成虫の生存ならびに生殖力が成虫期捕食盈の影響を強  

く受けることは，今述べたIBRAHIM および茂木による報告ならびに本実験において得られた結果から，きわめ  

て明白であるといえよう．   

諸形質に及ぼす捕食鼻の影響のうちで特に注目を要すると考えられるのは生存日数に及ばす影響である．日当  

り捕食壷と生存口数との関係ほ雌雄によって大きく異なり，雄では撃純な飽和曲線的関係が認められたの軋対し，  

雌の場合は双作曲線に．よって表現される関係となり，しかも双峰曲線に．おけるピークの高さは第1の山の方が高  

かった．こ．のような関係は雌成虫の固有機能というぺき卵の形成と座下を考慮しない限り理解することが困難で  

ある．   

算3項に述べたとおり，雌成虫の口当り平均捕食還とE】当り平均産卵数との間にほゆるやかな傾斜のS字型曲  

線で示される関係があり，L］当り平均産卵数の増加率は箆29図の結果から読みとれるとおり，捕食塁7・4mg～13・2  

mgの範囲において最大であった．ところが，日当り捕食鼻の増加率は，第23図【B〕から推測されるとおり，日  

当り平均産卵数の増加率と完全にパラレルであるとはいい難い．いうまでもなく，卵の形成と産下には物質あるい  

はエネルギ－が必要とされるが，今述べた捕食還ては捕食による物質あるいはエネルギ－の取り込み塁の増加率  

を止まわる増加率で産卵が行なわれることによって，物質あるいはエネルギ－収支のバラン∵スがマイナス側にく  

ずれ，雌成虫のタビ亡期が甲められるのでほないだろうか．同様な生存日数の汲少は15．3mg～20．，8mgの捕食塁に 

おいても生したが，この原因も，第23図〔B〕に示した結果から推測される日当り捕食鼠の増加率と，算29図に．示  

したrl当り平均産卵数の結果から読みとれる「1当り平均産卵数の増加率との対応関係からみて，この捕食豊域で  

の物質あるいはエネルギー収支の悪化に．よるものと考えられる 

吉田（1974）はフトオンロカネクモエg〟Cα〟gβ椚αg〝壷ノ宣cα成虫を種々な餌鼻で飼育し，餌鼻と卵のうの生萎（卵  

数の別表現ともいえる），卵のう数（産卵回数と関係が深い），生存日数との関係を調べ，卵のうの平均生屈闇餌盈  

が多い程大であるが，生存ll数は餌屈の少ない場合よりも減少するという，本実験の結果紅類似する興味ある結果  

を報告しているさきに述べたIBRAHIMの結果も，最大捕食監区あるいほそれに近接する捕食鼻区に点いては，   
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徹弱ではあるが生存期間の短縮傾向をよみとることができる．これらの結果から考えると，成虫期に餌種を捕食し  

ながら産卵をつづけるタイプの捕食者では，飽食条件下の生存日数が制限条件下の場合よりもかえって短かくな  

るという現象はかなり一般的な現象であるのかもわからない．   

生存日数と日当り捕食畳の関係の論議で更にふれたいこととしては，捕食藍のかなり少ない場合にLおこると考  

えられる生存期間延長の問題がある．本実験の結果では，5．5mg区あるいほ7．4mg区の日当り捕食塁は飽食区  

（20．8mg区）のそれの易から％に過ぎず，15．3mg区との対比においても，その儀は％あるいは％に満たなかっ  

た．ところが，これら5．5mg区ならびに7．4mg区雌成虫の生存日数は，今述べた日当り捕食題の対比結果からは  

その予測が困難な程の大きな値となった．このような結果が，両区における日当り産卵数の少なさとか，産卵日率  

の低さと無関係に．生じたと考えるのはいささか無理であろう．餌種捕食が何等かの原因，例えば餌種密度の低下，  

によって制限され，物質のとり込み塁がひどく少ない状況が生ずると，卵の形成と産出紅向けられる物質あるいは  

エネルギ－の良が抑えられ，それらの大部分が成虫自体の生命維持に優先的に配分利用されることを可俄にする  

機構がテントクムレの体内に存在しており，この機構の働きによって産卵が抑制され，代償的に生存期間の延長が  

おこるのではないだろうか．5．5mg区ならびに7．4mg区の個体では，飽食の場合の尊堂にも満たない捕金屋制限  

によって，このような機構が作動したのではなかろうか 

乏しい餌条件下でおこる産卵抑制と，その代償ともいうぺき生存期間の大幅な延長は，第1に，新たな幼虫の出  

生を少なくすることに．よって，成虫をも含めたテントクムレ個体群密度の上昇を抑え，餌不足によって死亡する個  

体の出現を最少限にとどめる．貸2に．，雌成虫が長期間生き続けることに・よって，後代の産下と，かかる後代の生  

存と発育が可儲な豊富な餌条件に．遭遇するチャンスを増加させるととを可能ならしめる“また，第3に・，アブラム  

シ捕食盈（絵描食鼻）を増大させる結果を生むだけにきわめて興味深い・  

第5項 摘  要   

テントクムレ成虫期の捕食盈と生存ならびに生独力との関係を明らかにするため，タンダラテントクムレ雌お  

よび雄成虫を，時間給餌法紅よって日当りの捕食量をちがえた7実験区を設定し，タンタラテントクムレ雌およ  

び雄成虫を湿度80～85％，温度250C恒温，人工照明による16時間の長日条件で，羽化24時間後から死亡までキピ  

クレアプラムレを給餌して個体別に飼育し，捕食鼠，生存日数，産卵数，産下卵の照化率，交尾能力などを調べ  

た．  

1．雄成虫の生存日数は日当り捕食鼻が増大するにしたがって，飽和曲線的な増加を示した・・雌成虫において  

は，両者の関係は雄の場合と異なり，日当り捕食塁が7・4mgである区と15…3mgである区の値をピー・クとする双峰  

曲線で表現可能であった．   

2．日当り捕食鼻と絵描食盈との間には，日当り捕食塁と生存日数との関係に．類似した関係が雌雄いずれにお  

いても認められた．   

3．雌成虫の産卵前期間は，日当り捕食患の増大にともなって双曲線的紅短縮した・   

4．日当り捕食塁と産卵日率との間には，S字型曲線的な関係が認められた〃   

5．日当り捕食鼻と産卵日の日当り平均産卵数との間には，ゆるやかな傾斜のS字型曲線で表現可能な関係が存  

在した．   

6．日当り捕食立と総産卵数との間には，日当り平均産卵数の場合より傾斜の急なS字型曲線で示し得る関係  

があることがわかった．   

7．卵の将化率は日当り措食量の影響を受けなかった．   
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8．雄成虫が交尾対象を探索し，これに対して交尾姿勢をとる能力紅ほ，日当り捕食盈のちがいに．よる変化は認  

められなかった．  

算9節 成虫の生存，生殖，捕食に．及ばす成虫各期捕食患の影響  

第1項 緒  

前節においてほ，成虫期の日当り捕食量のレベルがテントクムレの生存ならびに生殖力に影響を及ぼすことを  

明らか紅した．本節でほ羽化後の種々な時期に日当り捕食盈を一定期間，種々な程度に．制限し，成虫の生存，生殖，  

捕食カがどのように異なるかを実験した結果について述べる．  

第2項 研究材料ならびに方法  

1．供  試  虫   

（1）テントクムシ   

実験室内で継代的紅飼育中のダンダラテントクムレの中から，交尾を終えた雌成虫を1個体選んで産卵させ，こ  

の卵から照化した幼虫をキビクビレアブラムレを餌として個体別紅飼育して得た雌ならびに．雄成虫を用いた．   

（2）ア ブ ラ ム シ   

供試テ■ソトクムレ成虫の餌種としたアブラムレは前節籍1項記述のそれと同じ方法で増殖したキビクビレアブ  

ラムレ第3令および第4令若虫である．   

2．実験区の設定ならびに供試個体数   

実験区は捕食制限を実施するテントクムレ成虫の日令と制限の程度（制限期間中の日当り捕食屈）を交絡させて  

設定した・すなわら，羽化2日後から4日後までの3日間の捕食畠を制限する区（第2日～第4日制限区），5日後  

から7日後までを制限する区（第5日～第7日制限区），13日後から15L］後までを制限する区（第13日～第15【］制  

限区），20【二1後から22日後までを制限する区（第20日｛■第22日制限区），ならびに．，どの時期にも制限を実施しない  

区（非制限区＝各区共通の対照区）の計5区を設け，対照区を除く各区は，制限期間中の日当りアブラムレ給与数  

をそれぞれ0，3，6，12，24，48個体とナる6区紅分割した．．プットクムシ供試個体数は対照区のみが雌雄各4  

個体で，分割区ほ雌雄各1個体であった．対照区のアブラムシ給与数は70個体であった．   

3．テントクムレ成虫の飼育管理と調査   

供試テう／トワムシ成虫ほ羽化から死亡までの間，総て前節第2項記述のそれと同様のスチロ－ル棒瓶を飼育容  

器として個体別に飼育した．調査ほ成虫の生存状態，アブラムシ捕食数，産卵の有無と数鼠（但し雌成虫の場合）  

について毎口定時に．実施したい調査法ほ前節記述のそれと同様なのでここでの記述は省略する・・雌成虫は羽化2しl  

後紅，別途に用意した交尾用の堆成虫を配し，1時間を限度に交尾を行なわせた．飼育実験中の温度，日長などの  

諸条件は前節の実験の場合と同様であった．・   

4．．実験実施期間   

実験ほ1968年2月21日に開始し，4月21日に終了した．  

第3項 研 究 結 果   

成虫の日令をちがえ，3日間種々の程度に捕食畳を制限して飼育したタンタラチットクムレ雌成虫の生存日」数，  

産卵数，捕食鼻の調査結果を第49表に，雄成虫の生残日数ならびに捕食塩のそれを第50表に示す・   
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Table49．Longevity，food cons11mption，and fecumdity of theadult females of M・  

sexmaculaEus reared with various feeding practice during a fixed period  

Of adult stage  

Amountofaphidscons11med Number of eggslaidineach  

mg）  。eIi。d  

Age of females 

fixed for  Rate of food  
Longevity   

in days  

quantitative  
spplied in 

Before After  BefoIe After  
periodof periodof Total periodof periodof Total  
thequan－ the quan－  thequan－the quan－  
titative titative peTiod titative titative period  
feedig feeding  feeding feeding  

feeding  

（Daysafter perCent＊  
emergence）  
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B  4．．7  39   48．0生   519．．38  

C  9．4  21  49．82   238．．26  

D  18い8  14  42．．60  88…16  

E  38…5  15  47．．56  154．24  
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666り95  

5701．09  

293‖42  

141．44  

223小64  

370…69  

1
 
2
 
2
 
1
 
4
 
9
 
9
 
9
 
1
 
4
 
4
 
0
 
 

4
 
2
 
3
 
2
 
2
 
4
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
 
 
1
 
 

9
1
 
鋸
 
2
3
 
6
1
 
祁
 
4
7
 
 

4
 
2
 
2
 
1
 
4
 
．
4
 
 

0
 
8
 
9
 
0
 
3
 
0
 
 

0
0
 
0
0
 
9
 
6
 
 
7
 
9
 
 

212．28  

212．92  

226．40  

166．94  

731．11  

574い62  

A  O  16   211．53  0い75  

B  5…1  21  163…68   45．89  
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A  O  28   311小74  89り51 401い25  

B  4．4  31  313い08  146い80  462．01  

C  8‖8  44   311．68   378．11  694．05  

D  17て  40   268、33   29臥08  574．93  

E  36．8  33   336．10  157．．46  511．32  

F  68．5  28   297い29  108．19  444い39  

20－22  

＊See Tablc47”  

Letters alphabetized（A～F）indicate eachindividualbeetle examined一   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



－ 73 －  

Table50．Longevityand food consumption of the adult males of M．1SeXmaCulatus reared  

with various feeding practice during a fixed period of adult stage  

Amount of aphids consumedineach  
period（Fresh weight，mg）  Ageofmalesfixedfor  Rateoffood Longevity  

quantitative feeding  supplied in Before period After period  
Of the quantita－ Of the quantita－  
tive feeding tive feeding  

Total  

peIiod  

in days  
（Days after emergence）  per cent＊  
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20－22  

＊See Table47．  

Letters alphabetized（A～F）indicate eachindividualbeetle examined．  

1い 生 存 F二】数   

第49表ならびに第50表に示した生存口数から制限終了当ヒ】までの経過L】数を差し引いた値を，制限終了後の生  

存日数とし，制限時の成虫の日令毎に示すと発30習ならびに第31図のとおりである．向図にみられる如く，供試雌   
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ならびに雄成虫の生存日数は，捕食制限期間中の日当り平均捕食充足率のちがいにより変化した・日当り平均捕食  

充軍率のちがい紅よる生存日数の変化は，成虫の性別，捕食制限時の成虫の【］令などによって，その様柏がかなり異  

なる．．雌成虫の場合，日令の差に．よるらがいは，0～40％の低い捕食充足率域でもっとも顕著である・・すなわち，  

この充足率域での生存期間の変化は，もっとも若いH令の第2日～第4日区の場合が，充足率の増大にともなって  

延長から短縮，そして延長という動きを示したが，この区より日令のすすんだ第5日～第7日区では延長→やや短   
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縮，第13日～第15日区では短縮→延長，この区より更にすすんだ日今の第20日～筋詑日区の場合は延長（促進方向  

の）→延長（抑制方向の）というパタ－ンとなった．40％以上の充足率の範囲では，第5日～第7日区を除く他を  

充足率の増大と逆比例的に，延長の度合いほ低下し，対照区との差が縮まった．→方，第5日～第7日区では，充  

足率の増大にともなって短縮の程度が低下するかたちで，対照区との差が縮まった・   

雄成虫の場合，もっとも若い日令の第2日～第4日区では短縮→延長，第5日～第7日区ではやや延長→やや  

短縮，第13日～第15日区では短縮→やや短縮，もっとも日令のすすんだ第20日～第22日区の場合は慮縮→延長と  

いうパタ－ンが低充足率域での変化のパターンとして認められるルこれ以上の充足率の範囲でのパターンは，第2  

日～第4日区と，饗20～22日区に．おいては延長の程度が，また，第5日～第7日区と籍13日～第15日区とでは短縮  

の程度が，充足率の増大紅ともなって逆比例に低下し，対照区との差が縮まる傾向が認められた・   

2．捕  食  カ   

3日間の捕食制限によって成虫の捕食カがどのような影響を受け，それがまた，成虫の日令とどのような関係に  

あるかを明らかにするため，第50表の結果から捕食制限終了後の期間に．おける日当り平均捕食量を算出して償32  

図ならびに第33図に．示す．雌の場合，一，ニの分割区の値が隣接する他の分割区のそれから大きくはずれる場合が  

どの日令においても生じたが，大まかにいえば，制限終了後の期間の日当り平均捕食盈と捕食制限期間の捕食充足  

率との間には一層の増加曲線で表現し得る関係が成立するように思われ，制限終了後の捕食力ほ捕食制限の影響  

を受けて変化するものと考えられる．しかし，日令ごとの増加曲線の形状のちがいが示すとおり，捕食量の変化の  

程度（捕食量の大小の幅ならびに変化を生じさせた充足率の範囲）は日令に・よってかなりなちがいが認められる・  

すなわち，捕食塁の大小の幅は第13日～第15日区が最大で，変化を生じさせた充足率の範囲は第2日～第4日区  

がもっとも広い．これらの2点を組合した場合，もっとも影響の程度が小さかったのほ第20日～第詑口区である・  
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Figure33・Relationshipbetweentheadultageof malesof M・  
sexmaculaiusat thereductive feedingand the daily  

amountofaphid food consumed duringafter peri6d  

Of that feeding．   

一方，雄の場合は，第13日～第15日区や第20日～第22日区にみられる大きな変動とか，制限終了値後の死亡に 

よる充足率0の分割区のデータ欠落などがあり，結果の解析が困難で，制限終了後の期間の捕食力が捕食制限に・よ  

ってどのような影響を受け，その影響の程度が制限時の日令のちがいに・よって異なるかどうかをほっきりさせる  

ことが出来ないように思われる 

3．産  卵  力   

（1）捕食制限中の産卵数   

捕食制限期間中の総産卵数を制限実施日数で除算し，期間中の日当り平均産卵数を求めて第34図に示す・ただ  

し，本実験においては，羽化第3日に．交尾を実施したため，第2日～第4日屡二の日当り平均産卵数ほ羽化第4日の  

産卵数をそのまま示した（交尾以前の期間には餌条件が充分であっても本種ほ正常な産卵をしない） 

図から明らかなとおり，制限区個体の産卵数は，日令の如何を問わず非制限個体のそれに㌧比較し顕著に減少し  

た．産卵数のこのような減少のしかたは日令のちがいによってかなりな変化がみられる．捕食制限の影響がもっ  

とも顕著であったのは第2日～第4日区で，第20日～第22日区がこれ紅続き，次いで第13E］～貨15日，第5日～  

発7日の順となった．   
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Figure34．Relationship between the adult age of femalesof M．SeXmaCulaius at the  

reductive feeding and the daily numbeIOf eggslaid during the period  
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（2）産卵再開所要日数   

捕食制限によって産卵活動が停止あるいほ微弱庵状態にあった雌成虫は，捕食制限解除後再び産卵を開始した・  

捕金の制限を解除してから産卵を再開するまでに．要した日数，すなわち産卵再開所要日数（第2日～第4日区に  

ついてほ再開という語は厳密にいえば不適当であるが）を示すと第35図のとおりである．   

どの日今の場合とも産卵再開所要日数は捕食制限の影響を受けて変化したが，影響の程度は第2日～第4日区  

が最大で，寛13［］～第15［∃区がこれに次いで大きかった．第5日～第7日区と第20日～策22日区はこれらの両区よ  

りほ影響の程度が小さかったい   

（3）制限童了後の産卵日当り平均産卵数   

制限解除後の産卵力に及ぼす捕食制限の影響を日令相互間で比較するために，第50表に示した制限終了後の総産  

卵数を産卵日数で除算し，産卵日当り平均産卵数を算出して示すと策36図のとおりである．   

第2l】～第4日医の場合，充足率11．6％の個体の産卵数が異常に大きな値を示すものの，その他の低充足率個体  

の産卵数は，非制限個体のそれに比較し極度に減少することがわかるuまた，第13E】～第15日区の場合も40％未満  

の低充足率個体では，第2r二】～第4口区同様に産卵数の減少がみられる．騨方，第20日～第22日区でほ，充足率  

36．8％の個体の産卵数がかなり少なかった他は，どの個体とも非制限個体のそれとあまり大きなちがいはないい  

第5日～第7日区では充足率18．8％および0％の個体の値が小さい他は総て非制限個体のそれに近いい このよう  

な結果からみて，産卵カに及ぼす捕食制限の影響は．，明らかに制限実施時のテントクムレの日令のちがいによっ   
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て異なるものと思われる．  

第4項 考  察   

アブラムレ捕食性チットクムレの1穆ノは拍α朗♪〟乃Cfαfα（L．）の産卵消長に関するHARIRI（1966）の研究  

結果や，前節に．述べたタンダラチットクムンの捕食ならびに産卵経過に示されて．いるとおり，アブラムシ捕食性テ  

ントクムレの捕食あるいほ産卵カは成虫の全期間を通して同一の水準のまま推持するものではない．これはテン  

トクムレの生理的状態が羽化から死亡するまでの間，時間の経過とともに，或る傾向をもって変化することに．よる  

ものと考えられる．このようなことから，成虫の生存と生殖，あるいはこれらを支える捕食カに対する捕食盈の影  

響が，成虫の日令の進行にともなって変化することが推測される．本実験はかかる変化の存否を明らかにするため  

に行なったものであるが，4段階の日令に・ついての実験を平行的紅進める便宜上，それぞれの日令段階の分割区供  

試個体数を極度に少なくして実施したいそのために供試個体数の少なさに．由来する偶然変動を消去できず，捕食制  

限度と各調査形質との間に認められた関係がどのような関係であるかを厳密に記載できない欠点をもっている．  

しかしながら，第3項に述べた結果からみて，成虫の生存，生殖（産卵），捕食に．及ぼす捕食鼻の影響が成虫の口  

令紅よって変化するものであることは明らかに．なし得たと考えられる 

本実験に・おいては，策2日｛一策4日，第5日～第7日，第13日～第15日，舞20日～第22日の4段階の日令区を設  

定した・・非制限区雌成虫の産卵消長を基準に考えると，これらの日令はそれぞれ産卵前期，産卵最盛前半期，同後  

半期，産卵力低下期にはば相当するが，4段階のうらのどの日令がもっとも捕食長の影響を受けやすいかほ，どの  

形質を問題にするか，あるいは雌雄の何れかによって結論に多少のちがいが生じよう．しかしながら，雌について  

いえば，調査した3種類の形質への影響を総合した場合，もっとも顕著な影響を受けるのは産卵前期に相当する  

I三l令であると考えても大きく誤ることはなかろう・・非制限個体の各段階における3L】問の日当り平均捕食豊ほ第  

32図ならびに虜33図に示したとおりであるが，雌の場合，第1日～第4日では16．24，第5［l～第7日は18．89，第  

13日～第15日ほ17・49，第20日～第22日でほ16・09mgであった．雄の場合はそ・れぞれ8．76，4い10，4い18，4．0曳mg  

である“雌雄とも，第2［トー第4日の値を100とすると，L］合間の関係ほ雌の場合，100，116，103，99，雄では  

100，47，48，46となるu 雌の捕食力は産卵最盛前半期相当の第51］～第7［】で最大であり，第2日～第4［Ⅰの捕  

食カは第5日～第7日はもちろんのこと，第13日～第15の個体のそれに．劣り，第20日～第22日の個体の他に近い 

このように産卵前期での捕食盟ほ他のH令紅比較するとかなり少ないのであるが，この時期に．おける餌種捕食ほ，  

テントクムレの雌成虫にとって，他の時期とはちがった特別の意味を持つことが明らかであり興味深い．．産卵前  

期に・次いでは産卵最盛後半期が影響を受けやすい［］令であるように思われる－この時期になると，それまでに連続  

した大貴の卵の形成と産出によるエネルギー蓄積蒐の減少があり，このことが関係するのではないかと考えられ  

る・産卵力低‾F期相当のl】令が，今述べた産卵長盛後半期相当の日令よりむ影響が軽微であったことは，故外と  

も思えることであるが，こ・れにほ産卵最盛後半期での活溌な捕食活動によるエネルギ－の苗積が関係しているの  

ではないだろうか・産卵最盛前半期は捕食鼻の影響がもっとも軽微なl二l令であると考えられるが，産卵前期に．おけ  

る捕食による諮積エネルギ－が大きく関係しているものと思われる．   

雄の場合は生存力への影響の大小関係からしか日令のちがいによる影響を論じ得ないい生γf力への影響からい  

えば，どの口令の場合とも，雌程の大きな影響は受けなかったが，l‘J令間で比較すると，選んだ［l令租躇蘭秘大  

となる臨向がみられ，雌の場合とかなりちがうようである・さき杵述べた井制限榊体における口令別捕食豊から  

わかるとおり，第2口′一発4日といった某‥い【二l令の捕食丑に比較し，これより進んだLl令での捕食崖はその50屠に  

も透しないし，また，‡l令によるちがいが殆んどない．雄成虫のエネルギ・「消費が雌のそれより少ないことをあ   
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わせて考えると，第2日～第4日より進んだ日令に．おいては，第2日～第4日の日令での大量の捕食紅よる蓄積エ  

ネルギーの利用が可能である・・この場合，進んだ日令程蓄積エネルギ－－・の利用可能壷は少なくなる筈であるから，  

影響の度合いがさき程述べた順庭なるものと考えられる小 策2日～第4日の日令ではこのようなエネルギ－の利  

用は不可能であるが，捕食制限前日に．おける捕食で得たエネルギ－（捕食盈は8．．76mgに近いか，或はそれを上ま  

わるものと思われる）の利用が可能であったことが関係するのではなかろうか．  

第5項 摘  要   

テントウムレ成虫の生存，産卵，捕食に及ぼす成虫の日令別の捕食畳の影響を明らかにするため，タンダラテン  

トクムレ雌ならびに雄成虫を5群に．わけ，湿度80～85％，250C恒温，明16時間の人工日長下でキビクビレアブラ  

ムレを給餌して飼育し，策1群ほ羽化後第2日へ′第4日（ステージⅠ），第2群は第5日～第7日（スター汐Ⅱ），第  

3群は．第13日～籍15日（ステージⅢ），第4群は第20日～第22日（ステ㌧－ジⅣ）の各3日間，種々なレベルの捕食  

制限を行ない，第5群は非制限の状態で，制限期間中ならびに制限終了後の生存日数，産卵数，捕食患を個体別に  

調査した．その結果ほ次のように要約される 

1い 生存日数に及ばす捕食畠の影響は雌の場合，ステー汐Ⅰ＞スデー汐Ⅲ＞・ステージⅣ＞・ステ∵一汐Ⅱとなった．  

雄の場合は捕食鼻の影響はあまり大きくなかったが，ステー汐間の比較結果はステージⅣ＞ステージⅢ＞ステー  

ジ刀＞ステ叩汐Ⅰとなった．   

2‖ 制限終了後の期間における日当り平均捕食盈への影響は，雌の場合，ステ」－汐Ⅲ＞ステー汐Ⅰ＞ステージ  

Ⅳ＞ステージⅡとなった．雄では影響が不明確であった 

3い 捕食制限中の日当り産卵数への影響は，ヌテー汐Ⅰ＞スチークⅣ＞ステージⅠ址＞・ステー・汐Ⅱとなった．   

4．捕食制限終了後の産卵再開所要日数への影響は，ステー汐Ⅰ二＞ステ㌧一汐Ⅲ＞ステー汐Ⅳ＞ステージⅠⅠとなった．   

5‖ 制限終了後の期間における産卵日当り平均産卵数への影響ほ，ステージⅠ＞ステー汐m＞ステージⅣ＞ス  

テージIrとなった．  

第4章 総  括  

アブラムレ捕食性テントクムンとアグラムレの間にほ，「食う」ことと「食われる．ことから生ずる相互規定的な  

作用関係が成立することが知られているいしたがって，アブラムレ防除におけるテントウムレの能力の評価や有用  

性の論議を行なうためには，テントクムレがアブラムレに及ぼす作用と，アブラムレがテントクムレに及ぼす作  

用の双方が充分に．解明されなくてはならない‖本研究は，これら二つの作用のうち，従来解明が不充分であったテ  

ントクムレに対するアブラムレの作用をとりあげ，テントクムレの基本的形質に対し，アブラムレの質ならびに  

鼻がどのような影轡を及ぼすかを実験考察したものである 

アブラムレ捕食性テントウムンの場合，メニコ・－の中核をなすのは．もちろんアブラムレである1．しかしながら，  

これらのメニューを構成するアグラムレの種類は，テントクムレのどの種をとってみても通常複数であり，しかも  

多数である．そこでテントクムレの形質に及ばすアブラムレの質的影響の研究においては，アグラムレの種類のち  

がいによってテントクムレの形質にどのような変化が生ずるかを先づ第一の研究課題としたいそして，ナミ，ナナ  

ホン両テントクムレのメニユ・一に．含まれる6種類のアブラムレを種類別にテントクムレ幼虫に．与え，これらのア  

ブラムシを捕食したテントクムレの形賓の変化について実験し，テントクムレの発育期死亡率，発育所要日数，発  

育完了時の体の大きさおよび絶食下生存日数のそれぞれがアプラムレの種類のちがいにより新著な差を生ずる結   
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果を得た．   

この結果をもとに．，アブラムシの種のちがい紅よるテう／トクムレの形贋の変化について考察し，テントクムレ  

の形質が発育期に捕食するアブラムレの影響をうけて著しく変化すること，各形贋の変化の程度軋形質の種類紅よ  

って異なること，形質の変化のしかたはテントクムレの種によって異なることを明らかにした．また諸形質の変化  

のしかたを根拠に，テントウムシの餌となるアブラムレが，食物としての適性からみてどのように区分されるかに  

ついても論議し，適性が極めて一高い種（優良種）と極度紅低い種（不良種），これらの中間に．位する適性を示す種  

（中間種）が存在すること，適性を異に．する種がテントクムレ同一層のメニユ・一に混在すること，適性を著しく欠  

く不良種の中にはテントクムレに対する朔著な致死性を有する種があり，このような種の存在はアブラムシ防除  

におけるテントクムレの有用性を考える上での問題点の一つであることを明らかにした．   

幼虫初令期からの連続捕食の場合，マノアプラムレとニワトコフクレアプラムレは，ナミ，ナナホシ両テント  

クの発育期個体の生存を阻害し，形質を極度に．劣化させる作用を及ぼすことがわかったが，このような適性不良樺  

の阻害或は劣化作用は，テントクムレがこれらの種を捕食する期間の長さと捕食時におけるテントクムレの発育  

の進み具合に．よって変化することが考え．られる巾そこで，ナミ，ナナ■ホシ両テントク幼虫に．，マメアブラムシなら  

びにニワトコフクレアプラムレを嘩一令期間に限って捕食させ，両テントクの発育期死亡率，発育所要日数，発育  

完了時の体の大きさおよび絶食下の生存日数を調べ，適性不良種の単一令期間捕食による形質劣化，生存阻害の存  

否，形質劣化および生存阻害の影響をもっとも強くうける幼虫令期紅ついて検討した．．その結果，尊一食期間の捕  

食紅よっても適性不良種はテントクムシ発育期個体の生存を阻害し，形質を劣化させること，生存阻害ならびに．形  

賀劣化の影響はテントワムシの初今期ならびに最終令期において最も顕著であることが明らかとなった 

幼虫初令期からの連続捕食と渾一命期に．おける短期間捕食の2実験の結果，マメアブラムシ丹まナミテントクの，  

そして－，エワトコフクレアプラムシはナナ■ホシデントクの食物としての適性を著しく欠如するアブラムシである  

ことが判明した．そこで，これらのアブラムレがナミ，ナナホン両テントクの成虫の形質にどのような影響を及ば  

すかをテントクムレの形質に及ぼすアブラムレの質的影響を究明する第3の課題とし，産卵期のナミテントク成  

虫に．マノアプラムレ，ナナホシデントク成虫紅ニワトコフクレアプラムレを捕食させ，これらの成虫の生存期間，  

交尾および産卵カ，座下卵の醇化率を，適性優良樺であるキビクビレアブラムレ捕食個体のそれと比較実験した 

この実験では，適性不良種を捕食したナミ，ナナホシ両チットクムシ成虫では適性優良碍を・捕食した場合に比較  

し，生存期間の顕著な短縮，交尾および産卵力の極度の弱化，産下卵形イヒ率の低下を生ずる結果が得られ，発育期  

個体に対する適性不良確は，成虫の生存を著しく阻害し，形贋を柄度に劣化させることがわかった 

食物としての適性の程度を識別し，適性の秀れたアブラムレを・選択捕食する能力をチットクムレがもつとすれ  

ば，既に明らかにした適性不良確捕食によるテ■ソトクムシの生存率の低下や形質劣化の惑影響は，かなりの程度  

回避軽減されることになるりそこでナミ，ナナホン両テントクの食物として高度紅優良な適性を示したキビクビレ  

アブラムレと，これと逆に，極めて劣悪な適性を示したマメアブラムレ及びニワトコフクレアプラムレを，ナミ，  

ナナホシ両テントクの幼虫およびナナホシデントク成虫に．同時的に与え，優ガ相反する適性をもつアブラムレに  

対するテントクムシの餌種選択性を実験したい ナミテントクがキビクビレアブラムンとマメアブラムレを捕食す  

る割合，ナナホシテントクがキビクビレアブラムシを捕食する割合は，いずれもキビクヒレアプラムレを捕食す  

る割合の方が有意に・高くなることほなかった′この結果から，アブラムレ捕食性テントクムレは．，食物としての適  

性の程度を識別し，適性の高いアブラムシを選択捕食する能力をもつとは思えないことがわかった 

テントクムレの餌となるアブラムレは広食性の種が多数存在し，l司穫のアブラムシが植物の桔をちがえて寄生  

することや，種類の異なるアブラムレが同種の植物に寄生するのほ，ごく一般的な現象である。したがって，テン   
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トクムレの形質に及ばすアブラムレの質的影響を考察する場合に．は，アブラムレの寄生植物がこの問題に．どのよう  

紅関与するかを明らかにする必要がある．そこで同種のアブランが寄主植物を異に．して寄生する場合と異種のア  

ブラムシが同種の植物に寄生する場合に．，テントクムンの形質に．対するアブラムレの影響がどのようになるかを  

実験した．   

ニセアカシア，ソラマメ，カラスノエンドク寄生のマノアプラを捕食したナミテントクの幼虫は，これらの寄主  

植物の種のちがいとほ無関係に総ての個体が死亡したが，生存期間の長さに．ほ寄主植物のちがいによる有意な差  

を生した・一方，ナミテントク幼虫に対するソラマメ寄生のマノアプラムレとソラマメヒグナガアブラムレの影響  

を比較した実験では，マメアブラを輔食した幼虫が短期間中に．総て死亡したのに対し，ソラマメヒゲナガアブラム  

シを捕食した幼虫の生存率は極めて高く，また，発育速度，発育完了時の体の大きさなどの形質は，捕食によって  

全く劣化しない結果を得た．これらの結果から，テントクムレの形質に及ぼすアブラムレの影響に．は寄主植物の種  

類が関与することも確かであるが，それよりも，アブラムレの挿そのものが極めて大きく関与することが明らかと  

なった 

テントクムレの形質に及ばすアブラムレの員的影哲ほ，テントクムレが幼虫期に捕食したアブラムレの量の影  

額と成虫期に捕食した塁の影響と成虫期に捕食した量の影響濫七けて研究した．   

幼虫期の捕食塁の影智については，はじめに，幼虫期の日当り捕食畠を種々な程度に制限してタンタラテントク  

ムレを飼育し，捕食塁と発育期における死亡の発生，発育所要日数，発育進行のパタ－ン（発育各期日数の相対  

比），発育期総捕食患，羽化成虫の大きさ，捕食鼠，生存日数，産卵前日数，産卵日数，産卵数との関係を調べ  

た 

テントクムレの発育期死亡率，発育所要日数の値は，日当り捕食患が多くなる程小さくなったが，幼虫期総捕食  

鼠，羽化成虫の大きさ，生存日数，産卵前日数，産卵数の値ほこれらとほ逆に大きくなった．日当り捕食鼻の多少  

はテントクムレの発育各期日数の相対比紅も部分的な変化をもたらし，また，発育期死亡個体の死亡時期を前後さ  

せた 

これらの結果から，調査したどの形質の場合とも，幼虫期の日当り捕食愚とテントクムレの形質の間に．は権めて  

密接な関係があることがわかり，幼虫期の捕食意はテントクムシの形質に頸著な影響をおよばすこと，その影響は  

渾に発育期個体の生存と発育の諸機能に対するだけでなく，発育完了後に発動される成虫の生存ならびに増殖の  

諸機能にも及ぷ広範かつ強度なものであること，発育期における個体の生存と発育及び発酉完了後における生存  

と増殖の諸機能は捕食鼻が少ない程阻害悪化されることを明らかにした 

幼虫期の捕食鼠について行ったは．しめの研究で，幼虫期の日当り捕食屈がテントクムレの形質に蓮大な影響を  

およぼすことを明らか紅したが，このような捕食崖の影響は捕食時期のちがいに．よって変化することが予測され  

る－この点を明らかにするため，タンタラテントワムシの各今期（第1令′｝第4令）に．おいて－，単一令期間の日当  

り捕食鼻を郁々な程度に．制限し，テントクムレの発育期死亡率，発育所要日数，総捕食畳，羽化成虫の大きさ，絶  

食下生存日数に及ぼす捕食屈の影響が，捕食時期によってこどのように変化するかを実験した 

日当り才Ili食虫のちがいによる発育期死亡率の変化は，日当り捕食崖をちがえた時期が若令である雄大であったu  

発育所要日数の変化も死亡率の場合に．類似し，捕食星をちがえた時期が第1令期及び第2令湖の場合に蘭着であ  

ったが，貨3令期では，捕食邑のちがいに．よる変化が殆んど生しなかった点が異なった 

第4令期紅おける実験を除く他の実験では，日当り捕食盛の制限による幼虫期間の延長を生じ，この延長ほ制限  

の程度が大なる程若しかったため，日当り捕食塁のちがいによる総捕食鼻の変化は全体として軽微であったが，第  

1～弗3の各令期間の比較では第2令期が第1ならびに第3令期よりもやや大きかった．第4今期の場合は，幼虫   
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期間の目立った延長がなかったため，日当り捕食塁のちがいは．ただちに総捕食盈のちがいとなり，変化ほ最も大で  

あった．   

成虫の大きさ（さやばねの長さ）は第4令期紅おける日当り捕食豊のちがいに．よって最も大きく変化し，第3令  

期におけるらがいによる変化はこれをかなり下回った．第1令期ならびに．第2令期における捕食豊のらがいに・よ  

っては成虫の大きさの変化ほ殆んど生じなかった．   

羽化成虫の絶食下生存日数の変化は第4令期に．おける日当り捕食愚のちがいに．よって変化したが，他の令期に・お  

ける捕食鼻のちがいに．よっては殆んど変化しなかった．   

日当り捕食鼠のらがいに．よる発育期死亡率，発育所要日数，総捕食盈，羽化成虫の大きさならびに絶食下生存日  

数の変化と捕食鼻をちがえた令期との関係を示すこれらの結果によって，テントクムシの形質に及ぼす幼虫期日  

当り捕食鼻の影響は幼虫の令期によって異なること，発育期死亡率ならびに発育所要日数は若令期，特に第1令期  

における捕食昆の影響が大であること，総捕食這，羽化成虫の大きさならび軋絶食下生存日数は高今期，特に層4  

令期における捕食竃が最も密接な関係をもつと考えた．   

アグラムレ捕食性テントクムレ鼠虫の捕食力は幼虫のそれよりはるかに．強大である巾しかし，アブラムレの個体  

数の制御紅果すテントクムシの役割は，成虫がアブラムレを直接捕食するこ．とによるだけではなく，生殖の完遂に  

よって，アブラムレ捕食に参加する個体数を飛躍的に増加させることに．もある・・成虫の捕食カならびに生殖力の枠  

組みほ幼虫期の捕食盈によって決定されているとしても，その展開の程度は成虫期に捕食するアブラムレの畳の  

影響を強くうけることが予測される．この点を明らかにするため，成虫期の捕食員をちがえてタングラタントクム  

レを飼育し，テン1クムシ成虫の生存，生殖ならびにこれらに関与する他の形質の変化を実験した・   

タンタラテ・ソトクムレ成虫の生存日数ほ日当り捕食魔のちがいによって大きく変化したが，変化のしかたは雌  

雄の別で異なり，雄では日当り捕食遺の増大にともなって生存日数はほぼ直線的に増加した・一方，雌成虫では，  

生存日数と日当り捕食意との問に．は双畔地線的な関係が認められ，捕食屈が多くなる程生存日数が増加するとい  

う単純な変化は示さなかった．   

松浦食嵐の変化ほ生存日数の変化に類似し，雄では日当り捕食豊の増大にともなってはば直線的に増大した・雌  

では生存日数の場合程顕著では．なかったが，双峰曲線的な変化を示した．．雌成虫の産卵前期間は日当り捕食盈の増  

大によっで短縮し，両者間には双仙線で表わし得る関係が認められた．雌成虫の産卵日率は日当り捕食遠の増大に  

ともなって飽和曲線的碇上舛し，産卵日の目当り産卵数は緩帆斜のS字型曲線的な，総産卵数はこれよりも傾斜の  

急なS字型曲線的な増加を示したい他方，卵の貯化率，雄成虫の交尾能力にほ日当り捕食愚のちがいに．よる何等の  

変化も珪じなかった．   

成虫形眉のこのような変化を考案した組果，成虫湖の日当り捕食星がタンタラテントクムシ成虫の生存，生殖  

（但し，雄の交尾力，卵の塀イヒ率を除く）に職者な影響を及裾すこと，日当り捕食畠の増大は捕食ならびに生殖  

（雄の交尾九卵の野化率を除く）を増進させ，捕食愚の減少ほこれらを低下させる作用を及ぼすことが明確にな  

った．   

雌成虫の蛙存に及ばす日当り捕食遠の影響について得られた本研究の結果は，これまでに殆んどその例をみな  

い特異なものであったい 本研究では卵の形成と産出という雌成虫の固有機能を考慮することによってこのような  

関係の成立を説明した。しかしながら，生存日数の変化は総産卵数ならびに．絵描会意の変化にも影響を及ばすだけ  

に，本研究で得られた生存日数と口当り捕食遥の関係が成虫期軋捕食偏動を行なう種に．おいて広く認められるも  

のかどうか，今後更に検討すべき問題であると考えた．   

ア．プラムレ捕食性テントクムレ成虫は相当長期間生存し，この間活洗にアブラムレを捕食する．本研究の一部で   
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明らかに．した如く，成虫の生存，捕食，生殖の営みは成虫期における日当り捕食塁の顕著な影響をうけるが，この  

影響が成虫の羽化後の経過日数紅よってどのよう紅変化するかについては従来全く解明されていなかった・成虫  

の形質紅及ぼすアブラムシの壷的影響についての第2の研究では，この点を明らかにするためダンタラテう／トク  

ムシを用い，羽化後の種々な時期の日当り捕食盛を一定期間，種々な程度に制限して飼育し，これらの個体の生存  

日数，制限期後の日当り捕食壷，制限期の日当り産卵数，制限期後の産卵再開所要日数，制限期後の産卵日当り産  

卵数を調べた 

実験日令を，若い順に，スデー汐Ⅰ，ステージⅡ，スデージⅢ，スデージⅥとすると，日当り捕食塁のちがいに 

よるタンタラテントクムレ成虫の生存日数の変化ほ，雌の場合，スデージⅠ，スプ∴－ジⅢ，ステージⅥ，スデー汐  

Ⅱの順に．大きく，雄では雌とほかなり異なり，Ⅵ，Ⅲ，Ⅱ，Ⅰの順となった・制限期後の日当り捕食壷は，雌で  

は．，Ⅲ，Ⅰ，Ⅳ，Ⅱの順に大きかったが雄では順位が不明確であった．制限期日当り産卵数の変化の大きさほ，Ⅰ，  

Ⅵ，Ⅲ，Ⅱの順となり，制限期後の産卵再開所要日数ならびに産卵日当り産卵数の変化は，Ⅰ，Ⅲ，Ⅳ，Ⅱ，の順  

に大きかった 

日当り捕食曳のちがいによる生存日数，制限期後の日当り捕食盈，制限期の日当り産卵数，制限に・より一時的に  

停止した産卵が再開されるまでの日数，制限期後の産卵日当り産卵数などの変化の大きさと日当り捕食竃をちが  

えた時期と紅ついてのこれらの結果を考察し，テントクムシ成虫の生存，捕食，生殖に及ぼす成虫期の日当り捕食  

蚤の影響ほ成虫の日令によって著しく異なること，どの日令が最も影響をうけるか（あるいほうけないか）ほ雌雄  

の別によって異なること，雌成虫の場合ほ形質の如何を問わず産卵前期に当る最も若い日令が影響を最もうけ，  

産卵最盛前半期に．当る第2番目に．若い日令ほ影響を最もうけない時期であること，産卵最盛後半期相当の第3番  

目に．若い日令と，産卵力低下期相当の最も進んだ日令は，影響を中程度にしかうけない時期であることを明らかに  

した．   
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Laboratory Studies on Food Ecology of Aphidophagous 

Lady Beetles (Coleoptera: Coccinelljdae) 

Hidetoshi OKAMOTO 

Summary 

I t  i s  known that an interacting relationship caused by " t o  feed on" and " to  be fed 

on" exists between aphidophagous lady beetles and aphids. In order to make a proper 

assessment of the ability and usefullness of the lady beetles in controlling aphid popula- 
tions, therefore, both actions of the lady beetles on aphids and aphids on the  lady beetles 

must be made clear. In these two actions, the action of aphids on the lady beetles has 

not been sufficiently clarified so far. The present study was conducted to experiment 

and consider on what kinds of influence the quality and quantity of aphids exert on the 

basic characters of the aphidophagous lady beetles. 

I t  is clear that the aphidophagous lady beetles feed on aphids a s  their main menu. 

However species of aphids composing the menus are  generally plural for any species of the 

beetles and moreover they are large in number. Therefore in the studies of the quali- 

tative influence of aphids up011 the characters of the lady beetles, the primary interest of 

the study was focused on the influence of the different species of aphids upon the chara- 

cters of the lady beetles. 

The method and procedure of the investigation were a s  follows. Six species of aphids 

contained in the menus of Harmonza axyrzdzs and Coccznella septempunctata bruckzz were 

respectively fed to the larvae of beetles and that larvae which fed on these aphids were 

inspected a s  to the variations in their characters. As a result, there were conspicuous 

differences among the species of prey aphids in the preimaginal mortality, days of deve- 

lopment, length of elytron and longevity under fasting condition of the beetles. From 

these results it was clarified that the characters of the beetles vary remarkably with the 

species of prey aphids and the degree of the variation among characters is different a c -  

cording to the characters, and the appearances of the variation are  also different by the 

species of the beetles. Furthermore, on the basis of the appearances of variation in 

various characters it was investigated how aphids a s  food should be classified in the 

suitability a s  food and the following conclusions were obtained : 

Some species show very high suitability (superior species), some very low suitability 

(inferior species) and o t h e ~ s  medium suitability (median species). Species with different 

suitability are  found mixed in the menu of the beetles of the same species. Among the 

inferior species considerably lacking suitability there a re  also species which are highly 

destructive to the beetles and the existence of these species is one of the important 

problems in the study of the usefulness of the beetles in controlling aphids. [Table 1-17 

and Figure 1 - 2 I 
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In the case that the lady beetles continuously feed on the single species of aphids during 

the total instar period, it was proven that Aphzs medzcagznis and Aulacorthum magnoliae 

inhibit the survival of individuals of H. axyrzdis and C .  septempunctata bruckzz during 

the developmental period and extremely decay their characters. It is considered that this 

inhibitory action or decaying action by the species of aphids with inferior suitability would 

be variable in accordance with the length of duration for feeding on these species of 

aphids and the rate of progress of larval development at  the time of feeding on these 

aphids. So A. medzcagznzs and Aul .  rnagnolzae were fed to H. axyrzdzs and C .  septem- 

punctata bruckzz for the single instar period and the pr eimaginal mortality , days required 

for development, length of elytron and longevity of developed adult under fasting condi- 

tion were observed, and then the investigation was made with regard to the existence of 

the decay of characters and inhibition of survival and the instar period of the beetles to 

be strongly influenced by feeding on unsuitable species of aphids. 

As a result it was made clear that the species of inferior suitability inhibited the 

survival of individuals a t  the developmental stage of the beetles and decayed their chara- 

cters, and such influences of aphid species as character decaying and inhibition of survival 

of the beetles were the most conspicuous at  the first and the last instar periods of the 

larvae of beetles. [Table 18-27 and Figure 3 - 4 1 
As the results of the two previous experiments, namely the continous feeding of prey 

aphids during the total larval period and the short-term feeding at  the single instar period, 

it was proven that A. medzcagznzs was highly unsuitable as  food for H. axyrzdzs, and 

Aul .  magnolzae was also unsuitable for C. septempunctata bruckzz. By way of clarifying 

the qualitative influence of aphids on the lady beetles, here comes up our third inquiry 

as to how these two aphid species influence the characters of the adults of beetles. For 

that purpose A .  medzcagznzs was fed to the adults of H axyrzdzs and Aul .  rnagnolzae 

was supplied to the adults of C. septempunctata bruckzz during the ovipositional period 

of the both species of beetles and the longevity of these adults of beetles, ability of co- 

pulation and oviposition and hatch ability of eggs laid were examined in comparing with 

those of the beetles fed on Rhopaloszphum prunzfolzae which was the species of the 

superior suitability for both beetles. 

In these experiments it was resulted that the adults of both H. axyrzdzs and C .  septem- 

punctata bruckzz which fed on the spscies of aphids with inferior suitability showed 

extremely shortened longevity and reduced ability of the copulation and oviposition a ~ d  

decreased hatch ability of the eggs laid in comparison to those of the adults which fed 

on the suitable species of aphids. 

From these results it was made clear th l t  the species of apiids with inferior suitability 

for the larvae of beetles also exert the similar influence on the adults of beetles of the 

two species such as  to inhibit and decay their survival aqd char.~cters strikingly. [Table 

28-35) 
Supposing that the lady beetles have an ability to dijcriminate the degrezs of suitability 

of aphids as food and to feed selectively on suitable ap'lid;, then the visious influence of 

aphid food such as s h ~ t e n e d  life or decayed characters caused by f e e d i ~ g  on the inferior 
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species would be fairly avoided or reduced. In order to clarify the ability of beetles, R. 
prunifoliae which showed superior suitability as food for H. axyridis and C. septempun- 
ctata bruckzz and on the contrary, A. medicagznzs and Aul.  magnolzae which showed 

extremely inferior suitability as food for both beetles were simultaneously fed to the larvae 

of both H. axyrzdzs and C. septempunctata bruckzz and also to the adults of C. septem- 
punctata bruckzz and the preference of the beetles for aphids was observed. 

In this research on the beetles' preference to R. prunzfolzae and Aul .  magnolzae in terms 

of ratio, there was no significant difference between the ratios with which the lady beetles 

feed on R. prunzfolzae and the other species of aphids. 

From the results obtained, it was concluded that aphidophagous lady beetles seem to 

have no ability to discriminate the degree of suitability of aphids as  food and to feed 

selectively on the suitable aphids. (Table 35-41] 

There exist many of the omnivorous species among aphids which are the preys of the 

lady beetles and, it is generally observed that the same species of aphids are parasitic 

on the different species of plants and the different species of aphids are parasitic on the 

same species of plants. Consequently, in the consideration of the qualitative influence 

of aphids on beetles it is necessary to prove how host plants for aphids participate in this 

matter. Thus, it was experimented as  to how prey aphids influence the characters of 

the beetles when the same species of aphids are parasitic on the different species of plants 

and the different species of aphids are parasitic on the same species of plants. 

In the case of the larvae of H. axyrzdzs which fed on A. rnedzcagznzs parasitic on 

Robznza pseudoacasza, Vzcza fava and V.  satzva, all of individuals of H. axyrzdzs died 

regardless of the different species of the host plants. However, there was a significant 

difference in the longevity resulted from the different species of the host plants. According 

to the comparative experiments for the influences exerted on H. axyrzdzs by A. medzca- 

gznzs and Megoura vzczae which fed on V.  fava, it was resulted that the larvae of the 

beetles which fed on A.  medzcagznzs all died in a short period, but the rate of survival 

of the larvae which fed on M. vzczae was very high and the characters such as  the velosity 

of development and the length of elytron of individuals developed were not decayed at 

all by feeding on those aphids. 

It was made clear from these experimental results that the species of the host plants 

also participates in the influence upon the characters of the lady beetles, but more than 

that, the species themselves of prey aphids significantly contribute to that influence. 

[Table 42--46 and Figure 5 1 
The study on the quantitative influence of aphid food upon the characters of beetles 

was conducted separately, i. e. on the influence of the quantity of prey aphids on which 
the beetles fed during the larval period and during the adult period. In regard to the in- 

fluence of the quantity of aphid food during larval period, Menochzlus sexmaculat.us was 

reared by controlling the daily amount of prey aphids at various degrees during the larval 

period. And the preimaginal mortality, length of the duration of development, patterns 

in developmental progress (the relative ratio of each developmental period), total amount 

of aphid food eaten during the total developmental period, daily amount of food con- 
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sumed, sizes of the adults developed, length of preovipositional period, number of eggs 

laid by developed adults were observed in comparison to the quantity of prey aphids 

supplied. 

The preimaginal mortality and developmental time of the beetles decreased a s  the daily 

amount of aphid food supplied increased. The total amount of aphid food consumed, 

sizes and longevity of the adults developed, number of eggs laid increased as  the daily 

amount of aphid food supplied increased. The daily amount of aphid food supplied 

resulted in a partial variation on the relative ratio of the duration of each developmental 

instar or stage of beetles and also a gap in the time of death for the individuals that die 

at developmental period. 

From the results obtained, it was proven that there is a very close relation between 

the quantity of aphid food per day and characters of the beetles observed and the follow- 

ing conclusion was made : 

The quantity of aphid food during the larval period exerts a remarkable influence on 

the characters of the beetles. That influence is extensive and strong not only on the 

survival and various functions for development of individuals but also on the survival 

and reproductive functions of the adults developed. The smaller the quantity of aphid 

food is, the more inhibited and deteriorated the survival and development of individuals 

at developmental period and the survival and various functions for reproduction of the 

adults developed. [Figure 6 -161 

In the first study on the quantity of aphid food during larval period, it was made clear 

that the quantity of aphid food per day exerted an important influence upon the charac- 

ters of beetles. Thus, it is expected that this influence will vary at different periods of 

feeding on aphids. In order to clarify this matter the influence of quantity of aphid food 

on the preimaginal mortality, time of development, total amount of aphid food consumed, 

sizes and the longevity of developed adults under fasting condition were examined while 

controlling the daily amount of aphid food eaten during a single instar period in various 

degrees at each period of the instar (from the first instar to the fourth instar) of M. 
sexmaculatus . 

The younger the instar period at which different quantity of aphid food was given per 

day was, the larger the variation of the preimaginal mortality by the different quantity 

of prey aphids was. Similarly, the variation of the time of development was conspicuous 

when the periods of feeding different quantity of prey aphids were the first and second 

instar, but in the case of the third instar there was almost no variation caused by the 

different quantity of prey aphids. In the other experiments, except that of the fourth 

instar period, there was an extension of the larval period by means of controlling the 

quantity of aphid food per day. The higher the degrees of the control was, the longer 

the extension of the larval period was, so the variation of the total amount of aphid food 

consumed by the different quantity of prey aphids per day was small as a whole. 

However, in the comparison of each experimental instar period from the fir st  to the fourth 

instar, the variation of the second instar period was slightly larger than those of the first 

and third instar periods. In the case of the fourth instar, since there was not conspicious 
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extension of the period, the different quantity of prey aphids per day resulted in the 

difference of the total amount of aphid food consumed and the variation was the largest. 

The length of elytra extremely varied with the different quantity of aphid food per day 

a t  the fourth instar period and the variation at  the third instar period was considerably 

less than that at  the fourth instar period. At the first and second instar periods i t  

scarcely varied with the daily amount of aphid food supplied. The longevity of developed 

adults under fasting condition varied with the different daily amount of aphid food 

supplied a t  the fourth instar period, but it did not vary with the controlled feeding at  

the other instar periods. 

In accordance with the results which show the relation between each instar period under 

controlled feeding and the variations in the preimaginal mortality, length of the develop- 

mental time, total amount of aphid food consumed, sizes and longevity of developed adults 

under fasting condition, the following was concluded : 

The influence of the quantity of aphid food on the characters of the beetles seems to 

be age specific. The preimaginal mortality and length of developmental time were most 

influenced at  the younger instar period, especially at  the first instar period by the quantity 

of aphid food supplied. The total amount of aphid food consumed, sizes and longevity 

of developed adults under fasting condition were closely related to the quantity of 

aphid food a t  an older instar period, especially a t  the last instar period, [Table 47-48 

and Figure 17-20] 
The adults of lady beetles show a much higher ability of feeding on aphids than larvae. 

However, the impact of the adult beetles on aphids not only lies in directly feeding on 

aphids, but also in increasing a vast number of individuals to participate in feeding on 

aphids through the completion of their reproductive lives. Even though the framework 

of the feeding and reproductive ability of adults has already been determined by the 

quantity of prey aphids eaten during larval period, the degrees of progress and realiza- 

tion of that ability would be strongly influenced by the quantity of aphid food during the 

period of adult stage. In order to clarify this matter, M. sexmaculatus was reared 

under different quantity of aphid food during adult period and the variation of survival, 

reproduction and related characters were observed. 

The longevity of adults varied with the daily amount of aphid food supplied and its 

condition was different according to sex. In males, the longevity increased almost rec- 

tilineally in proportion to the increase of the amount of aphid food supplied. In females, 
on the other hand, there was a hyperbolical relation between the length of longevity and 

the daily amount of aphid food and there was no simple and proportional variation as in 

males. The variation of the total amount of aphid food was similar to the variation in 

the longevity and increased almost rectilineally in proportion to the increase of the daily 

amount of aphid food in males. In females it was not so conspicuous as  in the case of 

longevity, but there was also a hyperbolical variation. The duration of preovipositional 

period was shortened by increasing the daily amount of aphid food supplied and it seemed 

that there was a relation indicated by a hyperbola between the both. The rate of ovi- 

positional day of females ascended saturated - curvilineally in proportion to the increase 

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



of the daily amount of aphid food supplied. The daily number of eggs laid on the ovi- 
positional days increased with a gentle sloped sigmoid curve and the total number of eggs 

laid increased with a sharper sloped sigmoid curve by increasing the daily amount of 

aphid food supplied. On the other hand, there was no variation in the hatch ability and 
copulating ability for males by the different quantity of aphid food per day. From the 

results obtained, the following was concluded : 

The daily amount of aphid food supplied during the period of adult stage exerts con- 

spicuous influence on the longevity and reproduction (except copulating ability of males 

and the hatch ability of eggs laid) of the adults of M. sexmaculatus. The increase of 

the daily amount of aphid food promotes the abilities to feed on aphids and to fecundate 

(except the copulation ability of males and hatch ability of eggs laid) and decrease of the 

amount of aphid food supplied deteriorates them. [Figure 21-29] 

The results of this study attained concerning the nature of the influence exerted on 

the longevity of adult females by the amount of aphid food was unique in that there had 

hardly been any preceding research. In this study, the establishment of the above rela- 

tion was explained by considering the proper function of adult females, that is, ovogene- 

sis and oviposition. However, a further investigation should be made as  to whether the 

relation between the longevity and quantity of prey aphids evidenced by the present study 

can be extensively applied to the species which feed on aphids during the period of adult 

stage, because the variation of the longevity also influences the total number of eggs 

laid and total amount of aphid food eaten. 

The adults of lady beetles survive for a long period and actively feed on aphids in this 

period. As a part of this study made it clear, the survival, feeding amount on aphids 

and reproduction were conspiciously influenced by the amount of aphid food supplied 

during the period of adult stage. But, in any of the previous studies, it was not proven 

how this influence varied with the number of days after emergence. As the second study 

pertaining to the quantitative influence exerted on the adult characters by aphids, M. 
sexmaculatus was reared by controlling the daily amount of aphid food supplied a t  

various periods after emergence, and the observation was made with regard to the longe- 

vity, amount of aphid food per day after the control period, number of eggs laid during 
the control period, days required for re-oviposition after the control period and number 

of eggs laid per day after the same period. 

Installing the control period in the order of closeness to emergence as  stage I ,  stage 

11, stage I11 and stage IV, the variation of the length of longevity caused by the different 

quantity of aphid food supplied was large in the order of stage I ,  stage 111, stage IV and 

stage I1 in females, and in males it was considerably different from females, in the order 

of stage IV, stage 111, stage I1 and stage I. The quantity of aphid food consumed per 
day after the control period was large in the order of stage 111, stage I ,  stage IV and 

stage I1 in females, but it was unclear in males. The variation of the number of eggs 

laid during the control period was large in the order of stage I ,  stage 111, stage IV and 

stage 11. 

Considerations and discussions were made as to the variation of the longevity, quantity 
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of aphid food per day after the control period, number of eggs laid per day during the 

control period, days required for re-oviposition from which the oviposition was temporarily 

suspended by controlling the quantity of aphid food supplied, number of eggs laid per 

day and the following was made clear : 

The influence on the survival, feeding on aphids and reproduction of the adults of 

beeties by the quantity of aphid food per day during the period of adult stage is consid- 

erably different by the period. It is also different by sex. In the case of females, the 

earliest period cor responding to the biginning period of oviposition is most influenced and 

the second earliest period corresponding to the first half period of the oviposition peak is 

least influenced, and the third earliest period corresponding to the second half period of 

the oviposition peak and the latest period which is equivalent to the declined period of 

the ovipositional activity is medially influenced. [Table 49-50 and Figure 30-361 
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